
        
            
                
            
        

    

































お兄ちゃんだけど愛さえあれば関係ないよねっ⑨






鈴木大輔




ＭＦ文庫Ｊ







本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「裸でいっしょに寝る、などという体験は、普通の男と女の関係ではとてもできないよ。ねえそうだろう秋あき人と？」





　──予測していた通りの、だけど想像以上に破壊力のある言葉だった。

　まいった。

　やっぱ夢じゃなかったのか。

　昨日の晩、眠さと戦いながら原稿を書いてる最中にやってきて、ずっと背中に寄より添そっていたのは銀ぎん兵べ衛えだったのか。

　夢でも幻まぼろしでも錯さつ覚かくでもない、正しよう真しん正しよう銘めい、僕のただひとりの親友、猿さ渡わたり銀兵衛春はる臣おみその人だったのか。

「────
 」

　不覚ながら固まってしまった。

　即座にコメントを返すことができない。

　もちろん伊だ達てや酔すい狂きようでやったわけじゃないだろう。

　ああそうだ、彼女の言うとおりだ。普通の男と女の関係ではとてもできないことで──いやでも待て、しばらく前にこれと近いことがなかったか？　僕が風邪をひいて寝込んだ時、銀ぎん兵べ衛えは僕の布団に入って添い寝を──いやいやあの時とは状況がちがう。あの時は看病をするという名目があり、なおかつ誰がいちばん良い看病をするかで競っている最中でもあったから、添い寝なんていうきわどい接触にも理由づけができた。でも昨夜はちがう。僕は風邪もひいていなければ寝込んでもいない。

　いや待てよ？

　ちょっと思い出してみよう。しばし前に紆う余よ曲きよく折せつを経た末、『姫ひめの小路こうじ秋あき人ととハダカでいっしょに寝る権利』なるものが成立していたのではなかったか。その権利を銀兵衛が行使したというのであれば納得も──いやいや納得なんかできるもんか。秋あき子こや会長さんあたりならともかく、あの猿さ渡わたり銀兵衛春はる臣おみなんだぞ？　それこそ伊達や酔狂で権利を行使するわけがない。

「────
 っ」

　僕はちいさく息をつく。

　ばくばく鳴っていた心臓を鎮しずめる。

　冷静になる。

　いったん冷静になると、これまで見えなかったものがクリアになってくる。思いのほか鈍にぶくできている僕の視界に入ってこなかったあれこれが、うそみたいにハッキリした輪りん郭かくで見えてくる。

「あっ。か、勘違いしないでくれたまえよ秋人？」

　言葉に詰まった僕の姿をどう捉とらえたものか。

　銀兵衛は頬ほおを染めて、あわてたように、

「確かに僕はそういう行為に及んだけれど、だからといって別にどうこうというわけではないのだよ。あくまでも僕は、自分に割り振られた権利を行使した、というだけのことにすぎないのであってだね──というのもほら、先日の一件があっただろう？　ほら、会長さんが言い出した例の、秋人と一糸まとわぬ姿でいっしょに寝る権利が与えられるという、あれのことさ」

「…………
 」

「君も知っての通り僕は商家の生まれであり、おそらくはその影響もあるんだろう、ありていに言っていささかせこい一面があってね。クーポンとか割引券は使わないと気が済まないし、ポイントカードなどは常に数十種類は持ち歩いて、事あるごとにスタンプを押してもらうことにしている。そういう僕がたとえどんなものであれ、何かをする権利を与えられれば、とてもではないが無視することなどできないわけだ。秋あき人とであればその点、念を押すまでもなく理解してくれることだろうけど」

「…………
 」

「それにだね、昨夜は確かにきわどい行為に及んだ僕だけど、それ以上のことは何もなかったわけだしね。なにせ君はあの状況にもかかわらず、不敵かつ無神経にもパソコンのキーボードに突つっ伏ぷして眠ってしまったのだから。まったくもって驚きよう愕がくすべきことであり、呆あきれることでもあるけど……まあ秋人が仕事中であるらしかったこと、また昼間の激務を考こう慮りよするに、やむを得ない仕儀であったと認定できる。本来であれば小一時間は説教してやるところだけど、今回は不問に付そうじゃないか」

「…………
 」

「ともあれ僕の結論は──いいかい秋人？　確かに僕のしたことは、普通の男と女の関係でやれることではないが、うむ、かといって特別な意味があるわけではないんだ。その点はくれぐれも誤解しないよう──」

「ねえ銀ぎん兵べ衛え」

　さえぎって僕は言った。

「訊ききたいことがあるんだけど、いいかな」

「な、なんだい」

「君は僕のことが好きなのか？」

「────
 」

　固まった。

　銀兵衛の、親友の笑顔が。きれいに音を立ててひび割れた。

　それからたっぷり数秒の間があって、

「……な、なんの話かなっ？」

　くちびるの端はしをふるわせて、銀兵衛。

　僕は繰り返して、

「言葉どおりそのままの意味だよ。君は僕のことが好きなのか、って訊いた」

「そ、それは」

　一瞬口ごもり、目を泳がせてから、

「あたり前じゃないかそんなのは。僕と秋人は親友同士なんだよ？　それも六年の長きにわたって時間をともに過ごした大親友同士じゃないか。であれば答えは決まっている。好きか嫌いかと言われれば、そんなのは前者に決まっているのだよ。わざわざ問うまでもない、当然の結論──」

「いやそうじゃなくてさ」

「ふむわかった、するとこういうことかな？　秋あき人とが男性として客観的に魅み力りよく的てきであるか否いなか、と訊きいているわけだね？　そうだな、まあ君にとって唯ゆい一いつ無む二にの親友である僕の目から見るにだね、君はまったくもって困った男であり、欠点も弱点も山のように抱えてはいるけれど、長所もまたそれなりにあると言わざるを得ないな。そうだね、プラスとマイナスを相そう殺さいすると、かろうじてプラスの方が勝ると言えるのでは──」

「いやそういうことでもなくて」

　さらに僕はさえぎって、

「親友同士だから、じゃなくてさ。それと客観的に見てどう、とかでもなくてさ。ひとりの男として僕のことが好きなのかい、って訊いてるんだけど」

「────
 」

　また固まった。

　いや……引きつった、という方が正しいのかなこれは。

　くちびるの端はしがふるえている。

　目め尻じりも眉まゆも、小鼻までもがぴくぴく脈みやく打うっている。

　彼女にしてはまったくもって希け有うなほど、緊張の感情が表に出てしまっている。

「ま、待ってくれたまえ」

　硬直を解といて銀ぎん兵べ衛えが口を開く。

「僕はその、そんなつもりではなかったんだ、本当に。昨日の夜のことがうれしくて、つい、その、いわゆるテンションが上がってしまったというか。それでその、いや待った、昨日の夜のことがうれしかった、などと言ってはまた語ご弊へいを招いてしまう。ええとつまりだね、どう言えばいいのか──」

「あーいや」

　僕は笑った。

　こんな風にかちこちになられたら意味がない。僕の訊きたいこと、訊くべきことが、こんなんじゃまともに訊き出せない。

「それこそ勘違いしないでほしいんだけどさ。僕は別に怒ってるわけじゃないし責せめてるわけでもないんだ。もっとこう、リラックスしようよリラックス」

「う、うむ。うむ、そうだね、うむ」

「ほら深呼吸してみて。吸ってー、吐いてー。ほら、すーはーすーはー」

「う、うむ。すーはーすーはー」

「リラックスできた？」

「……うむ。まあ、それなりには」

「なんなら脇腹をくすぐってあげようか？」

「いやいい。遠えん慮りよしておく」

「だったらあれだ、『人』という字を手のひらに書いて飲み込んでみるといいよ。それでだいぶリラックスできるはずだから」

「……僕は別に、大勢の人前に立ってスピーチをするわけじゃないんだけど」

「あとはそうだね、僕の顔をジャガイモか何かだと思い込むとか」

「いやだから。それってスピーチをする時に緊張をほぐすためのおまじないじゃないか」

「そっか。となるとうん、やっぱり脇腹をくすぐった方がいいんじゃないかな？　よし、じゃあさっそく」

「ええいしつこいよ君！　僕が極度のくすぐったがりなのは知ってるはずだろう!?
 」

　銀ぎん兵べ衛えが声を荒らげる。

　僕は声に出して笑う。

「どう？　調子出てきた？」

「────
 」

　銀兵衛はちょっと目を見開き、それから苦々しそうに、

「……それなりにね」

　と言った。

「そっか安心した」

　僕はうなずいて、

「じゃあ話の続きに戻ろう。……君は、僕のことが好きなのか？」

「らしくもない質問だね、秋あき人と」

　銀兵衛はニヒルに肩をすくめてみせる。

「というより何度僕に同じ答えを言わせるんだ、という話さ。結論から言えばもちろん僕は君のことが好きだよ。いいや、大好きだとさえ言っていいだろうね」

「ほうほう」

「だってそうだろう？　僕と君は唯ゆい一いつ無む二にの、大の親友同士なんだ。好きじゃなければそんな関係になれるはずもないし、まして関係を続けられるわけがない」

「ふむふむ確かに」

「とはいえ今回に限っては、僕も浅はかであったと認めざるを得ないな。いくらここ最近における周囲の軽けい薄はくな風ふう潮ちように染まっていたとはいえ、一糸まとわぬ姿で君に抱きつくなどという失しつ態たいを犯おかすなんて……事によっては猿さ渡わたり家けを追放になってもおかしくないかもしれないね。ああ、もちろん実際にはそんなことはないと断言できるけどね？　一族郎ろう党とうからどんな圧力が掛かったとしても、僕はあらゆる手段でもってそれらを撥はね除のけるとここに誓ちかうことができるよ」

「お。それはありがたい話だね」

「当然だろう？　君と僕との仲じゃないか。僕と君との友情は永遠不ふ滅めつ、神しん聖せい不ふ可か侵しんなものであり、そのことは六年前のあの日から運命によって定められているんだ。そう、思えばあの時にすべてが始まったんだ。あの日、秋あき人とが転校生として僕のクラスにやってきて、そして僕に鮮せん烈れつな印象を刻みつけるに至いたったあの日──覚えてるかい？　君はあの日、教科書に載のってもいいくらい優等生的なあいさつを披ひ露ろうして──」

　……たぶん、このあたりから僕のスイッチが入り始めたんだと思う。

　姫ひめの小路こうじ秋人十六歳。

　僕だって人間だから、トサカにきたこと、頭に血が上ったこと、我を忘れて暴れ出しそうになることが何度もあったけど──もうすでに予感がある。

「おっと。もうこんな時間か」

　銀ぎん兵べ衛えが壁の掛け時計に目をやる。

「食事を持ってきただけだというのに、少しばかり長居をしすぎてしまったようだ。僕はアルバイトの途中だというのに、これでは職務怠たい慢まんのそしりを免まぬがれないね」

　僕と銀兵衛が今いる休憩室にはもちろん、海の家『しらはま』店内の喧けん噪そうがひどく近く聞こえてくるのだけど。

　聞こえてくるけど、僕の耳には届いていない。

　予感はよりいっそう強くなる。

「休息を取っている君の邪魔をするのは本意ではない。引き続き今日はゆっくりと休んでくれたまえ」

　銀兵衛が立ち上がった。

　僕も一瞬遅れて立ち上がり、銀兵衛の肩を掴つかむ。

「？　秋人？」

　銀兵衛が怪け訝げんそうな顔をする。

　僕は笑って言う。

「ねえ銀兵衛。君はいつからそんな風になったんだ」

「そんな風に、とは？　どういうことだい？」

「君は一体いつからチキン野郎になったんだ、と。そう訊きいてるんだよ」

「……なんだって？」

　銀ぎん兵べ衛えが目を細める。

　百ひやく獣じゆうの王がうるさい小こ蝿ばえに安眠を妨害された時みたいな、そんな仕草。

「チキン野郎、とはどういう意味かな？」

「どういう意味も何もそのままの意味だよ。卑ひ怯きよう者もので臆おく病びよう者もので軟なん弱じやく者もの、ニワトリにも劣おとるちんけなヤツだ、って言ったのさ。いま僕の目の前にいる君がね」

　肩を掴つかむ手に力を入れる。

　鷲わしづかみにされた肩にちらりと視線を走らせ、そして僕に向き直る銀兵衛。

「──侮ぶ辱じよくの理由を聞かせてもらおうじゃないか」

「理由を聞かせろだって？　よくもまあしれっとした顔で言えたもんだね。でもいいさ、お望みならば聞かせてやるよ。なぜなら君は言いたいことを言えないし、言うべきことも言えないヤツだからだ。そういうのを世間じゃチキンって呼ぶんだよ」

「意味が分からないね。なぜなら僕は言いたいことも言うべきことも、必要に応じて過不足なく口にしていると自じ負ふしているからさ。秋あき人とからとやかく言われるのは不本意だ。まったくもってね」

「チキンなだけじゃ飽き足らず」

　僕は笑って言う。

　予感は確信に、いやもうほとんど予言と言っていいレベルに変わっている。

「君はとんでもない大おお嘘うそつきだったんだな銀兵衛。曲がりなりにもこれまで君を友人として扱ってきたことを、僕はめちゃくちゃ後悔してるよ。六年前のあの日に戻って自分をぶん殴ってやりたいくらいだ。こんなヤツを信じて、恃たのんで、死ぬまでの付き合いになるだろうなんて浮かれるなんて、眼鏡が曇くもってるにも程がある。一生の恥はじ、ってのはこういうことを言うんだろうね」

「……いい加減にしたまえ秋人。それ以上侮辱を続けるなら僕にも考えが──」






「いい加減にするのはそっちだ馬鹿野郎！」






　罵ののしりの怒ど声せいが休憩室の隅々まで響き渡る。

　他でもない。僕の口から出た声だ。

「こっちが大人しく聞いていればのらりくらりと！　僕は真面目に訊きいてるんだ！　この上なく真剣に！　だからちゃんと答えろ！」

「……な」

　銀ぎん兵べ衛えの眉み間けんにしわが寄る。

　形のきれいな眉まゆがつり上がる。

　売り言葉に買い言葉、という定型句が脳のう裏りをよぎる。

「何をそんなに激発してるんだ秋あき人とは。君の行動が時おり理解不能になるのは今に始まったことじゃないが、それにしても今回はとびきり意味が分からないよ。やれやれ付き合っていられないね、僕はもう戻らせてもらうとしよう」

「いいやそうはいかないね！　僕の質問にちゃんと答えるまできっちり付き合ってもらうからな！」

「……繰り返しになるが、意味が分からないな。君の質問には誠意をもって、必要十分なだけ答えたはずだ。これ以上なにを望むと？」

「誠意をもって？　必要十分？　はっ、こいつはお笑いぐさだ！　君の薄っぺらでちんけな答えのどこに誠意と必要十分がある!?
 　ふざけるのも大たい概がいにしろよ、君はいつからそんな嘘うそつきになった!?
 」

「…………
 」

　銀兵衛が目を細める。

　声のトーンが一オクターブ低くなる。

「二度目だよ秋人。それ以上侮ぶ辱じよくするなら僕にも考えがある、と言ったはずだ。たとえ君が相手でも、謂いわれのない罵ば詈り雑ぞう言ごんには断固たる対応で臨のぞませてもらう」

「へえ？　何をどんな風に？」

「発言を撤回したまえ。今ならまだ不問に付そう」

「撤回？　冗談だろう？」

　僕は笑って言う。

「僕はありのままの事実を口にしてるんだ、撤回もくそもない。だけど銀兵衛、君はちがうだろう？　君は確かに事実を語っているだろうけど、『ありのままの』という部分は完全に嘘だ。誓ちかってそれは断言できる」

「ふん。何を根拠にそんなことを」

「根拠？　そんなの決まってるだろ。僕と君がこの世に二人といない親友同士だからだ」

　いったい何年の付き合いだと思っているのか。

　腹の底からせり上がってくる怒りを飲み込もうとして、すぐにあきらめる。そりゃそうだ、無理に決まってるんだ、こんなでっかい感情を腹に収めておくなんてこと。

「なあ銀兵衛。他ならぬ君自身がいつも言ってることだぜ？　僕と君が親友同士だってことはさ。出会い方も最悪で、性格もぜんぜんちがって、立場もまるでちがって──だけどそれでもどうにかこうにかやってきた間柄だ。何なん人ぴとたりとも間に入り込めない、この上なく強い関係だ。ちがうか？」

「いいや。ちがわない」

　銀ぎん兵べ衛えが頷うなずく。

「口にするまでもない、疑いを差し挟む余よ地ちもない。これまでに何百回も、何千回も主張してきたことだ──僕と秋あき人とは親友同士だよ」

　まさしく断言である。

　そこには何の迷いも、ためらいもなくて。僕は激情に震えながらもうれしく思う。

　だけど。

　僕は指摘しなきゃいけない。

　気づいたからには黙だまっておくことはできない。

「銀兵衛、君が僕を親友だと言ってくれるのはうれしい。でもだけど、いやだからこそ。言わせてもらうし、問わせてもらうよ。君は本当に、自分の答えに満足しているのか？」

「……どういう意味かな」

「本当に君は、自分の心の内を率直に語っているのかと！　そう訊きいている！」

　だけど訊くまでもない。

　そんなわけがないのである。もう何度も繰り返したことだけど、いったい何年付き合ってるのか、という話なのだ。事ここに至いたって気づかなければ嘘うそというものだろう。

　もちろん批判は甘んじて受けるつもりだ。『鈍どん感かんめ、今ごろ気づいたのか』と言われれば反論のしようがない。

　いやそれ以前に。

　僕もきちんと告白しておこう。

　薄々でも感づいていなかったと言えば、それこそ嘘になるんだ──銀兵衛の様子がここ最近ずっと、いやひょっとするともう何年も前から、どこかしらおかしかったことについては。

　心のどこかで引っかかり続けていたけど、『あの銀兵衛がまさか』という先入観が、いや希望的観測があって。ずっと無意識のうちに目をそらし続けていた。そのことを僕は苦い思いとともに懺ざん悔げしなければならない。

　でも。

　いやだからこそ。

　確信を抱いた今もなお、答えから目をそらすのであれば。卑ひ怯きよう者もので臆おく病びよう者もので軟なん弱じやく者ものなのは他でもない、僕こそがまさにそれだ。

　だから──

「語っているよ」

　銀ぎん兵べ衛えはうなずいた。

　自信ありげに。これ以外に真実は何もない、という顔で。

「僕は自分の心の内を率直に語っている。そのことは神かけて誓ちかおう」

「────
 」

　ああやっぱりな、と思う。

　予感はきっちり現実になってしまった。当たるんだな、こういう時の予感って。

「ひゃっ!?
 」

　銀兵衛が可愛かわいらしい悲鳴をあげた。

　ま、そりゃ悲鳴のひとつもあげるよね。彼女の肩を掴つかんだ体勢から、そのまま大おお外そと刈がりの要領で、畳たたみの上に押し倒したんだからさ。あ、もちろん衝撃を和らげるよう、なるべく配はい慮りよはしているよ？

「な。な。な」

　僕に組み伏ふせられたまま、銀兵衛は酸素不足の金魚みたいに口をパクつかせている。

　うん。一瞬で朱色に染まった頬ほおなんかも、まさしく金魚そっくりだね。

「なにをしてるんだ秋あき人と!?
 」

「なにをしてるんだ、とは君らしくもない愚おろかな答えだね。見たまんまだよ。僕が君を押し倒している」

「い、い、意味がわからない！　君が何を考えているのかまったく理解できない！」

「本当はぶん殴ってやりたいんだよ」

　銀兵衛を間近に見下ろしながら、僕は冷静に説明する。

「うすらボケたことばかり口にしてる君の目を覚まさせるには、たぶんそれがいちばん手っ取り早いからさ。でも今の僕は昔とちがって、君の性別を知っちゃってるからね。さすがにぶん殴るのはちょっと無理がある。なので、ちょっと方向のちがう暴力に訴えることにした」

「いやぜんぜん意味が分からないよそんな説明されても！」

「ほんとにわからない？」

「わからないよわかるわけないだろ！　というか顔が近い！　もうちょっと離れて！」

「うっさいわこの××××
 が。こっちはブチキレとんねん」

　口汚い罵ののしりを、それも思わず関西弁で言ってしまった僕に、銀兵衛が目を丸くする。

「さあ。ちゃんと答えるんだ銀兵衛」

「答えるって、だから何をだい!?
 　僕はさっきからずっと答えてるだろうちゃんと！」

「ちゃんと答えてる？　寝言は寝て言ってほしいね。いいかい銀ぎん兵べ衛え、君がれっきとした答えを返さない限り、僕は君を解放しない。押し倒すのをぜったいにやめない」

「わ、訳がわからな──」

「ちなみにちゃんと答えなかったら、今ここで君を犯おかすことにする」

「はあっ!?
 　な、にゃ、にゃにをばかな、」

「いやしょうがないじゃん。だって君、答えないんだし。かといってぶん殴ることもできないし」

「ちょっと待ちたまえ！　今ここで僕にけしからぬ行為をするのは、ぶん殴るよりもっとひどい暴力なんじゃないかなっ!?
 」

「じゃあ代わりに胸を揉もむ」

「揉むほどないよ僕の胸は──って何を言わせるんだい!?
 」

「気をつけてよ銀兵衛」

　僕は静かな声で伝える。

「いちおうは冷静を装ってるけど、実を言うと今の僕、めちゃくちゃ冷静さを欠いてるんだ。なので、ほんとに何をするかわからないよ？　受け答えは慎重にやった方がいい」
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「…………
 っ」

　銀ぎん兵べ衛えが息を飲んだのがわかった。

　そして浮き足立っていた彼女の瞳が、やや落ち着きを取り戻した色に変わって。

「何を考えてるんだ、本当に」

　ふう、とため息をつく。

　赤く染めた頬ほおはそのままに、

「一体どういうつもりだい？　なぜそうまでしてしつこく僕に絡んでくる？　僕にはまったく理解できない」

「極めてシンプルだよ。ぜんぜん難しいことじゃない」

　真まっ直すぐに銀兵衛を見下ろしながら、僕は首を振る。

「納得できる答えが得られるまで僕はここをどかない。そんだけのことだよ」

「答えなら何度も返しているじゃないか」

「悪いけどさ、間違っていないというだけで真実を語らない答えには興味がないんだ。それとおためごかしにもね」

「水掛け論だ。これ以上は続ける意味がない。もうどいてくれたまえ」

「いいやどかないよ」

　僕は笑って言う。

「この場から逃れたいなら、いいさ、僕をはねのけて自由を得るといい。君には十分にそれができるはずだよね？　君が身につけている体術は僕よりも上だ。これだけ有ゆう利り不ふ利りがはっきりしてる体勢でも、僕と君の体重差がいくらあっても、銀兵衛ならいくらでもエスケープすることができるはずだよ。なのにそうしないのはなんでなんだ？」

「それは──」

「わかってるからだろう？　ここに至いたってはもう、背を向けることはできないって。でもって気づいてるんだろう？　これまではずっと背を向け続けてきたってことに」

「…………
 」

「答えはもうわかってるはずだろう？　僕でさえ想像がつくぐらいだ、当の君自身はずっと思い悩んできたんだろう？　言うべきか言わざるべきかでずっと悩んで、けっきょく口をつぐみ続けてきたんだろう？」

「…………
 」

「銀兵衛、君の口から言うんだ。でなきゃ意味がない。僕が理り路ろ整せい然ぜんと指摘したってなんにもならない。君が今までどんな気持ちでいたのかは、察するに余りあると思う。軽々しく口にできることでもないと思う。でも、だからこそ。今は言わなきゃいけない」

「…………
 」

「言わないつもりか？　だったらいつまで内に秘めてるつもりだ？　一ヶか月げつ？　一年？　それとも十年か二十年か？　ひょっとして一生ずっとか？」

「…………
 」

「ここまできても、それでもまだ一歩を踏ふみ出せないなら。僕はもういちど罵ば倒とうしよう。君は卑ひ怯きよう者もので臆おく病びよう者もので軟なん弱じやく者ものだ。どんな名家の出身で、どれほど神しん童どうと騒がれたって、中身は最悪のチキンだよ。君と親友でいる価値なんてこれっぽちもない。いいや、ひとりの人間として、僕は君を軽けい蔑べつする」

「────
 っ」

　銀ぎん兵べ衛えの顔が、かつて目にしたことのない形にゆがむ。

　屈くつ辱じよく。

　絶望。

　激怒。

　哀願。

　それでも僕は手を緩ゆるめない。

「なあ銀兵衛！　君はいつからそんな風になった!?
 　昔からそんなやつだったのか!?
 　いいやちがう、少なくとも僕の記憶にあるかぎり、君はそうじゃなかったはずだ！　なあ銀兵衛、何度も言うけど、何度でも言うけど、僕と君は親友のはずだろう!?
 　確かに僕は、親友とか言いながら気づいてやれなかった！　何もしてやれなかった！　だけど気づいたからにはぜったいに見逃さない！　なあなあに流したりはしない！」

　襟えり首くびを掴つかんで引き寄せる。

　目と鼻の先に銀兵衛の顔がある。

　エメラルドの瞳が、今にも泣き出しそうな色で睨にらみつけてくる。

　負けじと睨みつけながら、身を切るようにして、僕はさらに叫ぶ。

「いいか、僕は君の親友だ！　君のいいところも悪いところも腐くさるほど見てきた！　その上で断言する、僕は君のぜんぶを受け入れる！　君の親友たる価値を示してみせる！　だから君も示せ！　それともここで黙して語らないのをよしとするのか!?
 　それが君の出す答えなのか!?
 」

「…………
 」

「答えろッ！　猿さ渡わたり銀兵衛春はる臣おみ！」

　銀兵衛がうつむく。

　くちびるを噛かむ。

　肩を震わせる。

「──あ」

　声が漏れる。

　押し殺した、だけど爆発する寸前の感情をはらんだ、今にもひび割れて砕くだけそうな声が。

「あたり前だろうそんなの。決まってるじゃないか。自じ明めいにも程がある事実だ」

　それでいて凛りんとした、まるで砕けたダイヤモンドを散らしたような響きで。

　僕を刺し、縫ぬいつける。

「ああそうさ、そうともさ！　だって君と僕は男と女なんだからね、長いあいだ親しい付き合いをしていたら、ああそうさそうなるともさ！　そんなの決まってるだろう!?
 　どこにでもあるオチで、果てしなく使い古された喜き劇げきさ！」

「そうかそいつは悪かったね！」

　僕はよりいっそう喉のどを絞しぼって、

「そうとは気づかずにうっかり喜劇の片棒をかついでしまったよ！　だから責任はきっちり取ろうじゃないか！　ふたりで演じたんだ、幕まく引ひきも僕と君のふたりでやらなきゃどうする！」

　さあ。この茶番を終わらせよう。

　いや。始めよう、と言うべきか。

「僕は──僕は！」

　声の震えが止まる。

　見上げた瞳は、ある種の夜行生物を思わせる輝きを放っていて、僕は素直にきれいだと思う。

　銀ぎん兵べ衛えがついに。

　解とき放つ。





「君のことが好きなんだ！　姫ひめの小路こうじ秋あき人とのことがどうしようもなく好きなんだ！　君のそばにいると心臓が高鳴る！　君の声を聞くだけでめまいがするくらい恍こう惚こつとなるし、見つめられただけで膝ひざが震えそうになる！　君に触れられようものならその場で死んで天に召めされてしまうだろう！　そのくらい好きなんだ！　親友としてじゃなくて、ひとりの男として！　君に恋こい焦こがれている！　これはもうどうしようもない事実なんだ！　何度もあきらめようとして、でもどうにもならなくて、にっちもさっちもいかない！　僕は君を好きで居続けるしかないんだ！　ああ言ってやるさ、何度でも言ってやるさ！　僕はね秋人、君のことが好きだ！　この世界で君のことが、君だけのことが、魂たましいの底の底から大好きなんだよッ！」





　──すうっと。

　ミントキャンディーの粉末でも飲み下したみたいに、胸のつかえが消えた気がした。

　肩で息をしながら爆発の余よ韻いんを収めている銀ぎん兵べ衛えを見て、思う。

　いま届いたのは間違いなく、混じりっけなく、真実の叫びだったと。

「よく言った」

　僕は笑う。

　今度の笑みは作ったものじゃない。自然に湧わき出た笑みだ。

「それでこそ猿さ渡わたり銀兵衛春はる臣おみ、僕の親友。心から敬意を表させてもらうよ」

「……あ」

　銀兵衛が我に返ったように目をしばたたかせる。

　それからリトマス紙に酸さんをつけたみたいに赤くなって、

「いや。う。その」

「おどおどするなよギン」

　と言って、僕は彼女の肩をポンと叩たたいた──のだけど。

　教えてほしい。こんな体勢で、こんな流れで、他の男性諸しよ氏しは一体どんな行動を取るものなんだろう？　他にもっと取るべき行動があるんだろうか？　あるのであればぜひご教授願いたいと思う。今後の人生で何かと役に立ちそうだから。

　ともあれ僕は肩を叩いて──そして率直なところを語ったのだ。勇気を振り絞しぼった親友に対する、誠意の表れとして。

　あるいは筋を通した親友に対する、最敬礼の意思表示として。

「もっと堂々としてくれよな、それに値するだけのことをやったんだから。真まっ直すぐに、誇ほこり高たかく、僕を見み据すえろ。君にはそうする権利も義務もある」

「わ、わかった。こうかい？」

　と言って、きりりと眉まゆを凛り々りしくする銀兵衛だけど。まるで七五三の写真を撮る男の子がしゃちほこばっているみたいで、つい心の中で失しつ笑しようしてしまうのだった。

　がしかし。

　いささかなりとも余裕をもっていられたのもここまで。

　ここから僕に、いよいよもって本格的な困惑が訪れることになる。

「？　どうしたんだい秋あき人と」

「いや、まあ。ねえ？」

　ほっぺを掻かいて目をそらしながら、

「まさかね、ここまで熱烈な告白をされるとは思ってなかったから。その、なんだ。なんというか、ねえ？」

「そ、それはっ」

　ふたたび真っ赤になって、

「君がそういう風に仕向けたんじゃないかっ。あの手この手で僕を挑ちよう発はつして──そりゃあね、挑発に乗ってしまった僕も僕だが、それでも責任の主たるは秋あき人とにあるものだと断言してはばからないよっ」

「そうなんだけどさ……うーんでもこう、なんというか。はっきり言ってこう、気恥ずかしいです。はい」

「こっちのセリフだそれはっ！　僕が一体どれだけ恥ずかしい思いを──あ、だめだ。無理。思い出したら頭がくらっとして……」

　頭を抱える銀ぎん兵べ衛えだった。

　僕は苦笑いして彼女を助け起こしてやりながら、

「でもさ、必要なことだったんだよ。僕たちふたりにとって避けては通れないことだったと思う。遅かれ早かれこうなるべきだったんだし、それが遠い未来じゃなくて今だったことを、僕はうれしく思うよ」

「……君はそうやってしたり顔で言ってるけどね！」

　銀兵衛は涙目で僕に指を突きつけながら、

「こんな風に半ば無理やり僕の告白を引きずりだしておいて、それで一体どうするつもりなんだい!?
 　僕は少なくとも今この時がベストのタイミングではないと踏ふんで、それで黙だまっていた面もちゃんとあるんだよ!?
 」

「うん。それについてはごめん。でもさ、僕にとってはまさに今だったんだよ。気づいた以上、先延ばしはしたくなかった。今、ここで。聞いておかなきゃいけなかったんだ」

「……ふん、いいさ」

　ひとつ吐息をついて、

「秋人がここぞと決めた時に発はつ揮きする奇妙な行動力については、昔からよく知っている。そのはた迷惑さについても、それが秋人のいいところであることも、嫌というほど知ってるんだ。いちいち目くじらを立てていたら身がもたない」

「はは、さすがは僕の親友だね。……さて、それじゃあさっそくだけど、君の告白に対する答えを返そうと思う。僕は──」

「へっ!?
 　ちょ、ちょ、ちょっと待って待った！」

　泡あわを食った様子で銀ぎん兵べ衛えが僕の口をふさぎにかかる。

　低い身長を目一杯に伸ばして僕の口を手で覆おおってくる姿は、見ててとても微笑ほほえましいけど。彼女は必死の形相で、

「どうして君はこう、スイッチが入るとそうせっかちになるんだ！　答えだなんてとんでもない話だよ、ありがた迷惑にもほどがある！」

「……む？」

「あのねえ秋あき人と、考えてもみたまえよ。この件に関する限り、僕が一度だって君に答えを求めたり、あるいは見返りを求めたことがあったかい？」

「ん。あー……いや」

　言われて思い返してみるけど、思い返すほどもなかった。

　ない。確かに。

　そんなの一度たりとも、一片たりとも、銀兵衛は求めてはいない。

「言ったはずだろう？」

　銀兵衛は子供を諭さとすように、

「僕だってね、今がベストのタイミングじゃないことくらいわかってるんだ。そもそも今回のことはイレギュラーな上に、まんまと秋人のペースに乗せられた事態でもある。こんな状況で何をどうこうという気もないし、筋がちがうというものだよ」

「そう……かな？　言われてみればそんな気もしなくもないけど」

「だからね、答えなんか今は必要ない。まして求めたりなんかしない。今はただ、君に知ってもらえたこと、それだけで十分なんだ」

「……ふむ」

　そっか。

　そういうことなら是ぜ非ひもない。彼女がそう言うなら従うまでだ。勇いさみ足あしだったことを認めて、ブレーキをかけるにしかず。

　だけど言い訳はさせてほしい。そもそも僕はぜんぜん冷静じゃなかったし、何の計算も働かせていなかったんだ。銀兵衛の心境を思うと、もう居ても立ってもいられなくなって、どちらかというと使命感みたいなものに突き動かされて──いや、これはまさに言い訳かな。スマートな立ち居振る舞いをできなかったのは確かなんだ、そこを認めて反省をしないことには、

「でも言えてよかった」

　銀兵衛がぽつりとつぶやく。

　ずっと鍵かぎをかけていた宝箱の隙すき間まから漏れてきたみたいな、そんなトーンで、

「おかげで胸のつかえが下りたよ。ずっと言いたくて、言えなかったことを、成り行きはどうあれ伝えることができた。そのことについてはどれだけ感謝してもしきれない。やり方については物申したいけど、でも、よかった」

「──あ。いや」

「やっぱり君は僕の大切な人だ。ありがとう、秋あき人と」

　そう言って。

　はにかんだ。

　付き合いの長い僕も見たことのない、ひどく──ひどく可愛かわいらしい、たぶんこれまで見た中でもいちばん女性らしい表情で。

　僕は息を飲む。

「？　秋人？」

　銀ぎん兵べ衛えが小首をかしげる。

　その仕草がまた、えらく愛らしくて──おかしいな、彼女って、こんな仕草を見せるようなやつだっけ？

「どうしたんだい。むっつり黙だまってしまって」

「ああいや。いやいや」
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　急に顔が熱を持ってきて、銀ぎん兵べ衛えが小首をかしげて、僕は何かをごまかそうとして必死にいろいろ考えて、





　ぱちぱちぱちぱち





　その時だった。

　静かな拍はく手しゆの音が聞こえてきたのは。

「っ!?
 」

「────
 !?
 」

　僕と銀兵衛が同時に音の方を振り返って。

　そしてそこに、休憩室の入り口に、会長さんの姿を見いだして。これまた同時に固まってしまう。

「いやあ。青春だねえ」

　会長さん──二に階かい堂どう嵐あらしがしみじみと言った。

　静かな拍手を送り続けたまま、首を振り振り、

「アツいねえ、素敵だねえ。ここにいるあたしらの存在もまったく眼中になかったねえ」

　会長さんだけじゃない。

　その後ろには秋あき子こが、那な須す原はらさんが、ありさが。

　さらには『しらはま』のオーナーご夫ふ妻さいに、神じん野のさんや冴さえ木き先生までもが顔を覗のぞかせて。

　さらにさらにそのバックには、『しらはま』のお客さんであるらしき水着姿の老ろう若にやく男なん女によがひしめき合って、いったい何事かとこちらを注視している始末。

　……考えてみれば当たり前なのだ。

　海の家『しらはま』はそんなに大きな店舗でもなくて、休憩室と厨ちゆう房ぼうと客室の距離は決して遠くはなくて、しかも休憩室のドアは開けっ放しになっていて。ふたりで大声の口論を始めようものなら、あちこちへ筒つつ抜ぬけになるのは自然の理ことわり。

　そうでなくても、食事を運んできただけの銀兵衛がいつまでも戻らなかったら、不審に思って様子を見に来るぐらいのことはするだろう、ってなもんだ。

「えーっとですね。これはつまり、その」

「いいんだ。何も言うねェ姫ひめの小路こうじ秋あき人と」

　とにかく何か口にしないと、と思ってごにょごにょしている僕をさえぎり、なおも静かな拍手を送り続けたまま、

「お前さんとぎんぎんが、これまでどんな関係にあったか。そしてどんな経緯で今日に至いたったかについて、それなりに事情は心得てるつもりだ。そしてあたしは感動したんだ。その感動を表現するために、無ぶ粋すいを承知でこうして手を叩たたいている。だからこのまま続けさせてくれ」

　うんうんと頷うなずいて、会長さんは静かな、それでいて熱のこもった拍はく手しゆを送ってくる。

　いや会長さんだけじゃなかった。

　ほどなくして別の拍手の音も、ひとつまたふたつと重なっていく。

　渋い顔で秋あき子こが。

　いつもどおりの無表情で那な須す原はらさんが。

　無む邪じや気きにはしゃぎながらありさが。

　さらにはそれらの拍手が、となりの人や後ろの人に連鎖して。

　いつしか海の家『しらはま』は、割れんばかりのスタンディングオベーションに包まれてしまった。

　え？

　なに？

　なんなのこの展開？　めちゃくちゃ恥ずかしいんだけど？　ていうかどこまで聞いてたのこの人たち？　まさかとは思うけど、銀ぎん兵べ衛えとふたりきりであることを前提にエンジン全開で口走ったことが、実はぜんぶ筒つつ抜ぬけだった……なんてことはないよね？　ないですよね？　信じていいんだよね？

「う」

　──と。

　これは僕のうめきではなく。

　僕のとなりで僕以上に真っ赤になっていた銀兵衛のもので。

「うわ───────────────
 んばかあ───────────────
 っ!?
 」

　そして彼女は、かつて僕が聞いたことのない、ものすごくベタな悲鳴兼捨てゼリフを残して、バネの壊れたチョロＱみたいにギャラリーをはねのけながら。悲劇の場となった休憩室を、うしろを振り返ることなく、一目散に遁とん走そうしたのであった……。






　　　　＊







　──とまあ、そのような事情で。

　僕と銀兵衛が図らずも演じてしまった青春狂騒劇は、ひとまず幕を下ろすこととなった。

　ちなみに主役が去ってしまった舞台の後日談だけど。我らが生徒会長・二に階かい堂どう嵐あらしが、奇行を見慣れてるはずの僕でさえびっくりすることをしでかしてくれた。

　なんとあの後、会長さんは海の家『しらはま』を借り切り、パーティを始めたのである。

　それも内々での宴うたげではない。『しらはま』のビーチ周辺を根こそぎ巻き込んだ、どでかい大だい宴えん会かいを、だ。

『猿さ渡わたり銀ぎん兵べ衛え春はる臣おみがついに女になったんだ。こんなめでたい日はねえし、こんな日に仕事なんかしてちゃバチが当たるってもんだぜ！』

　……とかなんとか。

　なにせ二に階かい堂どう嵐あらしのやることなので、突飛なのも素すっ頓とん狂きようなのも慣れているけど。それにしてもちょっと斜め上の展開だった。

　銀兵衛が遁とん走そうしたその場でギャラリーを煽あおり、雰囲気を盛り上げ、海の家『しらはま』を一日借り切る交渉をまとめ、少数の反対意見（僕を含む生徒会メンバーたちの）を丸め込み、その場にいた客全員の参加をＯＫしただけでなく、自らのポケットマネーで宴会の費用をすべてまかなうと宣言して喝かつ采さいを浴び、たちまち飲めや歌えやの無ぶ礼れい講こうが始まり、その活気は『しらはま』だけでなく海水浴場全体にまで広がって──

　なにせ二階堂嵐である。

　普段はのらりくらりとしてるけど、聖リリアナ学園の生徒会長という肩書きは伊だ達てではない。いったんやる気を出すとこの人、行動力と実行力がホントにすさまじかった。

　たぶんあの人、ほんとに喜んでたんだろうなあ、銀兵衛が一歩を踏ふみ出したことが。そういうところではすっごく男気のある人だしね。

　ともあれ。

　突然の大宴会は大好評のうちに終始し、その場はいったん収まって、だけど銀兵衛は遁走したまま帰ってこず、連絡もつかず、一いつ昼ちゆう夜やにわたって僕らをやきもきさせたのだけど。

　翌日になって彼女がひょっこり戻ってきて、まずは皆を一安心させて──さてそれからどうなったのか、といえば。






　　　　＊







「あーきとっ♡」

「うわ!?
 」

　開店前の海の家『しらはま』。

　仕込みの準備に追われている僕の背中に、勢いよく飛び乗ってくる体重があった。

「うふふ。びっくりしたかい？」

「……あのねえ銀ぎん兵べ衛え」

　首だけ振り返り、すぐそこに迫っている顔──猿さ渡わたり銀兵衛春はる臣おみの顔を確認して、僕は眉まゆをひそめる。

「いきなり襲おそいかかられたらびっくりするよそりゃ。うっかり背負い投げをしそうになっちゃったじゃないか」

「ひどい言いぐさだね」

　僕の首に絡みつく腕うでをほどいて、銀兵衛が頬ほおをふくらませる。

「僕なりに親愛の情を表現したまでのことなのに、そんな風に邪険にするなんて。秋あき人とは僕の行動の意図を理解してくれなかったとでもいうのかい？」

「いや、わかるよそりゃ。親愛の情でなけりゃ、僕を狙う暗殺者ぐらいのものだろうからね、後ろから襲いかかってくるなんてのは。それはわかるんだけどさ……」

「であれば是ぜ非ひもなし。男らしく悠ゆう然ぜんたる態度で、僕の行動を受け入れてくれたまえ」

「まあ、なるべく善処するけどさ」

「……まさかとは思うけど秋人」

　急に不安げな表情になる銀兵衛。

「僕から親愛の情を示されるのは、迷惑だったかい……？」

「あーいや、そんな泣きそう顔をされるとこっちも対処に困るというか──いや、うん、だいじょうぶだよ。迷惑なんかじゃないし、君から親愛の情を示されるのはとてもうれしいから」

「──そうか！」

　たちまち晴れ渡る銀兵衛の顔。

「うんうん、やっぱり秋人もうれしいのか、それを聞いて安心したよ！　僕もうれしいし秋人もうれしい、これはまさに幸福の理想的な循環だ！　よしわかった、後ろからいきなり抱きつく行為は、これを今後も励れい行こうしていくとしよう！」

「いやだから。時と場所を考えてというか──」

「ちょっとふたりとも！　いい加減にしてください！」

　と、そこで入れられる横よこ槍やり。

　憤ふん激げきの様相でツノを生やしている我が妹、秋あき子こによるものだ。

「今は仕事中なんですから、もう少し遠えん慮りよというものを知ってくださいよっ！　このわたしでさえ、一日二十四時間お兄ちゃんに構ってもらいたいのをがまんして、ちゃんと真面目に仕事をしてるというのに！　ていうか銀兵衛さん、朝起きた時からずっとその調子じゃないですか!?
 」

　そう。

　あの告白劇と遁とん走そう劇が明けた今、銀ぎん兵べ衛えは一いつ貫かんしてこのテンションなのだった。

「ほんと、どうしちゃったんです銀兵衛さん！」

　いかにもおかんむり、という態で天を仰あおぎながら秋あき子こは嘆なげく。

「いつもは憎にくらしいぐらい冷静なのに、なにか悪いクスリでもやってるみたいにずっとはしゃいで！　しっかりしてください本当！」

「す、すまない秋子くん」

　すると銀兵衛は見るも哀あわれなくらいにしょげ返って、

「確かに君の言うとおりであり、申し開きのしようがない。皆が仕事をしている最中に行為に及んでしまったのは、明らかに僕の落ち度だ。伏ふしてお詫わびする。だが──」

　さらにはエメラルド色の瞳に見る間に涙が浮かび、

「自分ではどうしようもないんだよ。心の奥から止めようがなく気持ちが溢あふれてきて、じっとしていると心が苦しくて死んでしまいそうになるんだ。だから苦しさから逃れようとして、その洪水みたいな気持ちを解放すると、今度は自分の中のどこかでスイッチが入ってしまって……ううう」

「ちょ、ちょっと、泣かないでくださいよ、まるでわたしがいじめてるみたいじゃないですか」
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「だからよお、放っておけって言ってんのに」

　あわてて取りなそうとする秋あき子こを見て、会長さんが肩をすくめる。

「今のぎんぎんはタガが外れちまってる状態だからよ、何を言っても無む駄だに決まってらあな。何せ溜たまりに溜まったストレスをようやく発散できる機会を得たわけだからな、少しばかり暴走しちまうのも無理はねえ。というよりある程度は暴走させてガス抜きをしてやんねえと、もっとおかしなことになっちまう可能性もあらァな」

「同感ね」

　と、さらに那な須す原はらさんが横から入ってきて、

「むしろぎんぎんのこれまでを考こう慮りよに入れれば、この程度で済んでいるのは御おんの字じでしょう。どこかの誰かさんが同じ立場であれば、拉ら致ちして押し倒して婚こん姻いん届とどけに勝手にサインをする、ぐらいのことはしていてもおかしくない状況なのでしょうし。童貞を捨てて浮かれている中学生なみにテンションが上がってしまう程度のことは、笑って見逃してあげるのが人情というものではないかしら」

「ありさも同感です！」

　さらにはありさまでもが、まるで自分のことのように嬉うれしそうに、

「今の銀ぎん兵べ衛えねえさまは、素の感じがとてもよく出ていて、とてもいいと思います。女性としての魅力がぐっと増したように見えます。なので、それを止めてしまうのはもったいないですし、かわいそうです。もう少し銀兵衛ねえさまには、今の状態でいてもらうのが、ためになることだと思います」

「──ありがとう、みんな」

　感動に震えた様子で、銀兵衛が涙ぐむ。

「理解を示してくれてうれしく思う。そしてそんな君たちと仲間でいられることを誇りに思う。ありがとう。ほんとうにありがとう」

　……とまあ。

　おおむね見ての通りだけど、ここはあえて言おう。

　あの事件を経て、一夜のインターバルをおいて戻ってきた銀兵衛は。すっかりデレキャラになって、なおかついささか感情の起き伏ふくが激しいキャラになってしまっていた。

　無理もない。

　僕にとってももちろんだけど、彼女にとっては天地がひっくり返るような、人生観の変わるような出来事だったはず。あたかも荒行から生せい還かんした僧そう侶りよみたいに、どこか人が変わってしまうのは、これはもう仕方のないことなんだろう──みたいな。

　もっともその責任の半分以上は僕にあるわけで、他人事ぶって評論することじゃないとは思うけど。とはいえやっぱり隔かく世せいの感があるというか、変われば変わるもんだというか、ちょっと途方に暮れてしまうというか。

　いやはや。

　まったくもって何というか。何と言うべきなのか。

「ちょ、ちょっと！　何なんですかみなさん！」

　ひとりで感かん慨がいに浸ひたっている僕を尻目に、秋あき子こが声を張り上げる。

「なんだかおかしくないですか!?
 　どうしてみなさんそこまで銀ぎん兵べ衛えさんの肩を持つんです!?
 」

「どうしてって……なあ？」

　会長さんがとりなすように、

「男気ならぬ女気を、ぎんぎんがあれだけ堂々と示してくれたんだ。それには応えてやるのが人情ってもんじゃないのかい」

「その理屈はわからなくもないですけど！　でも銀兵衛さんのはちょっと行きすぎだと思いませんか!?
 　──ちょっとお兄ちゃん、お兄ちゃんはどう思ってるんです！」

「どう思ってる、って言われても」

　戸と惑まどっているのは僕も同じなのだ。

　この状況をいまだ整理できていないし、とりあえずは思ったことを、思ったままに述べるしかない。

「とりあえずまあ、何があろうと僕と銀兵衛の絆きずなは変わりないわけで。もちろん僕と銀兵衛が親友同士であることも変わらないわけで。そう考えるとだね、まあこの程度のスキンシップは、仲のいい友達同士なら割とありうるかも、とも思えなくもないわけで」

「お兄ちゃんまでそんなことを！　ちゃんと冷静に考えてくださいよっ、ぜったいおかしいですよこんなのって！」

「いや、うん。微妙なところなのは僕もわかる。セーフとも言いがたいけど、アウトかと言われると首をひねるというか」

「でしょう!?
 　そうでしょう!?
 　であれば是ぜ非ひご決断をお兄ちゃん！　銀兵衛さんにガツンと言ってあげてください！　そういう行動は公こう序じよ良りよう俗ぞくに反するので金こん輪りん際ざいやめるべきだって！」

「お前が公序良俗とかいう単語を持ち出すと、果てしなくうさんくさく聞こえるな……」

　とはいえ、ひとこと釘くぎを刺すぐらいのことはしておいていいかもしれない。

　僕は銀兵衛に向き直って、

「ねえ銀ぎん兵べ衛え」

「うん。なんだい秋あき人と」

　にっこり。

　邪じや気きとは無む縁えんな、純じゆん真しん無む垢くそのものの笑顔で。こちらを見上げてくる。

　……ぬぬ。

　僕を見上げてくる銀兵衛の表情……まるで忠実な子犬が尻尾しつぽを振っているようで、主人を全面的に信頼している風情で。なんというか、どこまでもまぶしくて心に突き刺さるというか。この表情を裏切るのは、あたかも天に唾つば吐く行為に思えてくるというか。

「いや。なんでもないよ」

　僕は笑って言う。

「銀兵衛は、銀兵衛の思うとおりにやってくれればいい。なんであろうと、僕はそれを受け入れるから」

「ありがとう。君ならそう言ってくれると信じていたよっ」

「ちょちょちょっとお兄ちゃん!?
 」

　あわてて秋あき子こが詰つめ寄よってくる。

「どういうことですかそれは！　逆でしょ逆、そうじゃなくて銀兵衛さんの行動をもっとセーブしなきゃって話をしてましたよね!?
 」

「うん、いやそうなんだけどさ。なんかこう……ねえ？」

「ええい、お兄ちゃんでは話になりません！　銀兵衛さん、ちょっと銀兵衛さんっ！」

「うむ。なんだい秋子くん」

「はっきり言わせてもらいますが、今のあなたの行動は迷惑です！　改善を要求します！」

「改善を要求、か……うん、君の言い分はわかる。とてもよくわかる」

　銀兵衛は悲しそうな顔をして、

「僕が君の立場ならきっと同じことを口にするだろうね。だけどそれでもあえて言わせてほしい。──認めてくれとは言わない、見逃してくれるとうれしい、と」

「馬鹿を言わないでください！　わたしはぜったいに見逃しません！」

「後生だよ秋子くん。お願いだ」

「ふーんだ。そんな顔をしても無む駄だですからっ」

「そんなこと言わずに。この通りだよ」

「ダメですダメです。なんと言われようとダメです」

「秋子くん、どうか、どうか」

「くっ──そんな風に袖そでを引っ張って哀願してもダメです。わたしの決意は固いんです」

「そう言わずに秋あき子こくん、お願いだよ、お願いだよ」

「……ぬううううう
 っ」

　秋子はカッと目を見開いて。

　銀ぎん兵べ衛えの手を勢いよくふりほどいて。

　そしてずびしっと指を突きつけ、こう言い放った。

「そこまで言われては仕方ありません！　お兄ちゃんといちゃいちゃするのをちょっとだけ認めます！」

　姫ひめの小路こうじ秋子、十六歳。

　その陥かん落らくの瞬間である。

「言っておきますけど、今だけですよ!?
 　あくまでも少しの間だけ！　銀兵衛さんのテンションが元に戻るまでの間だけですから！」

　銀兵衛がストレートに哀願して、秋子がやむなく折れる。

　なんかこの流れ、秋子ＶＳありさの時と同じパターンのような気がする。秋子ってこういうのに弱いんだなあ。

「ありがとう秋子くん。本当にありがとう」

「……まあ今だけですし。お兄ちゃんに近づく女の人は排除が基本ですけど、銀兵衛さんだって知らない仲じゃないですし」

「ふふ、そう言ってくれて僕もうれしいよ。……さて、それでは晴れて全員の承認をもらったことだし。ねえ秋あき人と？」

「え。なに」

「え、なに、じゃあないよ。これで僕たちは堂々とスキンシップを取ることが可能になったわけだから、さっそくいちゃいちゃしようじゃないか。今ここで、誰に気き兼がねすることなく堂々と」

「いやいや気兼ねはしようよ。バイト中だよ今」

「……えいっ」

「わ、こらっ。だから背中から抱きつくなって、いくら君の体重でもそこそこ負担は掛かるんだからさ！」

　と叱しかってはみるものの、銀兵衛は「むふふー」とか言ってどこ吹く風。

「ぐぬう……っ」

　秋子は拳こぶしを握りしめ、歯ぎしりしながら、

「昨日もさんざんっぱらこの手の茶番を見せられた上に、今またこんなものまで見せつけられなきゃいけないなんて。だけどうっかり許可も出してしまったばかりですし……ううう不平等です、世の中まちがってます。神は死にました……っ」

「むふふ～。秋あき人と～。あきと～♡」

　一方の銀ぎん兵べ衛えはどこ吹く風で、絶望に頭を抱える秋あき子こを尻目に僕への接触をやめようとしない。

「……いや、だからね銀兵衛。ほどほどにしといてよ、ほどほどに」

「それは聞けない相談さ。千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスであり、ようやく風向きが巡めぐってきたんだ。誰が何と言おうと最大限に活用させてもらわないと」

「いやいや、だからさ～……あっ、こら！　そこまで身体を密着させるのは反則だよ、はしたないっ」

「ねえ秋人」

　僕の抗議を遮さえぎって銀兵衛がささやく。

　耳元で、僕にしか聞こえない声で、

「僕は君に告白をして、そして答えを求めなかった。事実、今は答えなんて必要ない。なぜなら君とこうしていられるだけで十分だからさ。でも──」

「……？」

「でもね、覚悟していたまえ。会長さんではないけれど、僕だって狙った獲物を逃すつもりはないんだ。一生に一度クラスの獲物となればなおさらね」

「────
 っ!?
 」

　おどろいて振り向くと。

　銀兵衛は他のみんなに見られないよう、こっそりと。

　ぺろりと舌を出し、ウインクしてみせる。

「あはは……ええとまあ、なんというか。お手柔らかにお願いします」

　そうして僕は悟さとるのだ。

　どうやら彼女、先日の一件と一晩の失しつ踪そうを経て、ちょっとしたたかさを増して帰ってきたみたいだ──と。

　そして親友が殻からを破って一皮むけたことに喜びを感じつつも、どうやらいわゆるヤブヘビというやつをやらかしてしまったようで、この先の展開を思うと背中を冷や汗が伝ってしまうというか……。

　いずれにせよ。

　ただでさえお騒がせな僕らご一行と、今年の夏休みは、一ひと筋すじ縄なわでも二ふた筋すじ縄なわでもいかなさそうで。きちんと兜かぶとの緒おを引き締めていかないといけないな──というのも妙な話だけど、とにかくしっかり乗り切っていかなくちゃな、と思う次第なのだった。





八月三日









　今年は記録的な猛もう暑しよが続き、海の家『しらはま』は例年以上の大だい繁はん盛じよう。

　僕ら学生寮りようご一行をまとめて臨時雇用したオーナー夫ふ妻さいには、どうやら先見の明があったようで、飛ぶように売れていくビールやらかき氷やらと格闘するのに誰もが大わらわ、銀ぎん兵べ衛えの告白という一大事ですら流されがちになるほどの激務が連続した、とある日の夜のこと。

「夏祭りをやるぜ！」

　夕食を終えて一休みしていた僕らに向けて、会長さんが高らかと宣言した。

「……はい？」

　会長さんが突とつ拍ぴよう子しもないのはいつものことだけど、今日はいつにも増して絶好調らしい。

　そして誰もが同じように感じたらしく、その場にいる秋あき子こ、那な須す原はらさん、銀兵衛、ありさの様子に目を向けると、みんな一様にハテナマークを頭上に浮かべていて。

　そして誰もが一斉に、僕の方へ視線を集めてくる。

　……はいはいわかりましたよ。

　今日も僕が『会長さん係』というわけですね。

「えーと会長さん」

「おうよ姫ひめの小路こうじ秋あき人と」

「夏祭りって、何のことです？」

「そりゃお前さん、夏祭りって言ったらひとつしかねえだろう」

　六人部屋の真ん中にどっかりとあぐらをかき、皆を順番に見回しながら、

「風ふう鈴りんの音、夜店の屋台、祭まつり囃ばや子し、盆ぼん踊おどり。花火に浴衣に盆踊りの櫓やぐら、そして青あお姦かん……そういった風物を総称して、日本語じゃあ夏祭りと称するんだ。まさか知らなかったとは言わせねえ」

「いえそれはわかるんですけど。……ていうかなんかひとつ、変なのが混じってませんでした？」

「夏祭りこそ青春のメインディッシュだぜ」

　僕の突っ込みを聞き流して、二に階かい堂どう嵐あらしは力説する。

「こいつを堪たん能のうせずしては、人生という名のフルコースにフィニッシュはあり得ねえ。せっかくの大イベントだ、全力の全身全霊で取りかからねえとな」

「それはわかりますけど。僕が言いたいのはそういうことじゃなく──」

「わたしは賛さん成せいです！」

　真っ先に手を上げたのは秋あき子こだった。

「生徒会長にしてはめずらしくいい考えです。確かに夏祭りはあらゆるイベントの中でも筆頭クラスに位置する重大事ですし、夏休みにおいては外せない、外すことなどあり得ない最優先事項……生徒会長が久方ぶりに提案した、百回に一回ぐらいの割合でしか出てこないナイスアイデア！　乗らない手はありません！」

「ありさも賛成です！」

　次いでありさが鼻息も荒あらく、

「ありさはですね、お祭りの時に限っては夜更かしをするのを、父さまや母さまに認めてもらっています。夜遅くまで開いている屋台に顔を出してもいいですし、大人の人たちに混じってゲームをしたりお話をしてもいいですし、なんでもやりたい放題なのです。なので、今回のことは、まさに待ちに待った瞬間だと言えると思います！」

「僕も賛成だね！」

　さらには銀ぎん兵べ衛えも全面的な笑顔で、

「思えばここしばらくはバイト三ざん昧まいで、ろくに息抜きをする間もなかった。むろん労働は今回の合宿の主なテーマであり、軽んずるつもりはこれっぽちもないけれど、そればかりに終始するのは健全な青少年としていささか不毛に過ぎる。また心身をリフレッシュするのも立派に仕事のうちだ。ぜひともお祭りで羽を伸ばそうじゃないか。もちろん言うまでもないことだけど、僕は主に秋あき人とといっしょに羽を伸ばしたいところだね」

「ちょっと銀兵衛さん。どさくさに紛れてそういうこと言わないでください。お兄ちゃんとうはうはするのはあなたじゃなくて、このわたしです」

「ふふ、やっぱり口出しをしてきたね秋子くん。でも悪いけれど君に出番はないよ？　夏祭りイベントは将来の展望がある男女に優先権が与えられるべきであり、秋人の実の妹である君は遠えん慮りよしてしかるべきだ」

「いいえそうはいきません！　わたしはお兄ちゃんを愛する妹として、いの一番にお兄ちゃんと夏祭りデートをして、そのまま身も心もお兄ちゃんをゲットするのが正しいルートであると主張して憚はばかりませんよ！」

「いや、むしろ兄を愛する妹であるならば、秋人が道を踏ふみ外さないように身を引くのが筋じゃないだろうか」

「そういう正論はノーサンキューです！　というか銀兵衛さんは、ちょっと前にお兄ちゃんとデートしたばかりじゃないですか！　看病チャンピオンになった報ほう酬しゆうとして、遊園地で！　連続してお兄ちゃんを独占しようとするのは不平等ですよ！」

「あれはまだ秋あき人とに告白をする前だった。だからカウントに入らない」

「そんな理屈は通りません！」

「あ、あの、ありさも、秋人にいさまと夏祭りデートがしたいです、秋あき子こねえさま」

「ありさちゃん！　話がややこしくなるので出てこないでください！」

「で、でも、ありさと秋人にいさまは血が繋つながってないので、秋子ねえさまよりも、優先してデートしてもいいと思います。ね、そうですよね銀ぎん兵べ衛えねえさま？」

「うむ。まあ正論だね。僕は秋人に好意を寄せる人間のひとりとして、彼と大いにデートしたいけど。それと同時に秋人の親友として、彼に道を踏ふみ外させないようにする使命もある。それを考えれば、秋子くんよりもありさくんを支持するのが妥だ当とうというものだ。……というわけでどうだろうありさくん。僕らで手を組んで、秋子くんが近きん親しん相そう姦かんの道を進まないよう働きかけていこうじゃないか」

「はい銀兵衛ねえさま！　ふたりでがんばって、秋子ねえさまを真っ当な道に戻すお手伝いをしましょう！」

「むむむ、いつの間にかアンチわたしの包ほう囲い網もうが完成している様子……！　ですがそんなことでわたしの心が折れると思ったら大間違いですよっ！　なにせわたしとお兄ちゃんは、特別な絆きずなで結ばれた関係であることがつい先日判明したばかりなんですから！」

「ん？　どういうことだいそれは？」

「ふふーんだ。企業秘密ですよーだ」

「ふむ。しかし特別な絆ということであれば、僕と秋人もまさにそれだよ。親友同士であり恋人同士でもあるなんて、世の中にこんな素敵な関係も他にあるまい」

「ちょっと!?
 　前者はともかく後者は聞き捨てなりませんよ！　まるで既き成せい事実みたいに語らないでください！」

「あ、あの、特別な関係ということなら、ありさも──」

「かっかっか！　いいねえ、元気があって大変よろしい！」

　言い争いがエスカレートしそうになるタイミングを見計らい、会長さんが手を叩たたきながら大いにうなずいて、

「さすがはあたしの可愛かわいい部下たちだぜ、話が早くて助かる。そんじゃまあ、この件に関しては基本的に了解、ってことで構わねえな？」

「ちょっと待ってもらえるかしら」

　と。

　それまで沈ちん黙もくを保っていた那な須す原はらさんが手を挙あげた。

「ひとつ訊きいておきたいことがあるのだけれど」

「おうよ。言ってみねえ」

「生徒会長は事の始めに『夏祭りをやる』と口にしたわね」

「だな。確かに言ったぜ」

「その点にわたくしは疑問符をつけるわ。いったいどういう思惑でそんな言い回しを選んだのかしら。単に夏祭りを楽しむだけであれば普通にそう言えばいいところを、わざわざ不自然な表現を使った理由……それを聞かせて頂戴」

　……むう？

　気にも留とめてなかったけど、確かにそんな言い回しをしていたような。話の突とつ拍ぴよう子しのなさにばかり目が行って、まったく気づかなかった。

　でも言われてみると、なるほど違和感がある。国語の成績が悪いわけでもあるまいし、たぶん何かしら狙いがあるはずなのだ。なんせ相手は二に階かい堂どう嵐あらしだからね。

「くっくっく。やるねえ副会長、そこに気づきやがるとはよ」

　果たして会長さんは、目を細めつつ含み笑いをして、

「そう。あたしは『夏祭りをやる』と言った。普通なら『夏祭りに行く』とか『夏祭りを見物する』とか、そういう言い回しをすりゃあいいってなもんだ。──なあ姫ひめの小路こうじ秋あき人と」

「はい？」

「なぜあたしがそんな言い回しを使ったか、わかるか？　あるいはふたつの言い回しの間にどんなちがいがあるのか、でもいい」

　いやにもったいぶるなあ、と思いつつも考える。

「ええと、正解かどうかはわかりませんけど」

「おうよ。言ってみねェ」

「現代文の用語で言うところの受動か能動か、のちがい？　とか？」

「ドンピシャだ！　まさにそういうことなんだよ！」

　大おお仰ぎように両りよう腕うでを開き、オペラ歌手みたいな声量を発する会長さん。

「あたしゃお祭り女だからよ、祭りと名のつくものなら何だって大好きだ。中でも夏祭りなんてのは音の響きだけでも心が躍る。事実、あたしは物心ついたころから夏祭りに参加しなかったことはねえ」

「はあ。そうですか」

「だがこの二階堂嵐、つねづね物足りねえとは思ってたのよ。祭りってのは楽しむだけが能じゃねえ、楽しませる方の側に立ってみるのも、それはそれで乙なもんじゃねえのか、ってな」

「うーんそうですか？　僕はお祭り男じゃないもんで、ちょっとよくわからないですけど」

「難しいことじゃねえさ。ラノベの読者がラノベの作者に憧れるのと、構造的には同じことだと考えりゃいい」

「いや、僕はラノベ読まないんでわからないです。ていうかたとえが妙に具体的ですね」

　ちょっと意外な気はするけど、会長さんってそっち系の読者なんだろうか。だとすれば中二病的嗜し好こう＝眼帯もうなずけるけど。

　ともあれ話の骨こつ子しは見えてきた。

「ええとですね、今の話でちょっと引っかかるところがあるんですが」

「おうよ。言ってみな」

「楽しませる方の側って言いましたけど。それってつまりは夏祭りのお客さん側じゃなくて、お祭りを盛り立てる方の側に立つ、ってことですか？」

「さすがは姫ひめの小路こうじ秋あき人と！　大正解だぜ！」

　ニカッと笑い、きらりと白い歯を輝かせ、会長さんは親指を立ててみせる。

「このたびあたしたちは、ここら一帯で催もよおされる夏祭りにおいて、露店を展開することにしたからよ！　張り切って盛り上げていこうや！」

「……はい？」

　きょとんとする僕らに会長さんが説明してくれた内容はこうである。

　それによれば、オファー元は『しらはま』のオーナーご夫ふ妻さいだそうで。

　海の家における僕らの働きぶりを見たご夫妻は、例年にない手応えを感じ、今年の夏の売り上げをさらに伸ばすべく、『しらはま』の分店を夏祭りに出店することを計画している──ということらしい。もちろん本来の雇用条件に含まれない労働であるからして、その分の報ほう酬しゆうは弾んでくれるとかなんとか。

「どうでえ？　やってみる価値はあると思わねえか？」

　会長さんは身を乗り出して、

「露店を出す側に立てば、祭りの裏側もいろいろ覗のぞけるし、社会勉強にはもってこいだわな。それにあたしらの仕事は『しらはま』の売り上げに貢こう献けんすることだし、稼かせげるチャンスがあるなら乗っかるに越したことはねえ。なによりお世話になってるご夫妻からの依頼だ、断っちゃ罰ばちが当たる」

「僕らってただのバイトなんですけどね。それも夏休みだけの短期の」

　呆あきれつつ僕はちょっと考えて、

「『しらはま』の経営についてはどうするんです？　僕らがバイトからごっそり抜けたらけっこう大変なんじゃ？」

「そこは気にしなくていいぜ。冴さえ木き先生とか神じん野のさんが手伝ってくれるそうだし、他にもアテはあるそうだから、まあなんとでも回せるだろう」

「店の内容はどうするんです？　基本的には『しらはま』と同じ感じで？」

「そのへんはあたしらに一任するそうだぜ。海の家で出してるメニューをそのまま出してもいいし、もっと別のものを考えてもいい。なんなら飲食以外のものもやって構わねえとのことだ」

「出店の設営にはいろんな機材とか許可とかが要ると思いますけど。そのへんはどうするんです？」

「心配は要らねえ。細こま々ごまとした面倒なことは、あたしとご夫ふ妻さいでどうにかする。なんせ言い出しっぺだしな」

　思いついた疑問に、すらすらと答えをくれる会長さん。

　この調子だとあれだな。僕が考えるような疑問には、とっくの昔に対応策を講じているような、そんな感じだよな。とするとこのままの流れでいけば、僕らが出張露店を任せられるのは既定路線ということに……？

　うーんどうしたものか──と思って周りを見てみると。

　秋あき子こは『お兄ちゃんさえよければどちらでも構いません』という顔。

　銀ぎん兵べ衛えは『また会長さんが妙なことを言い出した』という顔で静観の構え。

　ありさは『秋あき人とにいさまと会長ねえさま、どちらの見方にも一理あります』という顔で迷っている様子。

「いいのではないかしら」

　と。

　場にいるメンツの中でただひとり表情の読めなかった那な須す原はらさんが。淡々と言った。

「そういうオファーがあったのであれば、強いて断る理由は見つからないわ。堂々と請うけ負おって、順当に仕事を果たすのが本分というものよ」

「おうよ！　さすがは副会長！」

　我が意を得たり、とばかりに手を叩たたく会長さん。

　一方の那須原さんは、あくまでもクールなままで、

「海の家のアルバイトより高いレベルを求められるでしょうし、合宿の狙いはよりいっそう達成されるとみるべきでしょう。きっとよい経験を得られることにもなるでしょうし、むしろこちらからお願いしてやらせてもらってもいいくらいの役割だと思うわ」

「うんうん。わかってるねえお前さん」

「夏祭りを裏の側面から覗のぞくことができる、というのもいいわね。ただ普通に夏祭りを楽しむのも結構でしょうけど、自分たちから働きかけて夏祭りを作り上げていくのもまた、ちがう醍だい醐ご味みを味わえるのではないかしら」

「いやはやまさしく。副会長の見識の高さには、我が部下ながら恐れ入るぜ」

　滔とう々とうと語られる内容に、会長さんはご満悦の様子だ。

　秋あき子こ、銀ぎん兵べ衛え、ありさの三人もまた、『そういうことなら』という風情で、次第に乗り気になってきたように見受けられる。

「ちなみにわたくしの目には、すでに成功へ向けたビジョンが見えているわ」

「おおう？　そいつは大したもんだ」

　会長さんは身を乗り出して、

「あたしの本意を理解してくれるだけじゃなくて、そこまで考えててくれるのかい。いやあ嬉うれしいねえ」

「要するに、あの手この手を駆く使しして露店を盛り上げ、お客を呼べればいいのでしょう？」

　那な須す原はらさんは相変わらずのポーカーフェイスで、

「お祭りに必要なのは活気であり、活気を生み出すにはひとりでも多くの人間を集めることが肝かん要ようよ。そして人を集めるための皮かわ算ざん用ようがすでにわたくしにはある──もはや成功は約束された未来と言って差し支えないわ」

「おうおうおう頼もしいじゃねえか。お前さんがそこまで言うからには、さぞかしとっておきの秘策があるにちがいねえ」

「ふ、当然ね。わたくしを誰だと思っているの」

「オーケーオーケー、だったら是ぜ非ひとも聞かせてくれや！　お前さんの自信の根拠を！　あたしらの露店でいったい何をやらかすつもりなのかを！」

「ふ、いいでしょう。では心して聞くといいわ」

　那須原さんはくちびるの端はしを一ミリだけつり上げて、

「夏祭りを大成功に導くための秘策、それは──」

「おうよ。それは？」

「わたくしとあっきーの結成する漫まん才ざいコンビ、『アナとあっきー』の記念すべきデビューの舞台を、夏祭りの露店にて用意することよ」

「お、おう……？」

「ふふ、その光景が目に浮かぶようだわ」

　無表情のまま、だけど瞳だけは妙にきらきら輝かせながら、

「わたくしとあっきーがとっておきのネタを披ひ露ろうし、お客のお腹なかが腸ちよう捻ねん転てんを起こすぐらいに大爆笑を巻き起こす光景が。そうして出世のきっかけを得たわたくしとあっきーは、伝説に残る漫才コンビとして歴史に名を刻むことになる──ええ賭けてもいいわ、当日の公演は確実に語りぐさとなるでしょう。もちろん露店には来客が押すな押すなの大盛況で成功まちがいなしでしょうし、一石二鳥とはまさにこのことね」

「あー……」

　言葉を濁にごす会長さん。

　秋あき子こも銀ぎん兵べ衛えもありさも、そしてもちろん僕も。斜め上のそのまた上をいく発言に、お互い顔を見合わせるばかり。

「──と、いうわけで！」

　あ。

　スルーしたよ会長さん。

「お前さんたち、夏祭りの件に関しては基本オーケーってことで構わねえな!?
 　姫ひめの小路こうじ秋子、どうだお前さんは!?
 」

「ええと、そうですね、そうかもですね。そういうことであれば、そういう流れでいいんじゃないでしょうか、ええ」

「ぎんぎんよ、お前さんは!?
 」

「う、うむ、いいんじゃないかな。この手の企画・立案の依頼は、　ビジネス的な手しゆ腕わんを鍛えるのにもってこいだしね」
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「鷹たかノの宮みやありさは!?
 」

「は、はい、とてもいいことだと思います。『しらはま』のおじさまとおばさまにはお世話になっていますので、恩返しのためにもぜひ、という感じです」

「姫ひめの小路こうじ秋あき人と、お前さんは!?
 」

「もちろん異存ありませんよ、ええ。義を見てせざるは勇無きなり、って言葉もありますしね、微力を尽つくさせてもらいます、はい」

「よっしゃ決まりだ！」

　拳こぶしを握り、会長さんは高らかと宣言する。

　那な須す原はらさんの方を見ないようにしながら。

「細こまけえことはまた追って話し合うことにするが、ともあれあたしたちの力で、露店をがっつり盛り立てていくことにしようや！　よろしく頼むぜお前さんたち！」






　　　　＊







　──そんなわけで、そういうことになった。

　ひとり蚊か帳やの外に置かれる形になった那須原さんだけは、三ミリほどくちびるを突き出して不満を表明していたけど。空気の読める側のチームが一丸となって、金髪の副会長がそれ以上出血するのを防いだ格好である。この人の発言はいまいちマジなのかネタなのかが判別しづらいんだよなあ……。

　まあなんにせよ。

　彼女の発言が最後の一押しとなり、僕らの夏休みにおける中盤戦以降の指針を決めたのは、確かなことだ。

　会長さんの持ち込んだ案に方向性がつけられなかった状況において、ある意味で那須原さんは救世主になってくれたのかもしれないね。





　……そう。

　つまるところ、この時は思い至いたらなかったのだ僕は。

　マジなのかネタなのかいまいちわかりにくい那須原さんの発言が、マジの大マジであったこと。

　そしてにわか仕立ての漫まん才ざいコンビが、本当に舞台に立つことになるなんて──いやはや、一いつ寸すん先は闇というか、塞さい翁おうが馬うまというか。世の中なにが起きるかわからんもんですね、ホント。





八月六日









　さて。

　僕ら学生寮りようご一行のいいところは、何事もいったん動き出せば早いということで。夏祭りで露店を出すことについてはいささか紛ふん糾きゆうしたものの、翌日からはもう全員がスイッチを切り替えて、各自の業務に取りかかることになった。

　もちろん僕らは高校生であり、夏祭りの露店の出店なんて経験したこともない、完全なる素人集団なわけで。最初はまったくの五ご里り霧む中ちゆうである。

　基本方針として、『しらはま』のコンセプトをそのまま持ち込む、というのだけは決まったのだけど。それ以外はまっさら白紙の状態だ。

　とにかく何をするにも情報が足りない。

　まずここら近辺の風習がわからない。

　どれほどの予算をかければいいのかわからない。

　どういう組織と人間関係によって夏祭りが運営されるのかもわからない。

　とにかくないない尽づくしであり、砂漠の真ん中に丸裸で放り出されたも同然だったわけだけど。それも最初だけの話だった。

　なんせ僕の仲間たちには、知恵もあるし行動力もある。さらには見栄えの良さと必要に応じて愛想を振りまく器用さもあり、とどめにコネとカネまでも備えている。オーナーご夫ふ妻さいを始めとする地元の人たちから情報を集め、分析し、収益と営業の見込みを立てるまで、ほんの数日もあれば十分だった。そもそも生徒会のメンバーはチート級のスペックの持ち主ばかりで、ありさはさらに輪をかけた才女。大して役にも立ってない僕が胸を張るのもなんだけど、ここまではむしろ当然の結果だったと言えるだろう。





　閑かん話わ休題。

　それではここらで、僕たちがプロデュースすることになった夏祭りのあらましを、簡単に紹介しておきたい。

　僕らがバイトする海の家『しらはま』は、Ｓ県Ｎ市に所在している。

　Ｎ市の人口はおよそ三万。漁業と農業と少しばかりの観光が主な産業の、ごく平へい凡ぼんな部類に入る地方都市であり、全国区の名物などもこれといって存在しない、率直に言ってあまり目立たない自治体だ。

　それでもあえて町の名物的なものを挙あげるとするなら。最初に名前の出るのが、しらはまの営業地である海水浴場。そしてＮ市近辺の鎮ちん守じゆとして信しん仰こうを集めている、音おと羽わ山やま神社が筆頭に並ぶ。僕らがプロデュースする夏祭りは、この音羽山神社の縁えん日にちとして催もよおされることになる。

　例年における祭りの内容は、神楽かぐらがあって盆ぼん踊おどりがあって、子供御み輿こしも大人御輿も出て、各種の屋台もずらりと出店して、地元にゆかりのある議員のあいさつなんかもあるという、割となんでもアリな、そしてごくごく平へい凡ぼんなものである。

　多少なりとも目新しいところといえば、海水浴場を抱えている関係で水着コンテストが開かれたりとか──いや、これはぜんぜん目新しくはないか。むしろちょっとした規模の催しであれば、そのくらいのイベントは普通にやってそうな感じだし。

　なんにせよ、第一に求められているのは結果。

　加えて本家の『しらはま』に新規の顧こき客やくを誘導できるようであれば、なおよい。

　そしてそのための予算と裁さい量りよう権けんは、オーナーご夫ふ妻さいの英えい断だんもあり（加えておそらくは、冴さえ木き先生の入れ知恵もあったのだろうと推測する。僕らのスペックをタダで使ってやろうという、いかにもあの女史らしい考えだ）幸いにしてかなりの幅で認められている。

　だから誰かさんの言葉じゃないけど、要するにあの手この手を駆く使しして露店を盛り上げればいいわけで。本来の業務であるアルバイトの合間を縫ぬって、メンバーたちはいろんなアイデアを出し合い、『しらはま』史上初となる分店の準備は急速に進んでいった。





　そうしていざ、夏祭りの当日も近づいてきた某日のことだった。

　とある人物が重大な疑ぎ義ぎ（当人いわく）に気づき、それを猛烈な勢いでアピールしてきたのは。






　　　　＊







「──なんということでしょう！」

　その日の夜、僕らが寄き宿しゆくしている冴木家の大広間にて。

　我が不ふ肖しようの妹が、唐突に叫んで立ち上がった。

「これはとんでもない問題ですよっ！」

「え、なに。なにが？」

　秋あき子この奇行を処理するのは兄たる者のつとめ。

　他の多くのメンバーが胡乱うろんげな目で発言者を見つめる中、僕が真っ先に反応すると、

「お兄ちゃん！　わたしとんでもないことに気づきました！」

「いやだから。なにが？」

「とてつもなくとんでもないことに、です！」

「こらこら。顔が近い」

　目と鼻の先までぐいぐいっと迫ってくる妹を制しつつ、

「そう興奮せず、冷静に。順序立てて話してくれ。とにかく落ち着いて」

「興奮ナンテシテマセーン！　ワタシハコノ上ナク落チ着イテマース！」

「とてもそうは見えないけどね。なぜか外人風のしゃべり方だしね」

「気づいてしまったんですお兄ちゃん！　わたしを襲おそったとてつもない罠わなに！」

　全力で興奮したまま、秋あき子こは僕の前に正座して、

「わたしたちって今、夏祭りで露店を出す準備をしてるじゃないですか。『しらはま』の売り上げに貢こう献けんするべく」

「うんそうだね。してるね」

「わたし、大いに気分を盛り上げてがんばってきました。せっかく見込んでもらって仕事を任されたんですから、やっぱり結果を出したいですし」

「うんうん。いいことだね」

「実際問題、やりがいのある仕事だとも思い始めていたところでした。生徒会長の言葉じゃありませんが、社会勉強になることも間違いありませんし」

「だよね。僕もそう思う」

「とはいえ相変わらず那な須す原はらさんはわたしに意地悪をしてきますし、近ごろでは銀ぎん兵べ衛えさんが妙にお兄ちゃんに粉をかけてくるようになりましたし、生徒会長は隙すきあらば性欲の強さを発はつ揮きしてきますし、ありさちゃんは無む邪じや気きな小動物系キャラに徹してお兄ちゃんを惑まどわせようとしますし、これほど誘惑の多い環境にありながら貞てい操そうを保ってくれているお兄ちゃんはさすがだと思いますけど、引き続きお邪魔虫の人たちが多すぎることには変わりなく、もちろんわたしとお兄ちゃんはついこのあいだ絆きずなの深さを確認したばかりであり、わたしの圧倒的な優位は動かないものと確信していますが、わたしとしては一刻も早くお兄ちゃんと男女の関係になって──」

「話がズレてきてるよ？」

「つまりわたしが言いたいのは！」

　ぐわばっ！

　と、ふたたび秋子が迫ってきて、

「夏祭りで露店を出すということは、わたしたちはずっとお店で働いてないといけないわけですよね!?
 」

「うん。だよね」

「ということは、せっかくの夏祭りなのに、お兄ちゃんとデートすることができなくなるじゃないですか！」

　ひときわ大きな声で、ほとんど慟どう哭こくに近い感じで。

『神は死んだ！』と叫ばんばかりの悲痛さで、彼女は言った。

「あー……」

　僕は少し間をおいてから、

「うん。だよね」

「『うん。だよね』じゃありませんよ！」

「こらこら。顔が近い」

「デートですよデート！　年に一度の夏祭りデート！　花火で浴衣で祭まつり囃ばや子しで、夜の海岸で初キッスで愛の告白と将来の約束でたこやきですよ!?
 　人生に必要なものがすべて揃そろうこのバーゲンセール状態を、なにが悲しくて回避しなければならないんですか！　おかしいでしょう!?
 　神は死んだ！」

　頭を抱える妹だけど、こちらとしては呆あきれる他ない。

　秋あき子このやつ、たまーにとてつもなくズレたこと言うよなあ──と思っていると、

「何を言い出すかと思えば」

　椅い子すに腰こしを沈めて読書にふけっていた銀ぎん兵べ衛えが、ごくごく冷淡に指摘してくれた。

「当たり前だよそんなのは。水の中では息ができないのと同じくらいのレベルで順当な結論だ。なにせ僕らは今回、夏祭りを楽しむ側ではなく、楽しませる側に立つことになるのだからね。デートなどしていては仕事にならないよ」

「それはそうですけど、でもお兄ちゃんとのデートはありとあらゆることに優先されてしかるべきじゃないですか！」

「この世で最も尊重されるべきは契約さ。『しらはま』と雇用契約を結び、その依頼を受けた以上、全力をもって事に当たるのが筋だよ。そしてデートなどにうつつを抜かしていては、仕事がおろそかになるのが自じ明めいの理ではないかな？」

「それはそうですけど！　でも銀兵衛さんはそれでいいんですか!?
 　お兄ちゃんとのデートができなくなるわけですよ!?
 　せっかくの夏祭りデートなんですよ!?
 」

「やむを得ないところだね。それに僕が知る限りにおいて、秋あき人とは仕事に手を抜くような人物を好いたりしないはずだからね。ここは仕事と割り切って、お店のために粉ふん骨こつ砕さい身しんに努力するのが、もっともポイントを稼かせげる選択だと考える次第さ」

「むむむ!?
 　なにやらしたたかな策士っぽい発言を……！」

「ついでに言うとだね秋あき子こくん。愚ぐにもつかないわがままを言って秋あき人とを困らせている君のポイントは今回、大幅に激減することが予想される。ただでさえ血の繋つながった妹である君は勝負の埒らち外がいだというのに、こんなことでは秋人の恋人になるなんて夢のまた夢というものだろうね。まあ僕としては、労せずして恋の邪魔者が減ってくれて、まったくもって御おんの字じというものさ。ふふふ」

「むぐぐぐ、どうやら銀ぎん兵べ衛えさんにまんまとしてやられてしまった模様……どうしてあんなことを言ってしまったの、秋子の馬鹿！」

　歯ぎしりして地じ団だん駄だを踏ふむ秋子だった。

　どうも最近、彼女と銀兵衛との立場の差が、ずいぶんと如によ実じつに出てきてしまっているようで。こうしてまんまとやり込められては後こう塵じんを拝し、嘆なげき節をぶつ、というパターンが定着しつつある。

　さて。

　そうこうしてる間に他のメンバーたちがどんな反応を示しているか、というと。

　ありさは口論するふたりを仲ちゆう裁さいするタイミングを計っているらしく、どうにか割って入ろうとして腰こしを上げかけては、機を逸いつして腰を下ろす、というのを繰り返している。

　那な須す原はらさんは、何やらヨガっぽいポーズを取って身体のあちこちをストレッチするのに余よ念ねんがない様子で、いわゆる『我関せず』の態。

　残るは我らが生徒会長なのだけど、

「いいんじゃねえかい？」

　軒のき先さきに腰を下ろし、涼しげに団扇うちわをあおっていた二に階かい堂どう嵐あらしは、さも当然といった顔で、

「夏祭りデート大いに結構じゃねえか。むしろそいつを外すのは、青春を謳おう歌かするのが仕事であるべきあたしらにとって、あまりにもでっけえ損失だ。万ばん難なんを排して優先するべきイベントだと思うぜ？」

「ですよね！　そうですよね！」

　たちまち息を吹き返す秋子。

　鼻息荒あらく拳こぶしを振って、

「せっかくの夏休みにお兄ちゃんとデートできないなんて、そんな冒涜は許されるべきではないと、わたし最初から思ってました！　生徒会長も百回に一回ぐらいはまっとうな発言をするんですね！」

「僕は感心できないな」

　すかさず銀兵衛が反論する。

「仕事は仕事、プライベートはプライベートで分けて考えるべきだよ。変に混ぜようとすれば必ずどちらかに支障が出る。選択と集中はあらゆる戦略の基本であることを、君たちはもっと自覚すべきだ」

「てことはよぎんぎん。お前さんは姫ひめの小路こうじ秋あき人とと夏祭りデートができなくてもいいっていうのかい？」

「是ぜ非ひもないね。今回を逃したとしても機会はいくらでもある。それにここでわがままを通すよりも、冷静な判断を下した方が、秋人からの評価もよりいっそう上がるというものさ。ねえ秋人？」

「え。僕に振るの？」

「あ、あのっ！」

　そこでありさが割って入り、

「ありさは、今回に限っては、お仕事に集中するのがいいと思います！」

「むうっ!?
 　ありさちゃんまでそんなことを！」

「ほうほうそうきたか。鷹たかノの宮みやありさ、お前さんは姫小路秋人の婚こん約やく者しやだろう？　普通なら率先してデートに名乗りを上げるところじゃねえのかい？」

「もちろん本来であれば、ありさは誰よりも秋人にいさまとデートをしたいです。ですけどやっぱりお仕事は大切です。それにお仕事の約束は、もう何日も前に受けたことですから、そちらが優先になるのは当然だと思います」

「うむ、さすがはありさくんだ。その年齢でしっかりした見識を持っていることに心底から恐れ入るね。逆に秋あき子こくんと会長さんは、こんな小さな子に諭さとされて恥ずかしくはないのかい？」

「ふーんだ、そんなことは知ったことじゃありません。この世には男と女しかいなくて、男と女の関係がいちばん大切で、ましてや相手が愛するお兄ちゃんとなればなおさらなんです。わたしは誰が何と言おうとお兄ちゃんとのデートを優先します」

「そーだそーだ、いいこと言うじゃねえか姫小路秋子。人間にとっていちばん大事なのは性欲なんだ。姫小路秋人とヤれるかヤれないかの瀬せ戸と際ぎわに、仕事がどーのこーの言ってるやつは女として失格だぜ」

　……うーん。

　なんか場が混こん沌とんとしてきたような。

「あの、でも」

　重ねてありさが割って入る、

「今回のお仕事の話を最初に持ち込んだのは、会長ねえさまだと思います。なので、会長ねえさまはもっとお仕事のことをちゃんと考えるべきだと思います」

「まったくだね。どの口で言うのかという話さ」

「お前さんたち頭が固いねェ。優先順位ってもんは、もっとフレキシブルに判断していかねえと時代に取り残されちまうぜ？　状況ってやつは刻一刻と変わっていくもんなんだからよ」

「というか、わたしは別に性欲がいちばん大事とか思ってませんから。生徒会長と同じカテゴリーに入れられるのは不本意です」

「おいおいそりゃねえぜ。お前さんいつも言ってるじゃねえか、姫ひめの小路こうじ秋あき人とを押し倒したい的なことをよ。実の兄貴に対して欲情丸出しのやつが、『性欲なんてわたしありませんよテヘッ』みたいなこと言っても説得力がねえってもんだろ。なあぎんぎんよ、お前さんもそう思わねえかい？」

「なぜそこで僕に話を振るんだい？」

「いやだってお前さん、晴れて姫小路秋人に愛を告白した立場じゃねえか。だったらこれまで抑えに抑えてた性欲があふれ出てきても無理はねえ。実際問題、事あるごとに姫小路秋人とスキンシップを取りにいってるしよ」

「そうですよ銀ぎん兵べ衛えさんは卑怯ですよ。親友の立場を盾たてにして、お兄ちゃんと腕うでを組んだり肩を抱いたりして。わたしは実の妹という近しい関係にあるにもかかわらず、お兄ちゃんのぬくもりを感じられていないというのに」

「それは仕方のないことなんだよ。なにせ僕は長いあいだ自分の気持ちを内に秘めていたからね、いわゆる反動というやつが出てしまったんだ」

「そんなこと言ったらわたしだって反動はありますよ、六年間もお兄ちゃんと離ればなれだったんですから。なので、こういう時ぐらいはわたしとお兄ちゃんはデートしてもいいと思います。もちろんお兄ちゃんの貞てい操そうをいただくのもこのわたしです」

「いいや。その役は僕に任せてもらおうじゃないか」

「おいおいあたしを忘れてもらっちゃ困るぜ？　姫小路秋人の童貞はこのあたしのもんだ」

「いいえわたしが」

「いやいや僕が」

「ちょっとみなさん！」

　いよいよ論点がズレ始めたところで、ありさが憤ふん然ぜんと参戦する。

「えっちなのはいけないことだと思います！　そういう目で秋人にいさまを見るのは、よくないことです！」

「おっと、こりゃすまねえな鷹たかノの宮みやありさ。たしかにお前さんみたいな子供にはまだ刺激の強すぎる話題だった。許しておくんな」

「ありさ子供じゃありません！」

「いーや子供だね。姫ひめの小路こうじ秋あき人とに気があるのに性欲が湧わかない女なんざ、真性のレズか子供のどっちかしかいねえ。お前さんはレズじゃないだろう？　だったら子供で確定だ。子供は大人の話に口を挟んじゃいけねえよ」

「そんなことないです、ありさは大人です！」

「だったらお前さんも、えっちなことには興味があるお年頃だよな？」

「はいあります！　ありさだって、秋人にいさまとえっちなことがした──あっ!?
 　すいませんごめんなさい今のは忘れてくださいっ」

「ほうほう、そいつは失礼した。お前さんも立派に大人の階段を上り始めてるところだったんだねえ。よっしゃ物は相談だ。初心者のお前さんに、あたしがえっちなことの手ほどきをしてやっても──」

「ちょっと生徒会長！　どさくさに紛れてなに言ってるんですか！」

「やれやれ、会長さんの飽くなき性欲には恐れ入るよ。というか論点がいつの間にかズレてきてるよ君たちは」

　まったくその通り。

　いったい何の話をしてるんだ、という話である。

　いや、それにしても意外な紛ふん糾きゆうっぷりだなあ。団体行動を取る時の彼女たちって、ちゃんとチームワークを発はつ揮きして隊列を乱さない、っていうイメージがあるんだけど。今回に限ってはその長所は影を潜ひそめてしまってるらしい。まあ会長さんあたりはあえて引っかき回して楽しんでる気配もあるんだけど。

　ちなみに僕が現状なにをしているかといえば。

　ただ為なす術すべもなく、ひたすら弱りきって場の流れに身を任せているだけである。

　笑わば笑え、無能のそしりも甘んじて受けよう。だけどこんな状況で何をどうすれば状況を打開できるというのか？　他ならぬ僕自身が争点になっている議論で、僕がどんな口を挟んでもろくなことにはならない、と断言できる。出口を失った議論の勢いが、爆発的なエネルギーでもって僕を吹き飛ばす可能性も大いにある。

　はてさて。

　どうすればこの不毛な闘争に終止符を打つことができるのか──

「わたくし理解できないのだけど」

　なんて考えてた時のご登場だった。

　他でもない、ひたすらヨガ的ストレッチに時間を費やしていた那な須す原はらさんである。

「今の状況でいったい何を揉もめているのかしら。聞くともなしに話を聞いてる限りでは、選択肢はひとつしかないというのに」

「……だったら聞こうじゃありませんか」

　むすっとした顔で秋あき子こが応対する。

「蚊か帳やの外にいたくせに急にそんな態度を取るからには、よっぽど答えに自信があるんですよね？　さあどうぞ。拝はい聴ちようさせていただきます」

「ふ。殊しゆ勝しような態度ね」

　とぐろを巻いてるヘビみたいなポーズを解といて（ていうかすごいポーズだ……ひょっとしてヨガの上級者？）、那な須す原はらさんは僕らを見回し、

「代わりばんこにデートすればいいわ」

「……代わりばんこ？」

「あっきーと夏祭りデートするにあたっては、一度に何人も露店を離れては仕事にならないし、かといって誰かひとりだけあっきーとデートできる人間を選んだとしても、不平等感から揉もめ事ごとになるのは必定。であれば機会を均等にしつつ、ローテーション方式でデートに出かけるしかないわ。どのタイミングで仕事を抜けるかについては、くじ引きで決めたとしても揉めないでしょう」

「…………
 」

　不意を突かれた顔をする秋子。

　それから首を右に傾かたむけ、左に傾け、俯うつむいては天を仰あおぎ、しばし唸うなった後。

「まあ……たしかに？　そんな気も？　しなくも？」

　認めるしかない秋子だった。

　ありさも銀ぎん兵べ衛えも『そりゃそうだ』という顔で納得＆恥じ入った様子。

　会長さんだけは『知ってた』という顔で口笛を吹くふり。

「だがしかしだね那須原くん」

　納得はしつつも銀兵衛が異を唱える。

「それでもやはり、戦力的に大幅なダウンを強いられるのは避けられないだろう。なにせ秋あき人とに加えてもうひとり現場から抜けることになる。六人いるメンバーのうちの二人、つまりは三分の一。軍隊であれば全滅あつかいの数字だよ。もちろん軍隊の運営と露店の経営には雲うん泥でいの差があるだろうけど、それでも手痛い打撃になるのは確実だ。その点はいま少し考こう慮りよしてもいいのではないかな？」

「ええそうね、ぎんぎんの言うことには一理あるわ」

　うなずいて、

「だけどだからといってわたくしの案に見るべき点がないかといえば、そういうことにはならないはずよ。そもそもぎんぎんだって本音のところでいえば、あっきーと夏祭りデートがしたいのでしょう？」

「当然だね。だけど仕事とプライベートは分けて考えるべきだ」

「わたくしは必ずしもそうは思わないわ。むしろ仕事とプライベートがバッティングしても、それでもなお両立させてみせるのが一流というものでしょう。人手が減るからといってあっさり諦めるのは、聖リリアナ学園生徒会の役員としても、ひとりの女としても、少しばかりせっかちな判断よ。『だったら足りない人手の分も誰かが働いてカバーする』ぐらいの気き概がいは持っていてしかるべきではないかしら。……そうではなくて？　生徒会長」

「おうともよ」

　水を向けられた会長さんは大いにうなずいて、

「いいこと言うじゃねえか副会長。それでこそまさに生徒会魂だましいってもんだ。前向きな発想と創意工夫こそが、あたしらのあるべき姿であり、心意気ってもんよ。まあ完璧を求めるぎんぎんの言い分も理解はできるがよ」

「むう」

　諭さとされてくちびるを尖とがらせる銀ぎん兵べ衛え。

　この様子はあれだな、納得はしてないけど一理あるのを認めざるを得ない、という感じだな。たぶんその気になればどうとでも反論できるんだろうけど、この場での彼女は一歩引く選択をしたみたいだ。

　それにしても那な須す原はらさん。冷静な正論である。

　紛ふん糾きゆうした議論をあえて外側から眺ながめることで検分し、適切なタイミングを計って一石を投じた──ようにも見えるよね。意外と言っちゃ失礼だけど、こんな側面も持ってるんだな彼女は。

「それに安心して頂戴」

　なんて感心してたら。

　さらにこんなことまで言い出した。

「希望者全員があっきーとのデートに行けて、なおかつ露店も大いに繁はん盛じようする。そんな起き死し回かい生せいのアイデアを考えてあるわ」

「なんだって？　本当かい那須原くん」

「ふ。わたくしを誰だと思っているの。解決策もなしに発言したりしないわ」

　胸を張る那須原さんに感心する一同。

　なんとまあ。まさかそんな奥の手まで用意してるとは。ヨガのポーズを取ってるあいだにそこまで考えてるなんて思いもしなかった。

「大したものだね。脱だつ帽ぼうするよ」

　銀ぎん兵べ衛えは今にも拍はく手しゆせんばかりの勢いで、

「僕らが言い争っている間にそれだけ前向きな検討を進めていたとは恐れ入った。我が身を振り返って恥じ入るしかないね」

「ふ。それほどでもないわ」

「失礼ながら君は何を考えているのかいまいち分からない人だったし、今日もひとりでヨガなどやって我関せずだったし、相変わらずマイペースだなとか思っていたのだけど。これは考えを改めざるを得ないよ」

「ふ。これを機にわたくしを大いに見直して頂戴」

「それで？　いったいどんな妙案を考えついたんだい？　他に手を借りるアテでもあるとか？」

「いいえ。そのような単純で物理的な手段は採らないわ。わたくしのアイデアはもっとスマートかつエレガントなものよ」

「ほうほう。それは実に興味深いね」

「要するに、顧こき客やくに対して支払う金額以上のサービスを提供し、満足させればいい話。そうすれば少しばかり人手が足りなくて営業がもたついても、クレームは来ないはずよね」

「うむ、まったくもって正しい」

「むしろただ単に『しらはま』の分店を出して、本家と同じサービスを提供しても興きようざめというもの。本家にはない付加価値をつけて出店してこそ、分店は成功したと言えるでしょうし、分店を気に入ったリピーターを本家に呼び込むきっかけになるに違いないわ」

「説かれれば説かれるほど納得だ。いや、まったくもって素敵な説だね。むしろこれまでどうして気づかなかったのか不思議なくらいだよ」

「ふ。まだまだ修行が足りないわねぎんぎん」

「肝きもに銘めいじよう。……それで？　具体的に何をどうするつもりなんだい？」

「いいでしょう」

　コホンと咳せき払ばらいして、

「今からわたくしの案を開陳するから、心して聞いて頂戴。耳の穴をかっぽじって、一字一句たりとも聞き逃してはだめよ。あたかも預言者の言葉を聞くかのようにね」

　銀兵衛も秋あき子こもありさも会長さんも。

　そしてもちろん僕も。

　言われたとおりに集中して、那な須す原はらさんに注目する。

「あっきーとのデートによって『しらはま』分店のスタッフが欠けたとしても、より高度で顧こき客やくに喜ばれるサービスを提供する方法。それは──」

　それは？





「わたくしとあっきーの結成する漫まん才ざいコンビ、『アナとあっきー』の記念すべきデビューの舞台を、夏祭りの露店にて用意することよ」





　……。

　…………
 。

　………………
 。

「ふふ、その光景が目に浮かぶようだわ」

　沈ちん黙もくが支配する中、那な須す原はらさんは瞳をきらきら輝かせながら、

「わたくしとあっきーがとっておきのネタを披ひ露ろうし、お客のお腹なかが腸ちよう捻ねん転てんを起こすぐらいの大爆笑を巻き起こす光景が。そうして出世のきっかけを得たわたくしとあっきーは、伝説に残る漫才コンビとして歴史に名を刻むことにな」

「あーそうだ！　いいアイデアを思いついたぜ！」

　セリフの途中で強引に割り込む会長さん。

「あたしら全員、浴衣を着て接客するってのはどうよ？　スタッフ全員がきれいどころで、なおかつ風流な浴衣で接客するとなりゃあ、これで客つきが悪いわけがねえ。どうだい？　悪かねえだろ？」

「なるほどいいですね！」

　すかさず乗っかる僕。

「言っちゃ何ですが、夏祭りの出店にはもったいないくらいのサービスですよ！　それだけのサービスがあるからには、ちょっとばかりスタッフの手が足りなくても許される気がしますね！」

「うむ、僕も賛さん成せいだよ！」

　さらには銀ぎん兵べ衛えも加わって、

「公衆の面前で浴衣姿をさらすのはいささか抵抗があるけれど、プロジェクトのためとあらば仕方ない。なんなら地元のマスコミに話をつけて、いろんな方面に情報をリークするのもいい。その際は僕が一肌はだ脱ごうじゃないか。このあたりの新聞社にはいささかのコネがあるからね」

「わたしも一票入れましょう！」

　さらには秋あき子こまでもが手を挙あげて、

「呉ご服ふく屋やさんに知り合いがいるので、ちょっとお願いしてすぐに浴衣を見み繕つくろってもらいます！　いわゆる勝負服になるわけですからね、ちゃんといい浴衣を用意して、どこに出ても恥ずかしくない晴れ着を着付けようじゃありませんか！」

「あっ、いいことを思いつきました！」

　最後にはありさまでもが、

「秋あき人とにいさまと代わりばんこでデートする時に、ついでにビラ配りなんかをしてはどうでしょう！　浴衣姿で働くということは、浴衣姿でデートにも出かけることになるはずですし、だったらついでに出店のプロモーションをしてしまうのがいいと思います！　いわゆる歩く広告塔、というやつです！」

「よっしゃ決まりだ！」

　パンッ、と手を叩たたき、会長さんが一同を見回して、

「これで出店の繁はん盛じようは間違いなしだし、あたしらのプライベートもよりいっそう盛り上がるってもんよ。さあいよいよ楽しくなってきやがった、当日本番までの準備、みんな張り切って頑張っていこうや！」






　　　　＊







　というわけで、そういうことになった。

　しかしあれだ、やさしいよねみんな。那な須す原はらさんが突とつ拍ぴよう子しもないことを言い出してどうなることかと思ったけど、会長さんが真っ先にフォローして、僕を始めとする仲間たちが一斉に追つい随ずいするという……なんかそこまでの流れがだんだんお約束になってる感まであるというか。

　まあね、あのまま続けたらスベり確定だもんね。傷口が広がらないようにする気遣いは、仲間として当然のことではある。しかも瓢ひよう箪たんから駒こまじゃないけど、紛ふん糾きゆうしていた場が一瞬でまとまって、なおかつ建設的で前向きな展開まで導き出されてしまった。結果だけ見ればほとんどパーフェクトで、そしてこれまた結果だけ見れば、すべては那須原さんの斜め上発言から導き出されているわけで。

　……。

　…………
 。

　………………
 。

　いや、まさかねえ？　──という気持ちを込めて、那須原さんの顔を盗ぬすみ見た。

　金髪の副会長は相変わらずの鉄てつ面めん皮ぴで、素知らぬ様子で、ふたたびヨガのポーズなんかを取ったりしてるけど。ひょっとしてぜんぶ計算ずくでやってる──ってことはないか、さすがに。当人に真意を尋たずねたとしても、たぶんまた斜め上な発言をして煙に巻かれるのがオチだろうしね。

　あと、僕がみんなとデートするのも確定の流れになってしまったけど……これは別にいいか。出店を繁はん盛じようさせ、那な須す原はらさんの傷口を抑える対価としては安いもんだし。ほんとはタスクを増やしてる余裕なんてなくて、僕はいまだに原稿の締め切りを引っ張ってて、近ごろじゃ神じん野のさんの顔色が青くなってきてるけど、そこはもう目をつむるしかない、ということで勘かん弁べんしてもらおうかな、うん。





八月十三日









　そんなわけで夏祭りの当日がやってきた。

　時刻は朝の九時。

　僕らは早々に現地へと出向き、出店の設営に追われている。





「お兄ちゃんお兄ちゃん。椅い子すの数ってこれだけでしたっけ？　最初にもらってたデータよりもお店の敷しき地ち面積が広いみたいで、工夫すればもうちょっと客席が増やせそうな感じなんですけど」

「うーん、持ち込んだ椅子はこれで全部だけど。たぶんどっかで調達はできるんじゃないかな？　オーナーご夫ふ妻さいに連絡してみよう」

「秋あき人と、秋人。お店で出す焼き鳥の試作品を作ってみたけど、どうかな？　ちょっと味見してみてほしい」

「了解了解。……うん、ばっちりだと思うよ。誰が作ってもこの火加減が出せるように、焼き方をメモっておいて。炭火の量を調整するやり方も忘れずに」

「おーい姫ひめの小路こうじ秋あき人と。ガムテープとハサミはどこにいった？」

「あ、いまこっちで使ってます。終わったらそっちに回しますから」

「秋人にいさま。ジュースとかお酒を冷やす氷がちょっと足りないみたいです。どこかで頂いてきた方がいいでしょうか？」

「あーだいじょうぶ、さっき手配してきたから。あと三十分ぐらいで配達してくれるらしいんで、届いたらぜんぶアイスボックスに入れちゃって」





　てんてこ舞い、という表現が実にしっくり来る。

　できるだけシミュレーションはしてきたつもりだけど、いざ実際にやってみるといろんな問題が湧わいて出ること出ること。けっこうでかいスペースを確保していることもあって、そしてスペースがでかいほど問題の数が増えるのは自じ明めいの理であって、とにかくひたすらそれらを対処してはまた次の問題が湧いて出る、というパターンの繰り返し。

　いやー。

　実に忙しい。

　まったくもって忙しい。

　ていうか、何で僕が仕切り役みたいなことをやってるんだろ？

　普通はこういうのって会長さんの役割なんじゃない？　だって生徒会長でしょ？　先頭に立ってみんなをまとめていくのが仕事じゃないの？

『いやいや。そうじゃねえんだよ』

　だけど会長さんはしたり顔で諭さとしてきたものである。

『上に立つ人間ってのはな、適材を適所に配置する能力さえあればどうとでもなるもんなんだ。でもってあたしはよ、この場を仕切る適性はお前さんにこそあると踏ふんでる』

『……その根拠は？』

『だってお前さん、元もと寮りよう長ちようじゃねえか。この手の仕事はむしろあたしよりぜんぜん経験値は高いと思うぜ』

『そりゃあそうかもしれませんけど……』

『それにな、ウチのきれいどころ連中も、あたしから指示を出されるよりお前さんに使われる方が喜ぶってもんだ。なんせあいつらみんなお前さんにホの字だしよ。あ、もちろんあたしもその中に含まれてるぜ？』

『あ、はい、どうも。恐縮です、はい』

『ついでに言うと、この際だからお前さんを鍛えたい、ってのもある。夏休みが終われば文化祭も控ひかえてるわけだしな、この手の実務能力を身につけてもらいたいわけよ。なんせ今のお前さんの役職は生徒会書記代理──ええとなんだっけ？』

『生徒会書記代理副補佐です』

『そうそれだ。あたしが便べん宜ぎ的に作った肩書きを、いまお前さんは背負ってるわけだけどよ。いずれもっとでかい重責を任せたいと思ってるんだわ。今回の差配はそのための前振りってわけだ──そういうわけだから気合入れてやってくれよ？　成功するしないはすべてお前さんに掛かってるからな！』

　……とかなんとか。

　盛大に責任を押しつけられてしまった。

　正直なところ、ちょっと重い役割ではある。ただでさえいろいろ切せつ羽ぱ詰つまってる時期で、夏祭りの参加自体も本当なら遠えん慮りよしたいところに、こういうポジションに立たされるのはなんとも厳しい。

　まあそう言いつつも、どうにかこうにか重責をこなしてはいるんだけどね。僕が断り下手なのか、それとも会長さんが頼み上手なのか……あるいは本当に僕に適性があって、会長さんがそれを見抜いているのか。

　なんにせよ僕ら愉快な仲間たちは、どうにかこうにか慣れない作業をこなしつつ、開店の準備をまずまず順調に進めているのだった。約一名をのぞいて。

「つつがなく進行しているようね、あっきー」

　いそがしく右う往おう左さ往おうする僕の背中にかけられる、クールで平淡な声。

　他でもない。我らが生徒会副会長のものである。

「数十年にわたって数多くのプロジェクトを成功させてきた那な須す原はら重工、その次期後こう継けい者しやと目されているわたくしの目から見ても、なかなかの仕切りっぷりよ。ぜひとも今の調子を維持して頂戴」

「……はあ、どうも」

　それって別に君が遂すい行こうしたプロジェクトでもなければ、その成功を君が間近で見守ってきたわけですらないよね、とは言わず、

「ところでさっきから何をしてるの？　那須原さん」

「何をしてるの、とはずいぶんな言いぐさね。そう問われればわたくしとしてはこう答えるしかないわ。『見ればわかるでしょう？』と」

「いや、確かに見ればわかるんだけどさ」

　彼女がいま何をしてるのか、といえば。これはもう一目瞭りよう然ぜんだ。

　重力と骨格に逆らう形に手足を絡ませ、複雑骨折したタコみたいなポーズをとる──いわゆるヨガの体勢に、那須原さんは入っている。

　みんながあくせく働いてる中、設営中のテントの下で。

「何をしてるのか、ってのはつまり」

　現状を再確認してから那な須す原はらさんに向き直って、

「つまりなんでいま？　ここでヨガ？　っていうのを訊きいてるんだけど」

「ふ。そこまで訊いてくるのであれば仕方ないわね」

「いや強いては訊いてないんだけどね。むしろできればスルーしておきたくて黙だまってたんだけどね」

「ふふ、そう強がらなくてもいいのよ。人間素直になるのがいちばんだわ」

「僕の知る限り、君という人間ほどその言葉をそっくりそのまま返したいヤツはいないと思います」

「ごくシンプルな理由なのよ」

　スルーして、

「わたくしがなぜここでヨガをやっているのか。当ててご覧なさい、あっきー」

「いや僕いそがしいんで。遠えん慮りよしときます」

「わたくしの言うことを聞いてくれないのかしら」

「今回はね、タイミングが悪いからね」
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「当ててくれないとひどいことになるわよ」

「ってまさかの脅きよう迫はく!?
 　クールな顔しておいてとんでもないキレキャラだよ！」

「わたくしを怒らせた報むくいよ。やむを得ない処置だわ」

「くそう、これだから最近の若者は……ちなみにひどいことって、具体的にはどんなことになるわけ？」

「知れたこと。名めい誉よもプライドも捨てて頼み込むわ。土下座してどうか理由を当ててくださいお願いしますと」

「ひどいことになるのは君の方かい！」

　その発想はなかった。

「額をこすりつけて哀願もするわ。『姫ひめの小路こうじ秋あき人とさまどうかお慈じ悲ひをくださいませ、その代わりにどんなことでもいたしますから、なんならわたくしの身体と全財産をさしあげますから』とこの上ない低姿勢に出るわ」

「なにもそこまで……！」

「さらには全裸になって全身を荒縄で縛りつけた上に、あっきーのことをご主人様と呼ぶことにするわ」

「なんかもう別のジャンルだよねそれ!?
 」

　頼み込むのとは関係なくなってきてるよ！　明らかにプレイの一種だよ！

　というか、である。

　そんな低姿勢に出られたら出られたで、逆に僕のイメージが悪くなっちゃうよね？　周りからは僕がそうさせてるように見えるだろうし。そして那な須す原はらさんの性格からして、万に一つぐらいはそういう無む茶ちやもやってしまいかねないというか。

　むむう、いつの間にか心理的にこっちが不利な状況に……！　あたかも自爆テロにも似た、これが那須原さん流の交渉術というものか！

「ふふ。勝負は決したようね」

　那須原さんはニヒルにくちびるをつり上げて、

「さあ、あっきー、大人しく敗北を認めなさい。そしてわたくしがここでヨガをやっている理由を──」

「あ、すいません那須原さん」

　と、そこでテーブルを抱えた秋あき子こが、

「そこちょっとどいてもらえますか。追加のテーブルを置きたいので」

「…………
 」

　せっつかれた那須原さんはヨガのポーズを解とき、大人しく隅っこの方に移動。

　手早くテーブルを並べ終えた秋あき子こは、すぐに次の仕事に向かう。

　その後ろ姿を那な須す原はらさんは無言で見送り、またヨガのポーズをとってから、

「さあ、あっきー、大人しく敗北を認めなさい。そしてわたくしがここでヨガをやっている理由を当ててみせることね」

「……めげないなあ」

　普通ならもうちょっと心が折れてもよさそうなものだと思う。仲間たちが忙しく働いてる中、自分だけが役に立てず蚊か帳やの外に置かれる状況に立たされたら。

　そう。

　お察しのとおり、さっき言った『約一名』は那須原さんである。先天的な疾しつ患かんとしか思えないほど家事の類が苦手な彼女だけは、この忙しい中でもひとりだけ、開店の準備のために何も働いていない。

　というか働いてもらっては困る、というのが偽いつわらざる本音だ。なんせ彼女が準備を手伝うと必ず何かしらトラブルを引き起こし、そのたびに作業が止まるからである。

　結果、彼女は窓際族状態になる→ヒマに飽かせてよくわからん行動に出る、というコンボが成立。

　そして下手にお小言でも言おうものならいよいよ時間を取られるため、基本的にはやりたいようにやらせているという──なんというかすっかり鬼っ子あつかいになってしまってる那須原さんなのだった。

　うーむ。

　こんなことならもっと真剣に家事を教え込んでおくべきだったよ。昔そういう約束をして、けっきょくほとんど果たせずじまいだったからなあ……。

「さあ、あっきー。あまり人を待たせるものではないわ」

　ヨガ体勢のまま、那須原さんが急せかしてくる。

　この場の仕切り役になってる僕は、ほぼ自動的に『那須原さん係』にも就任してるわけで、こうなったらしょうがない、気が済むまで付き合うしかないか。

「えーと。君がこんな時にこんな場所で、空気も読まずヨガをやっている理由を言い当てればいいんだよね？」

「何やら悪意を感じる表現だわ」

「いやいや気のせいだよ。……そうねえ理由かあ。マイブームだから、とか？」

「ハズレね。わたくしは幼少のころからヨガを嗜たしなんでいるわ」

「確かに昨日今日始めた感じじゃないけど、まさかそんな設定まで持ってたとは恐れ入ったよ。前から思ってたけどほんと芸の幅が広いな君は」

「ふふ。もっと褒めてくれていいのよ」

「ええとじゃあ……僕らに恨うらみがあるとか？」

「失礼ね、あなたたちに恨みなどないわ。たとえあったとしても、こんな迂う遠えんな形で恨みを晴らしたりはしないわ」

「そっかー。これもハズレかー。僕らを恨んでもいない限り、こんな形で僕らを邪魔する理由が思いつかないんだけど……」

「トゲのある発言ね」

「いやいや。気のせいデスヨ」

「誤解してもらっては困るのだけど、わたくしはこう見えてちゃんと貢こう献けんしているのよ。今回のプロジェクトのために」

「……とてもそうは見えないんだけど？」

「それはあなたの目が節穴だからよ。さあヒントは与えたわ、しっかり当てて頂戴ね」

「うーむ……」

　そう言われてもまったく思いつかない。

　というか僕的には、ぜったいに大した理由はないと確信してるんだけどなあ。この人って割と行き当たりばったりの言動が多いし。

「ふふ。どうやらギブアップのようね」

　ニヒルにくちびるの端はしをつり上げてみせながら、

「さんざん時間を与え、ヒントまで与えたにもかかわらず正解を導き出せないなんて。姫ひめの小路こうじ秋あき人とも落ちぶれたものだわ。世間で言うところの悔くやしいのう、悔しいのう、という状態なのでしょうね」

「いやー。悔しさは湧わいてこないけどね。一滴もね」

「まったくもって、身から出たサビとはよく言ったものよ」

「うん、それについては同意する」

　那な須す原はらさんがもうちょっと普通の人だったらいいのに、って割とよく思うよ僕は。そうすれば周りの人間はもっと苦労が少なくて済むのに──彼女だってスペックの高さでいったら他のメンバーに勝まさるとも劣おとらないんだし。

「何か勘違いしているようだけど」

　と思ったら、那須原さんは別のヨガのポーズを取りつつ、

「サビを出したのはわたくしじゃなくてあなたの方よ？　あっきー」

「え？　僕？」

「だってそうでしょう。あなたがわたくしにちゃんと家事を仕込んでさえいればこんなことにはならなかったのだから」

「思いっきり責任転てん嫁かされてる気がするけど、それについては確かにそう思わなくもないかな……」

「あっきーがわたくしに家事を仕込んでさえいれば、わたくしはこのタイミングで意味もなくヨガをすることもなかったし、肩身の狭い思いをすることもなかったのよ」

「まあその点については反省すべき点があるけど──って、『意味もなく』とか言っちゃってるしこの人！」

　やっぱ行き当たりばったりじゃんか！

　あと肩身の狭い自覚があったことにちょっと僕はおどろかされた！　だったらそういうキャラをやめればいいじゃないですか的な！

「そういうわけにはいかないわ。ダメだとわかっていてもやらねばならない時があるのよ、女という生き物には」

「いつからそんな生き物になったんですか女ってやつは」

「さて。わたくしに家事を仕込み忘れたあなたには、それ相応の罰が必要よね」

「くそう、ぜったい僕が悪いわけじゃないと断言できるけど、負い目がないわけじゃないところが恨うらめしい……！　ええいわかったよ、僕にできる償つぐないならさせてもらうから言ってみてよ。できる範囲でだけどさ」

「そうね……いいわ、じゃあ死刑で許してあげましょう」

「許してないよねどう考えてもそれ!?
 　あと『できる範囲』じゃないからねそれ！」

「仕方ないわね。じゃあ宮きゆう刑けいで手を打ちましょう」

「男の大事なモノをちょん切っちゃう刑罰きたこれ!?
 　それはもう男にとっては死ねって言ってるのと同じだよ！　僕はぜったいに自分の男を捨てたりしないぞ！」

「文句の多い男ね。ではわたくしとキスをする、ということで勘かん弁べんしてあげるわ」

「これまた突とつ拍ぴよう子しもないのがきたね！　ていうかそれを刑罰と同列にあつかっちゃっていいわけ!?
 」

「ああ言えばこう言うとはまさにこのことだわ。では一体どうすればあなたは──」

「あ、すいません那な須す原はらさん。ちょっとそこどいてもらっていいですか？　食材を置いておくスペースがここしかなくて」

「…………
 」

　発泡スチロールのケースを抱えてきた秋あき子こに促うながされ、すごすごとその場を退去する那須原さん。

　秋子は「はい、どうもです」と礼を言ってケースを置き、それ以上は特に何も言わずにまた仕事に戻り、那な須す原はらさんは無言でその後ろ姿を見送ってから、

「──では一体どうすればあなたは、大人しく罰を受けるというのかしら。その点についてじっくり話し合う必要がありそうね」

「……ホントめげないなあ」

　呆あきれを通り越して感心してしまう。僕だったらこんなあつかいを受けた日には、とてもじゃないけどこの場に居られないよ。ある意味これぞ那須原アナスタシアの真しん骨こつ頂ちよう、ということになるのだろうか──それとも何か彼女なりに考えがあるのかな？　これまでの一連の言動に。

　ともあれこんな調子で。

　紆う余よ曲きよく折せつありつつもどうにか『しらはま』分店の開店準備が整い、いよいよ夏祭り本番である。





八月十三日（秋あき子この場合）









　地元密着型の夏祭りのたいていがそうであるように、Ｓ県Ｎ市に所在する音おと羽わ山やま神社の夏祭りもまた、いつ何時から始まるという明確な決まりはない。

　決まりはないのだけど、時刻は正午０時。

　神社の参道を行き交う人々の数が目に見えて増え始め、周囲の空気が次第に活気を帯びてきた。浴衣姿や法被はつぴ姿の人影がちらほら視界に入るようになったし、どこからか雅が楽がくっぽい音（篳ひち篥りきとか鉦しよう鼓こを鳴らしてるのかな？　よく分からないけど）なんかもうっすら流れてきている。

「いよいよ、って感じだねェ」

　設営が完了した露店の前で仁に王おう立だちになり、会長さんが上機嫌にひとりごちた。

　瞳を閉じ、心持ちあご先を上に向け、両手を腰こしに当てている姿は、あたかも天上の声に耳を傾かたむけんとする預言者のようでもあり、一杯のワインを全身で味わおうとするソムリエのようでもある。

「たまんねえなあこの空気はよお。何かが始まらずにはいられねえ、溜ために溜められたエネルギーが爆発寸前で火を止められちまった、みてえな──」

　同感だ。

　普段はあんまり会長さんの言動にうなずくことの少ない僕だけど、今回ばかりは握手してもいいくらい納得である。

　いやあ。

　祭りだねえ。

　夏だねえ。

　視界に入る誰も彼もが浮き足立ち、そわそわしているこの気配。遠足の前日にも似た空気のざわつき。

　いいねえ。いいねえ。

　童どう心しんってやつをここまでくすぐる風物も、他にそうはないだろう──って、僕はまだ十六歳の高校生なんだけどさ。

「祭りの雰囲気に浸ひたるのもいいけどよ、お前さん」

　とか思ってたら、会長さんが茶ちや化かすように、

「いちばんおいしいところを味わうのを忘れちゃいないかい？　せっかく着飾ってるきれいどころたちをスルーしたら、バチが当たるってもんだ」

「忘れちゃいませんよもちろん」

　僕は大いにうなずき、

「今日はみんなひと味違う格好ですからね。これだけの美人さんたちが全力で気合入れてくれてるんですから、嫌でもテンション上がるってもんです」

　そう。

　かねての予定どおり、今日は全員が浴衣姿である。

　秋あき子こも那な須す原はらさんも銀ぎん兵べ衛えも会長さんもありさも。

　それぞれ色とりどりの浴衣を厳選し、髪結いや帯にもこだわり抜き、見事なコーディネイトで場を華やかにしてくれているのだ。

「いや、それにしてもいいもんですねえ」

　僕はヘッドバンギング一歩手前ぐらいの勢いでさらにうなずきながら、

「みんなほんとに可愛かわいいし、浴衣のチョイスもすっごいぴったりだし。なんというかこう、色気がありますよねえ。もとから最高によかったものが、さらに大人びて、文句の付けようがない味付けになった的な。いやあ素晴らしい。眼がん福ぷくってのはまさにこのことですよ」

「かかか。今日は口が滑なめらかじゃねえか」

　いよいよ上機嫌な会長さん。

「朴ぼく念ねん仁じんの典型たるお前さんがここまでおべんちゃらを使うたあ、これまた珍めずらしいこともあったもんだ。これぞ夏祭りの魔力ってやつだぜ。普段は草食すぎる無害なヒツジを、大食らいのエロオオカミに変えちまうことも、ひょっとするとあるかもしれねえなあ」

「いやないですけどね。エロオオカミにはどうあっても変わりませんからね。あとおべんちゃらも使ってません。百パーセント本音です」

「かっかっか！　重ちよう畳じよう、重畳！」

　会長さんはばっしばっしと僕の肩を叩たたき、

「姫ひめの小路こうじ秋あき人とも今日ばかりはひと味ちがうようだし、なかなか楽しくなりそうだぜ。──よっしゃ、そんじゃぼちぼち店開きするか！　こういうことはスタートダッシュが肝かん心じんだからな、周りの露店がまだ様子見してるうちに出し抜いて、ごっそり客足を分捕ってやろうぜ！」






　　　　＊







　さて。

　それでは僕らの露店を取り巻く状況を紹介しよう。

　音おと羽わ山やま神社は地方の鎮ちん守じゆといえど、由ゆい緒しよはそれなり以上に正しく、敷しき地ちも山を一個ぶん使いきる程度には広い。そしてこの手の祭りのオーソドックスなパターンどおり、参道の左右に所狭しと様々な露店が並び、それに負けないくらいの利用客が押し寄せては賑にぎわいを見せることになる。

　僕らは参道の南端──神社の本ほん殿でんからもっとも離れた位置に店を構えた。

　ぶっちゃけた話、立地はよくない。この手の露店においては、本殿に近いほど客足が豊かになるのが常識であり、遠いところに出店せざるを得ないのはそれだけでも大きなハンデになってしまう。おまけに僕らの周囲はまばらにしか露店のない、いわば過か疎そ地帯である上、参道から離れたところにある駐車場の一角に場所を与えられてしまった、という条件の悪さがある。

　まあこの点はやむを得ないところだ。もとより『しらはま』の分店を出すことは急に決まったことであり、場所を取れただけでもラッキーなのである。むしろ赤字さえ出なければ御おんの字じ、というのが妥だ当とうなところだろう。

　が、そこは我らが愉快な仲間たち。

『普通』とは程遠い彼女たちの能力をもってすれば、片田舎の夏祭りで露店の経営を軌き道どうに乗せるなんてのは、むしろ簡単なミッションだったのかもしれない──と後になってみれば思うのだ。

　結論から言えば、露店のスタートダッシュは大成功。

　開店から三十分もするころには、『しらはま』本店の今夏の順調っぷりに負けず劣おとらずの客足を示し、客寄せと賑にぎやかし役の那な須す原はらさんに接客を頼まねばならないほどの大混雑となった。

　勝因の第一はやはり、第一級かつ色とりどりのきれいどころが、浴衣姿で接客をしていること。

　第二には、メインのメニューを焼き鳥にしぼり、店の回転率を上げたこと。

　第三には、脂のしたたる鶏とり肉にくなどを焼きまくって香ばしい煙を大量に上げ、顧こき客やくの食欲を刺激したこと。

　そして第四に、他の露店にはめずらしい炭火焼きを採用し、専門店にも負けない味を実現したこと──が挙あげられるだろうか。

　とはいえ焼き鳥なんてのは、お祭りならではのメニューというほどじゃないし、ちょっとばかり訴求力に欠けるんじゃないか、という危惧もあったのだけど。どうやらプラスの面が強く出てくれたみたいだ。

　そんなこんなで、息をするのも忘れるほど働いた午後二時。

　客足がちょっとだけ一段落したのを見計らい、手早く手て羽ば先さきの串くしをひっくり返していた会長さんがこちらを振り返って、

「おーい姫ひめの小路こうじ秋あき人と！」

「はーい！　なんでしょ!?
 」

「ぼちぼち行ってきな第一弾！　あとのことは任しとけ！」

「りょうかいでーす！」

「待ってました！」

　僕が返事をするのと同時、歓かん喜きに満ちた声。

　浴衣の袖そでをひるがえして駆かけ寄ってきたのは、何事かお客さんと会話してる途中だった妹の秋あき子こである。

「こら秋子。接客の途中だったろ？」

「だいじょうぶです！　あうんの呼吸で仕事をありさちゃんに押しつけてきましたから！」

　見れば、無む理り矢や理りバトンを渡された形のありさがあたふたしつつ、半泣きになりつつ、どうにかお客さんとコミュニケーションを取っている。……やれやれ、あれのどこがあうんの呼吸なんだ？

「いえいえ問題ないですよ」

　秋あき子こはにっこにこ笑顔で、さりげなくすり寄ってきながら、

「ありさちゃんはああ見えて案外しっかりしてますから。あたふたしてますけど、最後には結局なんとかしちゃうんですよね」

「まあ確かに。あの子にはそういうところあるけど」

　事実、何を話していたものかひたすら頭を下げていたありさだけど。最終的にはちゃんと解決したらしく、お客さんは上機嫌な様子で帰っていった。

　打たれまくってグロッキー状態に見えるボクサーが、逆に相手を打ち疲れさせて最後には判定勝ち──的な。たとえて言うなら竹とか柳やなぎみたいなところがあるんだよね、ありさには。たぶん無自覚なんだろうけど。

「というわけでさっそく出発しましょう！　本来なら愛し合う兄妹同士、何時間でも望むままに与えられてしかるべき時間が、諸事情により雀すずめの涙ほどしかないんですからね！　一分一秒を大切に使わないと！」

「こらこら。袖そでを引っ張らない」

　苦笑いしつつ、駆かけ足気味になる妹のあとを追いかける。

　そう。

　仕事を中座して外出する理由は他でもない。

　休憩を兼ねた夏祭りデート第一弾。妹編の始まりだ。

「うわーい！　きゃっほーい！」

　人の間を縫ぬい、出店の間をすり抜け、鳥とり居いをくぐり、参道をひた駆ける秋子。

　あいつめ、なかなかに機き敏びんな動きだぜ……浴衣に下げ駄たというハンデをまったく感じさせないな。こりゃあついていくだけも一苦労だ。

「上機嫌だね秋子」

「もちろんですとも！　わたしはこの上なく機嫌がいいです！」

「そっか。楽しそうだね」

「言うまでもありません！　わたしはとっても楽しいですよ！」

「そっか、それはよかった。……ところでさ」

「なんでしょう!?
 」

「これって一体どこに向かってるわけ？　さっきから見覚えのある景色が何度も目に入るんだけど」

「いえ、特にどこにも向かっていません！　とりあえずは喜びに任せて走り回ってるだけです！」

「……雪が降った時の犬かお前は」

　つっこみを入れ、ちょっと落ち着かせる僕だった。

　ペットの大型犬にリードを引き回される飼かい主ぬしの気持ちが、わかった気がするよ。かわいいし微笑ほほえましいけど、ずっと付き合うのは無理だ……。

「えへへ、すいません。では一息いれましょう」

　秋あき子こはぺろりと舌を出し、ようやくスローダウンしてくれた。

　時刻は午後二時を半分ほど過ぎたところ。参道を行き交う客足が目に見えて増え始め、早くも酒の入った法被はつぴ姿のおじさんが、ややおぼつかない足取りで右から左へ流れていくのが視界に入る。

　東からは砂さ糖とうの溶ける芳ほう香こう。

　西からは氷を削けずる涼やかな音。

　いやあ何度も言うけど。

　いいねえ、いいねえ。これぞお祭りって感じで、どこまででもテンションがうなぎ登りになっていく感じだよ。

「さーてと」

　立ち止まり、周囲の様子を確認する態の秋子。

「まずはここが最初の難関ですよ、お兄ちゃん」
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「難関？　って何が？」

「決まってるじゃないですか。一体どこでどうやって休憩を取るのか、ということについて考えなければいけません！」

「休憩？」

「はい！　こういうのはやっぱり場所とりが肝かん心じんなわけです！　どこに陣じん取どって腰こしを据すえるかによって、祭りの楽しみの半分が決定されると言っても過言ではありません！」

「ほうほう？」

　そんなことあるだろうか、と思って検討してみたけど──なるほど一理ある。

「ふむ、わかったぞ秋あき子この狙いが」

「うふふ。気づきましたかお兄ちゃん」

「確かに夏祭りと言えば、たとえば出店を冷やかして回ったり、いろんなものを買い食いしたり、時には盆ぼん踊おどりを見物したり、花火が打ち上がるのに快かい哉さいを叫んだりもする。それらは間違いなく夏祭りのメインディッシュを張れるおいしいイベントであり、骨の髄まで味わっておきたいところだよね」

「はいはい。まったくその通りです」

「だけどな、よく考えてもみようじゃないか。それらを最大限に楽しむためには、やっぱりポジショニングが大事なわけだよ。たとえば花火なんかはその典型だけど、陣取る場所によってまったく楽しみ方がちがうし、満足度もちがってくる。買い食いひとつとってもそうだよね？　たとえば人混みの中でもみくちゃにされながら、不安定なスチロール製のトレーに載のせられた焼きそばを必死こいて味わうよりも、風通しのいい参道の階段に腰を下ろして祭りの喧けん噪そうを眺ながめつつのんびり味わう方が、より充実した時間を過ごせるわけだ」

「さすがはお兄ちゃんです。よくわかってらっしゃいます」

「そしてこの時間であればまだ、場所取りを有利に運ぶことができる」

「おっしゃるとおりです」

　というわけで周囲を物色してみると、頃合いのポイントを発見した。

　メインの参道からちょっとだけ離れた、それでいて本ほん殿でんにもほど近いエリアに、どこかから分ぶん祀しされたと思おぼしきお稲荷いなりさんが鎮座している。その社やしろを囲う石せき柱ちゆうが手頃であるように思われた。

「それじゃちょっと失礼して、っと……」

　お稲荷さんにお賽さい銭せんをあげてお参りしてから、石柱にもたれかかる。

「うん。当たりだな」

「はいっ。大当たりです」

　まず、露店の並ぶ参道が広い視界で見渡せる。

　なおかつ露店の表側ではなく裏側が覗のぞける位置であり、趣おもむきが深い。

　さらには銀杏いちようの木の葉は陰かげに位置していて、夏の日差しを遮さえぎってもくれる。もちろん風通しも万全で、湿った土の気化熱がひんやりと肌はだに心地いい。

「いやいや。最高ですなあ」

「ですです。本当にまったりできますよねえ～」

　妹とふたり、しばしのほほんと時間を堪たん能のうする。こういう時にあえて何もしない贅ぜい沢たく、というのも確かに存在するのだ──いや、むしろ何もしないをする、と言うべきなのかもしれないけどね。

「ふああ～……なんという素敵な時間……」

　秋あき子こはひなたぼっこをする猫みたいに目を細めて、

「なんだかここへきて、ようやく夏休みらしいことをしている気がするんですが。そうは思いませんかお兄ちゃん？」

「んー。そうだねえ」

「今年の夏休みは、のっけからずっと働いてきましたもんね」

「それはそれで清く正しい十六歳の夏休み、ではあるんだけどね」

「ですよねえ。海水浴場の海の家で、泊まり込みのアルバイトですもんねえ」

「いわゆるリア充ってやつだよね」

「それもど真ん中にヒットしてますよね」

「これで文句を言ったら怒られるよね」

「怒られますよねえ」

「きっと頭にツノを生やしてキレられるだろうね」

「そうですかー。追いかけられますかー」

「地の果てまで追いかけられるだろうねー」

　……というような、毒にも薬にもならない会話が繰り返される。

　弛し緩かんしきったこのテンションは、まるで熟年の夫婦みたいだ。もしくは那な須す原はらさんとは別の意味でコントみたいというか。

　だがそれがいい。

　近ごろは何だかんだでバタバタしてて、妹とゆっくり過ごせなかったからね。たまにはこういう時間がないと。

「そうなんですよお兄ちゃん」

「え。なにが？」

「わたしとお兄ちゃんは、いっしょに過ごす時間が少なすぎなんです。これはゆゆしき問題ですよ」

「……お前は時々、僕の表情から心を読み取った的な発言をすることがあるよね？」

「時代はいま恋愛戦国時代なんです。少しでも出遅れたら、ちょっとでも足が止まったら、そこですべてが終わりなんです。弱肉強食なんです」

　僕の問いかけを聞き流して熱弁する秋あき子こ。

　ていうか何？　恋愛戦国時代って。

「だってそうじゃないですか」

　秋子は真剣そのものの目で、

「元からそんな空気はありましたが、最近はことさら状況が煮に詰つまってきた感があります。生徒会長は事の始めからお兄ちゃんを性的に狙っていましたし、ありさちゃんも人じん畜ちく無む害がいな顔こそしていますが、お兄ちゃんの婚こん約やく者しやであることを主張してはばかりません。その上で態度の不ふ鮮せん明めいだった銀ぎん兵べ衛えさんまでもが、明確にお兄ちゃんの恋人候補に名乗りを上げて──これを戦国時代と呼ばずに何と呼ぶんですか」

「ああうん、まあ。ありがとう？」

「とはいえ！　わたしは何も心配はしていません！」

「ほほう。それはなぜ？」

「それはもちろん、わたしがお兄ちゃんの正せい妻さいであることは不動の事実だからですよ！　ですよね!?
 　そうですよね!?
 」

「ノーコメント」

「おまけに……むふふ。お兄ちゃんとわたしには、この広い世界でふたりしか知らない秘密があります」

　僕の白はく眼がん視しにもめげず、秋子は不敵に笑って、

「ふたりしか知らない秘密──嗚あ呼あ、なんて素敵な響きなんでしょう。男女の愛の絆きずなをこれほどまでに端的な形で表現する言葉を、わたしは他に知りません」

「はあ。そうですか」

　彼女が言ってるのはもちろん、先日の件についてだろう。

『禁じられた愛の物語』の作者が僕であることを明かしたあの夜のことを、もちろん僕は忘れないし、歓かん喜きした秋子はなおさら忘れるはずがない。あれ以来、妹の僕に対するデレっぷりは、さらに輪をかけたものになったもんなあ……。

　もちろん僕は評価しているし、ホッとしてもいるのである。仲間たちがいる場ではもちろん、ふたりだけのデート中である今この場でさえ、秋子があのことを口にするのをはばかっている点については。

　なぜ、どんな気持ちで、僕があの小説を書いているか。

　秋あき子こは知りたいはずだし、しかも彼女にとってのライバルたちに差をつけることのできうる、とっておきのネタであるはずなのに。でも彼女は決してそこに踏ふみ込んでこようとはしない。

　僕にとっての急所であり、全力で触れてもらいたくないところであると、ちゃんと察してくれているのだ。

　察した上で節度を守っているのだ。

　そのあたり、彼女は本当によくできた妹だと思うし、素直にその心遣いには甘えたいと思う。……ま、時には子供っぽい優越感を銀ぎん兵べ衛えあたりに示すこともあるけどね。その程度で済んでるのなら可愛かわいいものじゃないかな。

「というわけでお兄ちゃん！」

「ん？　なに？」

「いっしょに叫ぼうじゃありませんか！」

「……なにを？」

「そんなの決まっています、わたしとお兄ちゃんがふたりだけの秘密を持っていること、その喜びをです！」

「いやごめん。言ってる意味がわかんない」

「むしろわたしはお兄ちゃんの言ってる意味がわかりませんよっ！　嬉うれしいことがあったら叫びたくなる、これは世界の常識です。なのでさあ、お兄ちゃんもご一緒に！　『わたしたちはふたりだけの秘密を持っています』！　リピート・アフター・ミー！」

「いやごめん。やっぱ言ってる意味がわかんない」

「なぜにっ!?
 」

　頭を抱えて驚きよう愕がくする秋子だけど、その仕草はむしろ僕の心情そのままだぞ？

　こいつはちょっと前言撤回かな……『程度』もここまでくるとちょっとおかんむりだよ。それだけ嬉しかったんだ、ってことはよく伝わってくるけどさ。

　ていうか、僕がどんな小説を書いてるかは神じん野のさんその他いろんな人が知ってるからね？　別にふたりだけの秘密じゃないからね？

「いやそれにしても」

　と僕は話題を変える。

「よかったよかった。安心したよ僕は」

「？　安心したって、何がです？」

「お前がずっと上機嫌なことがさ。なぜなら秋あき子この笑顔はいつだって僕を元気にしてくれるからね」

　秋子の顔がぱあっと輝いて、

「はい、それはよかったです！　わたしがお兄ちゃんを元気にしていることをうれしく思います！」

「そっか。それを聞いて僕もうれしいよ」

「どうぞ安心してください、秋子はいつでも元気で上機嫌ですからっ。お兄ちゃんとまたいっしょに暮らせるようになってからずっと、いいえそのはるか昔からずっと、デレ度はマックスですからっ」

「うんうん。よかったよかった」

　僕は笑顔で頷うなずきながら、

「いやほんとよかった。この様子なら何も心配ないよね」

「はい、心配ありませんよっ。……って、いったい何の話です？」

「実はずっと気になってたんだ」

　目をそっと伏ふせて、

「六年ぶりに僕らはいっしょに暮らせるようになって、だけどいろいろあってふたりだけで暮らせるわけじゃなくなって。そのことについて秋子は不満を持ってただろ？」

「ええまあ、それはそうですけど」

「それはそれできっと楽しい生活になるからさ、みたいな感じで僕はお前を説得して、実際それはその通りになったんだけど。でもみんなといっしょに行動することが増えて、秋子とふたりだけの時間を過ごすことはどうしても少なくなって──ごめんな秋子、お前にはつらい思いをさせてるはずだ」

「い、いえそんな。めっそうもないです」

「そっか。やさしいな秋子は」

「というかどうしたんです？　藪やぶから棒ぼうにそんなこと」

「大人になったよ、ほんとうに」

　僕は晴れやかな表情を作って言うのだ。

「子供だ子供だと思ってたのに、いつの間にかすっかり立派になって……ほんとにもう何も心配はいらないな。僕がお前を構ってやらなくても、お前はひとりでしっかりやっていける。僕が保証する」

「え。え。え？」

「おめでとう秋子。今日この日をもって、お前はお兄ちゃん卒業だ。おめでとう。ほんとうにおめでとう」

「…………
 」

　きょとんとした顔の秋あき子こ。

　それからしばし、眉まゆをひそめて考え込み、うんうん唸うなってから。

「お兄ちゃんッ！」

「なんだい」

「わたし思うんですけど！　わたしって、実はまだ子供なんじゃないでしょうか!?
 」

「いやそんなことないよ。さっきも言ったけど、お前はもう立派な大人だ。まちがいないよ、保証する」

「いえいえよく考えてみましょうよ！」

　拳こぶしを握ってこちらに迫りながら、

「だってわたし、まだ十六歳ですよ!?
 　ぴちぴちの女子高生ですよ!?
 」

「ぴちぴちて」

　その単語を使ってる時点でぴちぴちではないと思うのだが。

「まだ選挙権もなくて、パチンコにも行けなくて、お酒も飲めない身の上ですよ!?
 　これで大人だなんてどうして言えますか！」

「大人ってのは年齢で測るもんじゃないだろ？　日本の法律では子供あつかいでも、よその国では立派な大人、なんてことはざらにあるし」

「そんなひどい！　横おう暴ぼうです！」

「いやいや。マイナスじゃなくてプラスの評価をしてるのに横暴と言われても」

「いいえ横暴です、断固として抗議します！　誰が何と言おうと、たとえお兄ちゃんの言葉であろうと、わたしは子供です！　これはぜったいに譲ゆずれませんよ！」

「いやいやそんなことはない。ありさの次ぐらいには大人だよ秋子は」

「ありさちゃんの次!?
 　すっごい低評価！」

「いや、むしろありさに対する評価が高いんだよ。あの子はああ見えてほんとうに大人だからね……そのありさと比べられるということは、とっても光栄なことなんだぜ？」

「そんな言葉にはごまかされません！　わたしはわたしが子供であることを、ぜったいに認めてもらいますから！」

「そう言われてもなあ……どこからどうみてもダイヤモンドなものをガラスだとは言えないよ。秋子は僕を嘘うそつきにするつもりかい？」

「いいえわたしはだまされませんよ！　お兄ちゃんは口が上う手まいので、すぐに秋子は手のひらの上で転がされてしまいますけど、今回ばかりはそうはいきません！　なぜならわたしという人間の存そん亡ぼうがこの一点にかかっているからです！」

「大げさだなあ」

「とんでもない、むしろ控ひかえめに表現したくらいですよ！　いいですか、繰り返し何度でも言わせていただきますけど、わたしは大人じゃありません！　断固としてお子ちゃまです！」

「いい加減に認めなよ現実を」

「拒否します！　わたしは純度百パーセントの子供です！　なのでぜったいにお兄ちゃんを卒業しませんよ！　一生ずっとお兄ちゃん大学に在ざい籍せきしつづけます！」

「ちなみに大学ってやつは八年間しか在籍できないらしいぜ？　その論でいくと、お前は十六年も居座ってることになるんだが」

「むきい！　ああ言えばこう言う！　お兄ちゃんは本当にいけずな人ですねっ！」

　地じ団だん駄だを踏ふむ秋あき子こだった。

　僕はそんな妹を見てひとしきりほくそ笑んでから、

「いやあ。それにしてもいいもんだねえ」

「何がですか!?
 　わたしはちっともよくありません！」

「まあまあ」

　歯をむく秋子をなだめつつ、

「近ごろはさ、こういうやりとりをすることもなかったわけでさ──さっきもちょっとそんな話をしてたけど」

「むぬう？　と言いますとつまり？」

「もう忘れたの？　お前とふたりで過ごす時間が少ない、ってことを嘆なげいてたじゃないか。でもってよく考えてみてよ。秋子とこんな風にどうでもいい話をすることって、最近ではなかったことだろ？」

「それはまあ……確かに。ふたりでいる時間が少なかったですもんね」

「まさにそこだよ。ふたりでいる時間があってこそ、こういう他た愛あいもないやりとりができるわけだ。他のみんなといる時はそういうわけにもいかないしさ」

「わたしにとっては他愛もないやりとりではないですけどね？　お兄ちゃんに構ってもらえないのは死活問題ですけどね？」

「僕はね秋子」

　スルーして僕は笑う。

　考えうる限りの、とびっきりな笑顔で。

「是が非でも過ごしたかったんだよ。この夏祭りでさ、僕とお前にしかできない、ふたりだけの特別な時間を。いや、『特別になってしまった時間』と言うべきなのかな？　本来であればこんな他た愛あいもない時間は、ことさら何かしなくたっていくらでも手に入ったんだ。そうだろう？」

「お兄ちゃん……」

「だから今日は本当によかった。望みどおりの形で、秋あき子こといっしょに過ごすことができたから。ありがとう。心から感謝してる」

「はわあわわあああ……っ」

　ヘンな声を出してあわあわする妹だった。

　真っ赤な顔をしてくちびるをわななかせ、まぶたをしきりに瞬かせ、どんぐり眼を上下左右にぐるぐるさせて──うん、どうやらクリティカルヒットだったらしいね。だとすれば全力でサービスした甲か斐いもあったってもんだ。

「お兄ちゃん！　お兄ちゃんっ！」

「なに？」

「わたしもです！　わたしも今日は本当によかったと思います！」

「うん。そうかそうか」

「心から感謝していますお兄ちゃんとこんな風に時間を過ごせて！　というかほんと素敵ですよね、ほんとラッキーですよね！　お兄ちゃんと離ればなれだったかつての暗黒時代を思うと、今はまさに天国で極楽で桃とう源げん郷きようで失しつ楽らく園えんです！」

「うんうん、そっかそっか」

「はい、そうなんです！」

「ちなみに天国と極楽と桃源郷はともかくとして。どうみても失楽園は別カテゴリーだよね？　なんかジャンルちがうよね？」

「いいえそんなことありません！　世間的にいうと失楽園のイメージは『禁断の愛』！　まさしくわたしとお兄ちゃんにぴったりです！」

「いやぴったりじゃないよ。健全だよ僕らの関係はどこまで行っても」

「むふふう！　今のわたしはその程度の冷たいあつかいにはびくともしませんよっ！　なにしろお兄ちゃんとわたしの関係がラブラブのいちゃいちゃであり、婚約も秒読みであることが証明されたわけですから！」

「んーそれはどうかな？　かなり拡大解かい釈しやくされてる気がするけど」

　苦笑いするしかない僕だった。

　いやそれにしても。

　癒いやされるねえ。

　こうしてまったくブレることのない妹を見てると、心の中に高原の涼すず風かぜが吹き抜けていくみたいな感覚があるよ。

　なんというか、うん。初心に返るというか、原点回帰みたいなものなのかな？

　聖リリアナ学園に転入してきて数すうヶか月げつ。あっという間のようでいて、なんだかいろんなことが起きたけど。秋あき子この不変っぷりは、僕にとって一種のオアシスみたいなものであり、命を育む水であり、何にも代えられず、なくてはならないものであると──前から分かってはいたけど、今になってより一層そのことを痛感するのだ。

　こんな風に彼女とふたり、水入らずで過ごしているとなおさら。

　それもしばらくぶりのふたりきりだと思うと、余計に。

「なあ秋子」

「はいっ、なんでしょう？」

「ありがとうな」

「えっ？」

「ありがとう秋子。お前がいてくれるから、僕は今みたいな僕でいられる。本当に感謝してるよ、心の底から」

「な、なんですか急にそんな、しおらしくなって」

「そうかな？　そんなことないと思うけど」

「いいえそんなことあります。第一、お兄ちゃんらしくありません。もっとこう、一見するとナヨっとしてるように思えて、その実は不敵で傲ごう岸がん不ふ遜そんで、ちょっとあつかいを間違えたらとんでもないしっぺ返しを食らいそうな、そんないつものお兄ちゃんに早く戻ってくださいよっ」

「……僕ってそんなイメージで見られてたのか？　地味にショックなんだけど」

「でも秋子は、そんなお兄ちゃんのことが大好きですからっ！　ラブラブですからっ！」

「まあそれはそれとして」

　釈しやく然ぜんとしないけど、ひとまずおいておこう。

　そろそろ伝えなくちゃいけないのだ。とてもとても大切な話を。

「ところでさ秋子」

「はい？」

「僕はこれから、お前に大事なことを話そうと思う」

「えっ？　な、なんです？　ひょっとして愛の告白ですか？」

「お前のその前向きさとお気楽さを、僕は全力で尊敬するけど。残念ながらそういう話じゃない」

「というと……なんでしょう。あとは今こ宵よいこそ夜よ這ばいをしてくれるとか、そのくらいしか思いつきませんが」

「ほんとにポジティブシンキングだよなお前は。いや、僕が伝えたいのはそういうことじゃなくてさ」

　苦笑いしつつ、僕は携帯電話の液晶部分を指し示して、

「時間。そろそろなんだけど」

「へっ？」

　目をぱちくりさせて携帯電話をのぞき込む秋あき子こ。

　そう。今回の夏祭りデートはローテーション方式であり、なおかつ休憩時間もかねている。ということは必然、時間制限もあるわけで、しかも忙しい出店経営の合間を縫ぬってるわけだから、それほど余裕あるスケジュールというわけでもなく、

「あああああ
 ちょおおおおおお
 !?
 」

　両手でほっぺたを押さえて悲鳴をあげる。

「なんてことですかどういうことですか！　なんでもうこんな時間!?
 」

「いやなんでというか。ここで休憩しつつ、堪たん能のうしつつ、ずっとしゃべってたからじゃないかな？」

「うそおおおお
 ！　わたしまだ何もやってないんですけどっ!?
 」

「そんなことはないだろう。こうしてゆっくり僕と時間を過ごすことができたじゃないか。しかもちゃんと楽しかっただろ？」

「確かに楽しかったですけど！　でもそうじゃなくて！　だってだって、まだ露店で何も買い食いしてないんですよ!?
 　わたしのたこ焼きが焼きそばがお好み焼きが！」

「あれ、甘いものは嫌いだっけ？　かき氷とかクレープとかりんご飴あめとか」

「そりゃあもちろん大好きですよう。でも物事には順序というものがありまして、やっぱりまずは脂っこくてコクのある食べ物でお腹なかを満たしつつ、しかる後に魅み惑わくのスイーツたちへと──ってそんなことはどうでもいいんです話をそらさないでください！　このぺこぺこのお腹をどうしてくれるんですか!?
 」

「いやそう言われてもなあ」

「ああああ
 しかも夏祭りの雰囲気を追い風にして強引にお兄ちゃんのくちびるを奪うという計画が台無しに！」

「ふーんそうなんだ。よかったね。それを実行に移していたら、たぶんいまごろ兄妹の縁えんを切ってたと思うよ？」

「こうしてはいられません！」

　僕の白い目を見ないようにしつつ、妹は勢いよく立ち上がって、

「さあ！　急いで買い食いをしに行きましょう！」

「え？　今から？　いや無理だって。そんなゆっくりしてる時間ないって」

「ゆっくりしなければ時間はあります！　ほらほらお兄ちゃん立って！　走って！」

「わ!?
 　ちょっとちょっと！」

　両手を引っ張られ、たたらを踏ふみつつ強引に起こされて、客足のさらに繁しげくなった参道へふたりして特攻をかける。





　そうして結局のところ。

　時間がないと言ってるのに、僕は買い食いに付き合わされることとなった。

　もちろん座ってゆっくり食べている余裕なんてない。いや、それどころか立ち食いする余裕すらもない。いわゆる走り食い──おそらくは時間に追われる人間にとって究極の食事法──によって、栄養補給を済ませるハメになってしまった。

　最悪である。

　お行儀は悪いし、ろくに噛かめやしないし、なにより情じよう緒ちよもへったくれもない。わざわざ祭りの喧けん噪そうからちょっと離れた場所に陣じん取どって、粋いきな楽しみ方がどうのと気取っていたのがぜんぶ台無しになっちゃったよ。

　まあでも、とはいえ。

　浴衣の裾すそを翻ひるがえらせ、ちょこまか駆かけながらイカ焼きやら唐揚げやらを頬ほお張ばっている妹の表情は、心の底から幸せそうで。彼女のこんな笑顔のためなら、行儀作法なんて銀河系の彼方かなたまで投げ捨てちゃっても何も問題ないよな、と思うのだった。

　願わくば来年もまた、秋あき子ことこんな他た愛あいもない時間を過ごせますように。





八月十三日（銀ぎん兵べ衛えの場合）









　秋あき子こと慌ただしい食事を済ませ、転がり込むように『しらはま』分店に戻ったのは、午後三時をかなり回った頃のこと。

「おうおう。遅かったじゃねーかお前ら」

　精力的に鶏とり肉にくを炙あぶり続けていた会長さんが、汗だくになりつつも笑顔で茶ちや化かしてきた。

「すっかり息切らせて汗まみれになって帰ってきやがって。青あお姦かんにしちゃあずいぶん長かったねェ。初めての緊張でなかなかイけなかったんか？　ん？」

「妙な妄想を働かせないでください。単に走って戻ってきただけですから。そして健全に祭りを楽しんで帰ってきただけですから」

「いやいや、そう照れるこたあねえ。初めての時は誰だってひとつやふたつぐらいは失敗しちまうもんだ。あたしも若いころは──」

「いや聞いてないですからそういう話は。ていうか会長さん十分に若いですから」

「しかしそれにしちゃあ妙だな。お前さんたちずいぶんイカ臭くねえか？」

「それはほんとにイカを食べてきたからです」

　出迎えられるなり、あまりにも大たい概がいなやりとりであった。

　内心でため息をつきながら店内を確認する。

　仮設テントの下にしつらえたテーブル席の入りは、八割～九割といったところ。多人数のグループが多く、グループ同士の間にはどうしても空席ができやすいことを考こう慮りよすれば、これはもう満席と言っていいだろう。人出のピークをまだ先にひかえているし、『しらはま』分店はノウハウの蓄ちく積せきが少ない新規出店でもあるから、まずまず上々の滑り出しなんじゃないかな？

「なあに、本番はこれからよ」

　手際よく串くしをひっくり返しながら会長さん。

「この調子だと夕方ごろにはさらに客が居着くことになりそうだ。予想していたことではあるが、それを上回りそうな感じがひしひしとしやがる」

「つまりは今のうちに出かけるのが得策、ということだね」

　と。

　横から割って入ってきたのは、銀髪の親友である。

「忙しくはあるけれど、今ならばまだ十分に人手は足りる。帰ってきたばかりで悪いけれど秋あき人と、付き合ってもらえるかい？」

「ん、了解」

　とんぼ返りにはなるけど否いなやはない。働いてる仲間たちを置いていくことになるけど、それとて最初から分かっていたことだ。

「じゃあすいません、ちょっと行ってきます。──銀ぎん兵べ衛え」

「うむ。行こう行こう」

　ふたり並んでテントを出──ようとしたその時。

「えいっ」

「わ、ちょっとちょっと!?
 」

　銀兵衛が素早く僕の腕うでを取り、絡めてきた。

　そしてすかさず駆かけ出す銀兵衛。引っ張られて後をついていく僕。

　後ろから「あー!?
 　ちょっとそこ何してるんですか!?
 」という妹の悲鳴が聞こえ、しかしすぐにそれも遠ざかり、僕らは祭りの人出に紛れ込む。

「ふふ。してやったりだね」

「……ぜんぜんしてやってないよ」

　なおも腕を引かれながら僕はため息をつく。

「秋あき子このやつ、あの様子じゃぜったいにカンカンだよ、顔真っ赤だよ。帰ったら一ひと悶もん着ちやくあるの確実だよ」
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「仕方のないことさ。さっきまで妹くんは君を独占していたのだからね、それを取り戻すためにはそれなりの儀式が必要だったんだ。僕と秋あき人との絆きずなを直接的かつ、他に取り違えようもなく見せつける儀式がね」

「儀式かあ。儀式ねえ……」

「代償として妹くんと一戦交えるぐらいは安いものさ。デートから戻った時にまだ妹くんがクレームをつけてくるようなら、堂々と受けて立つまでのこと。それに僕の予想によれば、たぶん妹くんは不ふ承しよう不ぶ承しようながら僕の行為を黙認すると思うのだよ」

「……ふむ。それは確かに」

「ああ見えて妹くんは空気を読む性質だからね、お客さんがたくさんいる前で痴ち話わげんかを始める可能性は低い。となると、彼女は遺い恨こんをあとに引きずらないタイプでもあるから、今日の祭りが終わって出店を撤収するころにはもう、沸騰した感情は静まっていることが予想されるわけさ」

　すべて計算どおり、というわけか。

　さすがに銀ぎん兵べ衛えのやつ、本気でこういう立ち回りをさせると上う手まいな。人心操作とかはお手の物ものだからね彼女って。

「まあ僕としては、真っ向勝負でも一向に構わないのだけどね。秋あき子こくんと一対一で論ろん陣じんを張り、彼女を打ち負かすのは本ほん懐かいだ。むしろ望むところと言っていい」

「いやそいつはやめてくれ。僕が間に立たざるを得なくなって、結果どちらからも攻撃を受けて弱り果てる姿が目に浮かぶ……」

「あはは、冗談さ。僕が秋人の嫌がるようなことをするはずがないだろう？」

「いやそれはどうかな……けっこういろんな実績があるような気がするんだけどな……」

「さて、それでは」

　僕のボヤきを聞き流し、銀兵衛は張り切った様子で、

「いざ始めるとしよう。僕たちのデートを。今日本日をもって、僕と秋人の関係を名実ともに変えていこうじゃないか」

　と言って僕の腕うでを離し、すたすたと参道の先へ進んでいってしまう。

　水みず飴あめ屋、金魚すくい屋、射的屋、からあげ屋。左右に並ぶいろんな露店をちらりと覗のぞいてはまた別の露店へ。浴衣を翻ひるがえしながらあちこち飛び回るその姿はまるで、花々を渡り歩いて蜜を吸う蝶ちよう々ちよみたいだ。

「おーい銀兵衛！　もっとゆっくり見て回ったら!?
 」

　どんどん先へ行く親友の背中へ呼びかけると、

「馬鹿を言いたまえ！　祭りの露店めぐりで足を止めるのは素人さ、蚊に刺されるし通行の邪魔になるし、何より場の空気を満喫できない！　時間が限られているにもかかわらず一カ所にとどまるなんて愚ぐの骨こつ頂ちようだよ！　やはり可能な限り動き回りつつ、楽しみという楽しみを全力で探り当ててこそ正統派というものだろう！」

「……誰かさんとはまるで逆の考え方だなあ」

「ん!?
 　何か言ったかい!?
 」

「いいや何も！　オーケー分かった、そういうことならとことん付き合おうじゃないか！」

　そういうわけでその後しばし。

　あたかもバーゲンセールをハシゴするおばさま方のように、僕らはお祭り会場のあちこちを駆かけ回った。

　うん、なるほど。

　やってみると、これはこれで気持ちのいいものだ。

　地元の小学生たちに混じって、大人げなくキャッキャ言いながら店から店へと渡り歩いてると、童どう心しんに返ることができて中々によい。まあ僕らはまだ高校二年生なわけだし、この程度のハメ外しは許してもらえるだろう。

「どうだい銀ぎん兵べ衛え！」

「どうだいって、何が!?
 」

「いや、楽しんでるかなー、って思ってさ！　ちょっと訊きいてみた！」

「そういうことなら安心してくれたまえ、僕は今この瞬間を大いに楽しんでいるよ！」

「そうかいそいつはよかった！」

　とはいえこのテンションにも限界はある。

　足を止めるのは素人、というのが銀兵衛の主張だったけど、現実としてずっと走り回るのは不可能。ほどほどに疲れてきたところで僕らは露店で軽食を買い込み、しばし休憩を取ることにした。

　休憩場所については僕が案内した。むろん、先ほど秋あき子こといっしょに休憩した場所なのは内緒である。だってここがいちばん穴場なポジションなんだし、被るのはしょうがないよねえ？

「いやー！　楽しかったね！」

　噴き出てくる汗をぬぐいながら僕は言う。

　突き抜ける青い空と入にゆう道どう雲ぐもに恵まれて、今日という日はじつに暑い。氷でキンキンに冷やしたラムネを一気飲みしつつ、

「なんていうかこう、思い切って子供に戻ってみるとさ、新鮮な感覚で祭りを味わえるよなあ。これはあれだね、銀ぎん兵べ衛えのおかげで思わぬ発見だったね」

「うむ。気に入ってもらえたようで何よりだ。むしろ僕としては」

　銀兵衛はやや申し訳なさそうに、

「秋あき人とが退たい屈くつをするのではないかと思って心配だったからね。なにせ君は妹くんとふたりで祭りを楽しんできたから、これは二度目になるわけで、どうしても楽しみの鮮度は劣おとってしまうものあろうから。もちろんそれは事の始めから分かりきっていたことではあるのだけど……」

「いーやぜんぜん！　まったくもって余裕で楽しめたよ！」

　僕は一笑に付して、

「なんかあれだ、僕は自分で思ってたよりもお祭り男だったらしいよ。こんな風に心の底からはしゃいでみるのは初めてだったんだけど、いやはや。しみじみといいものだよこれは。同じアホなら踊らにゃ損損、って言い回しがあるけどさ、今ならその意味がよくわかる気がするね」

　というか、京都にいた時代はいろいろ制約があった……鷹たかノの宮みやに世話になってる手前、下手に羽目を外すのは憚はばかられたのである。その点、独立した今はなんのしがらみもないからね、気楽に好きなことをやれるってもんだ。

「いやしかし、考えてみればさ」

　お稲荷いなりさんの社やしろを囲う石せき柱ちゆうにもたれかかり、ふたり並んで綿わた菓が子しを頬ほお張ばりながら、

「考えてみれば銀兵衛とこうして祭りに行くのって、あんまりなかったよな」

「うむ。たしかにあまりなかったね」

　銀兵衛は大事そうに綿菓子を舐なめつつ、

「なにせ僕の猿さ渡わたり家けも、君のいた鷹ノ宮家も、地元ではちょっとした名士だったからね。祭りともなれば何かと顔を出さねばならない行事があって、そうそういっしょに祭り見物に行く余裕などはなかったのさ」

「だよねえ……ましてや僕らがいたのは京都だから」

「うむ。その手のしがらみの多さは他の追つい随ずいを許さないね」

　なるほど、道理で新鮮なわけだ。

　これだけ長い付き合いなのに、彼女と祭りに出かけたことってなかったんだなあ。そうかそうか、なるほど。

「……何をニヤニヤしてるんだい秋人」

「ん？　いや別に大したことじゃないよ」

　ニヤニヤ笑いをやめ、僕は堂々とニッコリ笑いながら、

「君といっしょにこうして祭りを楽しめるのがうれしいだけだから。いやほんとに楽しいね。今の僕はとてもいい感じだよ、うん」

「……ふん。なにを、今さら」

　と言い捨てて、銀髪の親友はそっぽを向いてしまった。

　ふむ？

　妙だな。

　ひょっとして照れてるのかな彼女。

　なんか意外である。例の告白騒動があって以来、銀ぎん兵べ衛えは露ろ骨こつなくらい僕に対する態度を変えたし、スキンシップの機会がひどくふえた。肩を寄せてきたり、背中に抱きついてきたり、さっきなんかも他の仲間に見せつけるように腕うでを組んできたり──秋あき子こでも尻しり込ごみするような愛情表現の数々を僕は受けてきて、なんとも面はゆい気分を味わってきたものだけど。

「あ」

　とその時。

　銀兵衛が持っていた綿わた菓が子しの袋を、地面に落としてしまった。

　だけでなく、いっしょに持っていたポップコーンの箱なんかも落とし、綿花みたいな白い粒がそこらじゅうに散乱する有様。

「す、すまない！」

　銀兵衛はあたふたして、

「とんだ粗そ相そうをしてしまった、僕としたことがこんな初歩的なミスを──」

「いいよいいよ、誰だってやっちゃうしねこういうの」

「すぐに片付ける。秋あき人とはゆっくり食事をつづけてくれたまえ」

「いやいや。ふたりでやった方が早いって」

　と言いながらもう、僕はしゃがみ込んでポップコーンを拾い始めている。ここで押し問答になるのがいつものパターンだから、さっさと行動に移ってしまうのが吉なのだ。まして今はデート中なんだから、主役のお姫さまを働かせるのは無ぶ粋すい。僕ひとりで片付けるのが本道と言っていいくらいである。

「……ありがとう秋人。感謝するよ」

　彼女の方も、ここであえて言い争う不毛を悟さとってくれたようだ。素直に礼を言って僕のとなりに並んでしゃがみ、後片付けを始める。

　とはいえ、なにしろけっこうな量があるポップコーンだ。しかも一粒一粒が軽いだけに、かなりの広範囲にわたって散らかってしまっている。ぜんぶを片付けるにはちょっとばかり骨が折れそうかな。

「…………
 」

「…………
 」

　黙々と白い粒を拾い上げつつ思うのは、近ごろの僕と銀ぎん兵べ衛えについてである。

　思うに、衝しよう突とつが少なくなった。もちろん僕と彼女は自他共にみとめる親友同士であり、付き合いの長さも深さもかなりのものだと自じ負ふしている──だけどその歴史はケンカの連続であり、円満な時間よりもツノを突き合わせてる時間の方が長かったように思える。

　原因は明らかで、銀兵衛が前より素直になった。

　その効果はてきめんで、彼女に釣つられるようにして僕もトゲが少なくなった気がする。まあそれはそうだよね？　女の子の方からしおらしく引いてくれてるのに、男がそれを笠かさに着て強気に出るなんてのは、あまりにもみっともない。『こちらこそ申し訳ありませんでした』と頭を下げて仲直りする以外に手立てがない。もしも恋人とケンカばかりしている女子がいるなら、いちど試しに引くことを覚えてみたらいいのだ。きっと男の態度がガラリと変わるから。もしもそれで何も変わらない男であれば、さっさと別れるべきだと思うね。確実にそいつは小物なので。

　……話がそれた。

　正直なことを言うと、ちょっとさみしい気持ちがある。

　ケンカばかりしていたからこそ、僕と彼女の関係はある種、よく保たれていたと思わなくもないというか。絶え間なく回転しているからこそ安定を保てる独こ楽まみたいなもの、とたとえれば少しは想像してもらえるだろうか？

　もちろん『そんなのはお前の身勝手だ』と言われたら否定はできない。なんせケンカばかりしていたころは『もうちょっと仲良くできないものか』とひとりでボヤいたりしてたんだからね。身勝手どころか、銀兵衛に言ったら拳げん骨こつひとつやふたつはもらうこと請うけ合あいだろう。

　というか考えてみれば当然のことなのだ、僕らの関係が変わってしまうのは。

　だって銀兵衛からすれば、そもそも関係を変えるべく行動したのだから。

　親友同士の関係から一歩を踏ふみ出すべく、僕への告白という壮そう挙きよに出たのだから。

　あれだけのことをして何も変わらなかったら、彼女の立場がないだろう。

　事実、僕らの関係はがらりと変わった。

　変わって、今こうして夏祭りに出向いている。親友同士としてではなく、猿さ渡わたり銀兵衛春はる臣おみと姫ひめの小路こうじ秋あき人とがデートする先として。

　もちろん僕らは今でも親友同士ではあるけれど。どう取とり繕つくろっても親友同士ではありえない何かでもある。

　そう。

　関係を見つめ直すきっかけには、間違いなくなった。

　そして僕は彼女の行動を、賞しよう賛さんに値するものだと評価している。きっとそれは、とてつもない勇気が必要になる行動だったはずだから。僕がさんざん挑ちよう発はつしたとはいえ、発はつ揮きしなければならないカロリーは相当な量だったにちがいない。さすがは猿さ渡わたり銀ぎん兵べ衛え春はる臣おみであると、僕は惜おしまぬ拍はく手しゆを送りたい。こういう人物であるからこそ尊敬に値するし、衝しよう突とつばかりしていても親友でいられたのだから。

　……。

　…………
 。

　………………
 。

（ぬおおおおおおおお
 ぐううううう
 ぬううううううう
 ）

　内心で僕は身もだえする。

　つい思い出してしまったのだ、あの時のことを。

　他でもない。銀兵衛が告白する前後の、僕自身の言動をである。

　ついカッとなって頭に血が上って、あんな図に乗ったことをやらかしてしまった。相当に見境がなかった。かなり反省しています。というか恥ずかしい。なんか若者すぎて照れくさい。いや若者なんだけどさ。照れくさい以外にも、なんかいろいろ、ほんとすいませんでしたという感じだ。

　方針は間違ってなかったと思うし後悔もないけど、もうちょっとやり方ってもんはあったはず……いやでもあそこはやっぱり、熱に任せて突っ走るのが正解だったか？　僕は正しかったのか？　実際問題として結果──銀兵衛の変化──も出ているわけで。

　うん。

　いやよそう。

　思い出すと、どうにもこうにもムズムズしてしょうがない。油断すると顔が真っ赤になってしまいそうで始末に負えない。

　よし封印だ。いや封印しちゃいけないか。ああそうだ、思い出として仕し舞まっておくことにしよう。心の奥の深いところに、なるべく大事に、できるだけ外に出さないように──ってしまった、あのシーンには僕と銀兵衛だけじゃなくて他のみんなも勢せい揃ぞろいしてたんだったうおおおおお
 なんてこった。今のところあの時のことを蒸し返されたことはないけれど、あれをネタにいじられたら僕は悶もん絶ぜつ死する自信が──

「うむ。これで全部かな」

　声で我に返った。

　見れば銀ぎん兵べ衛えがポップコーンを回収し終え、浴衣の裾すそを払いながら立ち上がって、

「すまないね秋あき人と、手間をかけてしまった。お詫わびはいずれまた」

「いやいやなに言ってんの、この程度でお詫びなんて」

　内心で身もだえしながら手だけはちゃんと動かしていた僕も、立ち上がって一笑する。もちろん表情にはおくびにも出さないよ？　片付けをしながら何を考えてたか、なんてことはさ。

「うーん、しかしあれだな」

　さらにはわざとらしくしかめ面をつくって、頭の後ろを掻かいてみせる。見よ、心の動揺を悟さとられまいとする、このあからさまな努力を。笑わば笑え、僕にはこの親友に対して決して弱みを見せたくないという見み栄えがある。そのためならクサい演技ぐらいいくらでもしてみせるさ。

「やっぱ追加で何か買ってこようか？　もうあまり食べるものも残ってないし」

「いや、気にしないでくれたまえ。十分に食事は足りている」

「そうかな？　そんなに食べてないような気がするけど。やっぱりちょっくら買い出しに行ってきた方が──」

「ここにいてほしいんだ、秋人に」

　うつむきがちになりながら銀兵衛が言う。

　浴衣の裾からのぞく白い足をぷらぷらさせて、

「今日あたえられた時間はさほど多くない。出店は先ほど十分に見て回ったからね、可能であるならばもう少し、君とゆっくり過ごしたいんだ。物事に静と動があるとするなら、今この瞬間は前者を楽しみたいという、そういう寸法さ」

「ふむ。そういうことなら、まあ」

　納得し、僕はあらためて石せき柱ちゆうにもたれかかる。銀兵衛と隣りあって。

「…………
 」

「…………
 」

　会話が途切れた。

　飲みさしのサイダーをちびちび舐なめながら、どこかから聞こえてくる囃はや子しに耳を澄すませてみる。

　さらには空のあちこちから降ってくるセミの声。出店から風に乗って漂ってくる、甘かったり辛からかったり香ばしかったりする匂い。胸元や背中に滲にじむ汗。

　ちらりととなりを盗ぬすみ見る。

　クレープの端はしっこをはむはむしていた銀ぎん兵べ衛えがこちらに気づく。視線が絡み合い、彼女の方からつつっと視線を逸そらす。

　……うーむ。

　しおらしいなあ。

　そう、しおらしい。そこに違和感を覚える。

　だって考えてもみてほしい。たとえば『しらはま』分店のテントから出てくる時、彼女はテンション高く、あまつさえ自分から僕の腕うでをとり、秋あき子こを始めとする仲間たちにたっぷり見せつけたりもしていたわけで。なのに今の彼女は妙におずおずしてるというか──うん、やっぱりしおらしいという表現がぴったりくる、そんな感じ。

　さらによく考えてみると、彼女はテントを出た後、ほどなくして僕の腕を離していたように思う。まあ神社の境内を所狭しと駆かけ回るには、腕を組みながらではやりにくい、というのはあると思うけど……でも最近の銀兵衛の行動パターンからすると、ちょっと不自然なものを感じなくもないというか。

　さらにさらに穿うがって考えると、さっきの粗そ相そうからしておかしいのだ。ポップコーンを地面にぶちまけるなんて、思し慮りよ深ぶかくて躾しつけの行き届いた彼女にはあり得ないことである。長い付き合いだけど、銀兵衛のあんなミスを初めて見たよ僕は。

　そして決定的なのは、先ほどのポップコーン回収の際。

　あの時、彼女は背中に抱きついてこなかった。

　なにを言ってるんだコイツは──と思われるかもしれないけど、近ごろの銀兵衛にとってそれは標準的な行動なのである。僕が背中を見せた瞬間、『あーきと♡』とか言って銀兵衛が背中に覆おおい被かぶさってきて、それを見た秋子がぎゃーぎゃー騒いで、おもしろがった会長さんが余計なひとことを加えてかき回す、みたいな。そんなパターンが告白事件以降、すっかり定着しているのだ。

　ゆえに近ごろの僕は、銀兵衛になるべく背中を見せないようにしていて、でもさっきポップコーンを回収していた時はついうっかりそのことを失念していて、まったくの隙すきだらけで、銀兵衛にしてみればまったくもってタナボタ的なチャンスだったはず、なのだけど。

「うーん……」

「な、なんだい秋あき人と。じろじろと僕を見て」

「あーいや」

　ちょっとうろたえ気味の銀兵衛に、僕は自分の思うところを話して聞かせた。

　すると彼女は目をぱちくりさせ、それから肩を落として嘆息して、

「前々から重ね重ねにも分かっていたことだが……秋人。君は本当にまったくもって、あきれるほど、女心というものが理解できないのだね」

「え、なに？　そういう話になるの？」

「なるともさ、当然だよ。なぜならこれは百パーセント女心についての話なのだから」

「……未熟者につき、銀ぎん兵べ衛えの言ってることが分かりません。ここはひとつ、そのあたりの心の機微を諭さとしていただければ幸いです、ハイ」

「そうやって解説を求めるあたりが、すでにして致ち命めい的てきなほど無ぶ粋すいなのだけどね。やれやれ、まさかこんな説明をさせられる羽目になるとは……」

　いつまでも戦争が終わらないことを嘆なげく古こ参さん兵へいみたいな顔で、銀兵衛は首を振る。

「いいかい秋あき人と。君は僕が今、恋愛的にどんな状況に立たされているか、正しく理解しているかい？」

「と、いいますと？」

「僕の立場はね、太平洋戦争末期における日に本ほん国こくに通じるものがある。周りは強力なライバルばかりで、僕はといえば弱小を極めた恋愛初心者で、おまけに孤こ立りつ無む援えんの状態だ。勝てる見込みのない戦いに身を投じたあたりも、当時の我が国とそっくりだよ」

「……？」

「秋人の周りには、秋人に好意を寄せている女性が何人もいて、しかもみんなそろいもそろって強敵で、その中で僕は優位に立っているとはとても言えない。そんな僕が少しでも、一歩でも皆よりリードしようと思ったら、がむしゃらに突き進むしかないじゃないか。わかってくれたまえよ」

「うん。それはわかる。でもじゃあ、なんで今はそうしないの？　がむしゃらに突き進むべきなんだから、徹底してそうするべきじゃないか」

「──君は本当にばかだな！」

　真っ赤になって銀兵衛は憤ふん激げきし始めた。

「そんなの決まってるじゃないか！　恥ずかしいからだよ！　他にどんな理由がある!?
 」

「恥ずかしい……」

　僕は首をひねって、

「恥ずかしいって、そんな、いまさら？　あれだけ堂々と僕に告白しておいて？　しかもあれだけ大勢の前で？」

「あんな告白になってしまったのは単なる事故だよっ！　そもそもやり直しのきかない大おお恥はじをかいてしまったからといって、それ以外の恥がすべて帳ちよ消うけしになるだなんてこと、あるわけないじゃないか！」

「……ですよねえ」

　言われてみれば納得である。

　むしろなんで今まで気づかなかったのか、という話だ。ばか呼ばわりされるのも当然だなこいつは。

「さらに考えてもみたまえよ君っ」

　銀ぎん兵べ衛えはタガが外れたみたいに、なおも僕に詰つめ寄よって、

「自分で言うのも何だが、僕は何年も自分の気持ちを心に秘めていた臆おく病びよう者ものだよ？　どうしても一歩を踏ふみ出せずに年がら年中悶もん々もんとしていた、根っからのチキンなんだ。そんな僕が、いくら君への告白という大事件を経たからといって、すぐさまキャラクターを変えられると思うかい？　僕から君と腕うでを組んだりすることが、どれだけ覚悟を必要とすることか……僕は、君の指の先が触れただけで、どこかおかしくなってしまうくらいだというのに、君の背中に抱きつくなんていうことが、いったいどれほどの緊張を伴ともなうか！」

「う、うん。なるほど」

「だけど僕としてはそれでも、行動を起こさないわけにはいかないんだ。踏み出してしまった以上は待ったなしなんだ。だから少しでも自分をアピールするべくああいう行動に出ているんだ。わざわざ人目のある状況を選んでね。だけど少しでも我に返ると、顔から火が出るほど恥ずかしくなる。もちろん君とそういうことができるようになったのは、僕にとって大いなるよろこびだ。でもそれにしても段階を踏むのが早すぎるとは思わないかい？　石器時代から一気に現代社会に飛躍してしまったような、そんな感覚なんだよ。残念ながら秋あき人とにはそんな気持ち、これっぽちも理解してもらってないみたいだけどね！」

「う、うん。……ごめん？」

「疑問系で問い返さないでくれたまえっ！　せっかく大声と早口でしゃべってどうにか恥ずかしさをごまかしているというのに、ぎりぎりのところで素に返ってしまいそうになるじゃないか！」

「な、なるほど確かに。えーとそれじゃあ……ありがとうございます？　の方がいいかな？」

「ああもう……」

　顔を覆おおい、その場にしゃがみ込んでしまう銀兵衛。

「君のその反応がまた、僕をよりいっそういたたまれない気持ちにさせるんだ……ただでさえ恥はじの重ね塗りをしてしまって、今すぐどこかに穴を掘って埋うまりたいくらいだというのに。これはひょっとしてプレイの一環なのかい？　いわゆる羞しゆう恥ちプレイというやつなのかい？」

「いやべつに意識してやってるわけじゃないけど。ひょっとして銀兵衛はそういうのが趣味だったり？」

「そんなわけあるかばかーっ！」

「いやごめん。だよね、そうだよね」

　もはや平謝り以外に道はないと悟さとる僕だった。確かに悪いのはこっちだ。

　頭を掻かき掻かき、何度も頭を下げて、

「なんかもうほんと申し訳ない。弁解させてもらうなら──君もそうかもしれないけど、僕もこういうことには疎うといんだ。いやむしろ不能とさえ言っていいかもしれない。その自覚もある」

「……ううう[image: ]
 [image: ]
 [image: ]
 っ」

「他ならぬ親友のことだから、と思ってついつい突っ込んでいろんなことを言っちゃったけど。いかにも無神経すぎた」

「そうだとも。君はひどいやつだ。もう絶交だ。秋あき人とのことなんて金こん輪りん際ざい知るもんか」

「いいや。悪いけどそうはいかないね。絶交なんかぜったいしてやらない」

「────
 !?
 」

　僕は即座に首を振り。

　銀ぎん兵べ衛えは意表をつかれた様子で目を瞠みはる。

「僕はね銀兵衛、そんな簡単な付き合いをしてるつもりはないんだ。たとえ殺し合いになったって君とは一生の親友同士だよ。最初に出会った時、僕はそのつもりで君を口説いたし、なにより君は、僕以上に鮮せん烈れつなかたちで、僕に親友たることを求めたはずだ」

「…………
 」

「僕が言ってることは間違ってるかい？」

「……いや。なにも間違ってない」

　素直に認めた。

　そりゃそうだ。僕と彼女の関係の屋や台たい骨ぼねだからね、この前提は。屋台骨が折れれば家全体が崩れ落ちるのが道理ってもんだ。そんな悲劇を防ぐべく、万全を尽つくすのが僕の使命だと思っているし、その行為は僕の心身を、深々とした喜びで満たしてくれる。

　まあ実際は不義理ばかりしてるんだけど、とりあえずそれはおいておくとして。

「この際だから銀兵衛、ひとつ言わせてほしい」

「……うむ。聞こう」

「僕は君から告白されて、いずれその答えを出さなきゃならない身だ。そしてどんな答えを出すにしても、僕らは今のままの関係じゃいられないだろう。でも、その上でこれだけは断言できる。僕と君の関係が今より悪くなることはない。いやむしろこれから先、もっとずっと関係は深くなっていく。そのことは僕が保証する」

「…………
 」

「なぜなら、他ならぬこの僕がそうありたいと思ってるからだ。僕は君との関係を、今よりもっとよくするために、ずっと努力をつづけたい。ケンカばかりかもしれないし、すれ違いばかりかもしれないし、失敗ばかりかもしれないけど、でも、そういうのをぜんぶ乗り越えて、僕はやってみせる。だから安心してくれ。どーんと来い。ガツンと来い。君のぜんぶを受け止めて、ずばっと返してみせるから」

「…………
 」

「……あー」

　不意に我に返ってほっぺたを掻かく。

　なんだか何を言ってるのか分からなくなってきた。

　というか話が逸それてきた気がする。いやいやそもそも何の話をしてたっけ？

「話は聞かせてもらった」

　尻切れトンボになった僕の後を引き継いで、銀ぎん兵べ衛えが口を開く。

「君は時々こういうことがあるように思えるね。スイッチが入ると急に饒じよう舌ぜつになって、なおかつ遠えん慮りよも照れもなくしてしまう。そのくせ言ってることが微妙に意味不明で、必ずしもその真意は相手に分かってもらえないという」

「……ええと。今回はちゃんと分かってもらえた？」

「うむ。『ひとつ言わせてほしい』ということだったのに、ひとつならずいろんなことを言われたのはよく分かった」

「むぐ。すいません」

「謝らないでくれたまえ、ちょっと茶ちや化かしてみたくなっただけさ」

「あ、はい。そですか」

　またしても低姿勢の僕である。

　怒ってるかな──下げた視線をちらりと上げて、銀兵衛の表情をのぞき見ると。眉み間けんにしわを寄せ、まなじりをつり上げ、親の敵だとでも思ってるみたいな視線をこちらに送ってきていた。

　それで僕は安心する。だって怒ってるように見えるけどこれ、彼女が内心を悟さとられまいとして必死の努力をしている時の顔だから。

「率直に言おう」

　案の定、次に聞こえた銀兵衛の声は、ひどく丸いものだった。

「僕は今とても喜んでいる。君の演説は確かにひどいものだったし、聞いてるこっちはまったくもっていたたまれなかったけど、でもそれを余裕で帳ちよ消うけしにするだけの熱意と、正直さと、誠実さがあって、なおかつ十分に伝わってきた。だから僕は言いたい。心からありがとう、と」

「あ、うん。いやどういたしまして」

「……その反応もまた、ずいぶんとんちんかんだとは思うけどね。だけどそれもまた、姫ひめの小路こうじ秋あき人とという人間の偽いつわらざるカタチなんだろう。そしてそんな男に惚ほれ込こんでしまった僕は、まさに運の尽つきというべきさ」

　ふう、と吐息し、銀ぎん兵べ衛えは自分のほっぺたを何度か叩たたいた。

　それから表情をあらため、僕に向き直り、

「約束しよう。僕も君に協力する」

「協力？　というと？」

「僕と君がよりよい関係を築いていくために、僕は最大限の努力をする、ということさ。なぜなら僕もまた、君と同じく、そうありたいと思っているから。君を憎にくむことも、怒鳴りつけることも、軽けい蔑べつすることもあるかもしれないが、だけどそれでも姫小路秋人を大事に思う気持ちは変わりないと誓ちかう。……まあ今さらあらためて言うことでもないかもしれないが、それでも言葉にするという行為は意味あるものと考える次第だよ」

「……うん。そっか。うん」

　ほっぺたが自然に緩ゆるむ。

　そりゃそうなるよね？　自分にとって大切な相手が、自分と同じことを考えててくれるんだから。嬉うれしくならない方が不自然というものじゃないか。

「だけどね秋人。これだけは忘れないでいてくれたまえよ」

「ん？　何を？」

「君と僕は親友だ。それは間違いない。だけど僕は現状に納得もしていなければ満足もしていないんだ。いま以上のポジションを虎こ視し眈たん々たんと狙っている、ということを銘めい記きしてもらおうじゃないか」

「……つまり？　具体的にはどういう？」

「たとえばその、あくまでも、ほんとうにあくまでもたとえばの話だが。僕は、普通の恋人同士がするようなことを実行するのを、やぶさかではないと思っているのだよ。腕うでを組んだり背中に抱きついたりする以外のことをね」

「えーと。それはつまり、キスとか、それ以上とか？」

「ぐ、具体的な描写は控ひかえてくれたまえよっ、わざわざそこを避けて通ったのに！　悪い癖くせだよ君のそういうところは！」

「ご、ごめん。ついうっかり」

「まったく……僕は君のそういうところが……ええい！」

　言って、銀ぎん兵べ衛えは踵きびすを返し、参道の人混みの中へと駆かけ込んでいく。

「何をぐずぐずしてるんだい秋あき人と！」

「えっ。な、なに、どこ行くの？」

「そんなの決まっている、祭りを楽しみに行くんだよ！　残されたわずかな時間で、あたかも焼き魚の骨をしゃぶるように意地汚くね！　さあ早く！」





　というような次第で。

　銀兵衛はデートの残り時間を、これまでにも増してはしゃいで過ごしたのだった。

　彼女のテンションに付き合って、僕も大いに祭りを楽しんだわけだけど……楽しみながらも心の中でずっと考えていたのは、ただひとつのことである。

　僕と銀兵衛との付き合いが、これからどういうものになっていくのか分からないけど。

　僕が誓ちかい、銀兵衛も誓ったみたいに──どうかより良い関係を、長きにわたって、可能ならば一生、続けていけますように。





八月十三日（ありさの場合）









「いよーう。お盛んだったようじゃねえか、お前さんたち」

　時間ぎりぎりまで遊び、『しらはま』分店に駆け戻ると、炭焼き担当の会長さんが例によってニヤニヤ声をかけてきた。

「すっかり上気してうっすら赤くなった顔を見るに、どうやらついさっきまでイタしてやがったわけだな。うんうん、元気があって大変よろしい」

「……なんかさっきも同じようなこと言われた気がしますけど、そういったことは一切ありませんから。どうしてあなたはそっち方面にばかり解かい釈しやくしようとするんですか」

「かっかっか、いいじゃねえか、若いうちはよくあることさね。むしろあたしゃ気が利かなかったなー、って反省してるくらいなもんでさ。青あお姦かん初心者のお前さんたちに、どうして虫むし除よけスプレーのひとつも渡してやらなかったのか──ってよ。この時期はどこでヤったって藪やぶ蚊かがいやがるからねえ」

「そうなんですよねえ、あいつらどこからともなく近づいてきては、きっちり被害を与えていくんですよねえ。ほんと、必殺仕事人みたいなやつらですよね、プーンっていう羽音が聞こえてくると、死刑でも宣告されたみたいに緊張する──ってそうじゃなくて！　やってませんから！　ぜんぜんそういうことないですから！」

「あ、何なら痒かゆみ止めとか貸してやろうか？　二に階かい堂どう家けに代々伝わる、門もん外がい不ふ出しゆつ、秘伝の塗り薬だぜ」

「せっかくの秘伝をそういうことに使うのやめましょうよ」

　なんて会話を交わしつつ、店の中を確認する。

　……ふむ。客の入りは七割ってところかな。夕方四時という時間帯を考えれば、そんなには悪くない数字だけど。完勝、圧勝、大勝利をめざしてる会長さんからすれば、いささか物足りないだろう。

「ぼちぼち、ってところだわな」

　僕の表情を読み取ったのか、会長さんが肩をすくめて、

「なんせ時間が時間なもんで、完全無欠の満員御礼、ってわけにはいかねえらしい。テイクアウトのお客さんが多くてそっちの方が回転はいいから、経営的には余裕で成功してるんだが……」

「でもお客さんの数が減ってること自体は、あまりいい気分じゃないですよね」

「だな。いい気分じゃあねえ。だが勝負はこれからよ」

　炭火にかけた串くしをくるくるひっくり返しつつ、会長さんは意い気き軒けん昂こうだ。

「むしろ今は、夜の本番に向けてのデモンストレーション、っていうノリさ。事実、あたしを含めたスタッフたちの熟練度も分刻みで上がっていってるし、ここまでは計算どおりってもんよ。完璧なサービスを提供できるようになるまでは、この程度の客入りにとどめておいて、しかるのち一いつ気き呵か成せいに売り上げを増やす──これが当初からの計画ってもんだわな」

「ですね、そうなるようにがんばりましょう。『当初からの計画』とやらは初耳ですけどね僕は」

　どうみても負け惜おしみにしか聞こえない。

　とはいえ、客足の多い時間帯じゃないことは事実。他の露店に目をやっても似たり寄ったりの状況だし、今は雌し伏ふくの時であると諦めをつけ、次なる反転攻勢へ向けて対策を練るのが吉──

「あちゃあ」

　会長さんの嘆なげきの声が聞こえた。

　見ると、串をひっくり返していた手を止め、テントのひさしから空模様を眺ながめている。

　何事か、と釣つられて空を覗のぞき、僕も「あちゃあ」と声をあげてしまった。

　さっきまで快晴だった天に、真っ黒な雲がにわかに湧わいて──かと思うや大粒の雨がぽつぽつと降り始め、たちまち土ど砂しや降ぶりへと転じていく。

　ざざざざああああ
 ──

　熱ねつ帯たい雨う林りんのスコールもかくやの、雨というよりは滝みたいな水すい塊かいの落下。石いし畳だたみを叩たたく雨はビー玉みたいな大きさで、時ならぬシャワーを浴びる羽目になった人々は悲鳴をあげつつ、クモの子を散らしたように四し方ほう八はつ方ぽうへ駆かけていく。

「こいつはどうしようもねえなァ」

　平手でペシャリとおでこを叩き、会長さんが嘆なげいた。

「さすがのあたしもここまでは計算できねえや。神様の配はい剤ざいってことで諦めるしかねえ」

　同感である。

　こうなるともうどうにもならない。雨宿り目的のお客さんを収容しきれば客足が途切れ、あとは閑かん古こ鳥どりが鳴く一方だろう。

　しかも思いのほか雨雲が濃い。十分や二十分で止むような通り雨ではなさそうだ。

　となると問題がひとつ。

「秋あき人とにいさま」

　そう。

　次にデートへ出かける予定だった、彼女のことである。

「すごい雨ですね。ありさ、こんな雨を見るのは初めてかもしれないです」

　となりに駆け寄ってきて空を見上げながら、鷹たかノの宮みやありさは無む邪じや気きに驚おどろいている。

　反面、僕はちょっと途方に暮れていた。

　参ったな。こんな天気じゃさすがに外に出かけるわけにもいかないよね？　火を消したみたいに祭りの活気が静かになっちゃったし、なによりせっかくきれいに着付けた浴衣が台無しになるし。

　解決策としてもっとも妥だ当とうなのは、夕立が過ぎるのを待ち、しかるのちにありさとのデートに出かけることだ。なんせここから先は予定が詰まっている。今は夕方の四時過ぎで中途半端な時間帯だけど、完全に陽が落ちる七時ごろは人出がいちばん多いと予想されてるし、そうなれば遊び歩いてる時間がなくなってしまう。あとは予定を後にずらすぐらいしか策がないけど、すると今度はひとりあたりのデート時間が短くなるわけで、

「にいさま、にいさま」

　ありさが遠えん慮りよがちに、だけどもう待ちきれないといった様子で、袖そでを引っ張ってくる。純じゆん真しん無む垢くなその笑顔が心に痛い。

「ありさとのデートを、始めてもいいでしょうか？　ありさ、この時が来るのを、とてもとても楽しみにしていました」

「……うん、そうしたいのは山々なんだけどね」

　僕はあいにくの空模様を視線で示しながら、

「ほら、どうにもこの有様だからさ。外に出かけるのはちょっと、ねえ？」

「うふ。にいさまはきっとそう言うと思っていました」

　ありさは、彼女にはめずらしく悪戯いたずらっぽい感じで笑い、

「だいじょうぶですよ、何も心配はいりません。なぜかというと、雨なんてデートには何の関係もないからです」

「というと？　濡れねずみになるのを覚悟で特攻する感じで？」

「いいえ、濡れる覚悟なんていらないです」

「……？」

　当惑する僕を見て、悪戯いたずら心ごころが満たされたらしい。

　ありさはぺろりと舌を出してから、正解を発表してくれた。

「ここでデートすればいいのですよ、にいさま。みんなでがんばって経営している、この『しらはま』分店で」

「おおう？」

　その発想はなかった。

　なるほど、ここなら雨に濡れる心配もないし、外に出かける手間もない。ある意味では盲もう点てんともいえるデート先だけど、

「でもさ、やっぱありさも外に出たいんじゃない？　いろんな出店を冷やかして回ったりとか、祭りの見物をしたりとかさ」

「ぜんぜんだいじょうぶです。ここだってお祭りの会場なので、お祭りの空気はぜんぜん楽しめます。それに、にいさまの居るところが、ありさにとっていちばん居たい場所ですから、何も問題はないです」

「おおう。健気なこと言ってくれるねえ」

「それに『しらはま』分店で飲んだり食べたりすれば、お店の売り上げもアップします。雨が降ってお客さんが来てくれない今こそ、ここでデートをするべきだと思います」

　なんと、そこまで考えてくれてるのか。

　さすがはありさ、他に類を見ない良い子っぷりだぜ……！

「よしわかった。じゃあここでデートしよう」

「はいっ、そうしましょう」

「そしてありさは良い子だから、あとでごほうびに頭を撫なでてあげよう」

「わあい、ありがとうですにいさま！」

「それと飴あめちゃんもあげようね。雨が降ってるだけに」

「……？　雨が降ってると、どうして飴をもらえるのですか？」

「いやごめん。今のなし。忘れて」

　純じゆん粋すいに無む菌きん培ばい養ようされてきた彼女は、どこまでも真まっ直すぐで真面目なので、冗談があまり通じないのだ。というか僕が安直すぎた。飴と雨をかけるなんてベタにもほどがある。ろくに考えもせず条件反射で発言するのはよくないな……。

　ともあれ。

　そういう事情により、僕とありさはお客さんとして『しらはま』の一隅に腰こしを据すえることとなった。

「かっかっか。いいんじゃねえのかい、たまにはそういう趣向もよ」

「わたしは賛さん成せいできません。お兄ちゃんがわたし以外の誰かとデートするというだけでも、譲じよう歩ほに次ぐ譲歩を重ねているというのに、その現場を目の前で見せつけられるなんて！」

「相変わらず度量が狭いわね、あなたという人は。わたくしなどは、ありささんを目の前で鑑賞できる時間が増えることに、喜びすら感じているというのに」

「まあ事実上、他に選択肢はないんじゃないかな？　メリットは十分にあるんだし、唯一の選択肢にしてはむしろ恵まれてる方だと思うね僕は」

　反応はそれぞれながら、他の仲間たちも容認してくれたようだ。おかげでみんなに見られながらデートしなきゃならない居心地の悪さも、いくぶん軽くなる。

「とりあえず何か注文しようか。ありさは何がいい？」

「なんでもだいじょうぶです。にいさまと一緒に食べられるなら！」

「オーケー。──それじゃ会長さん、焼き鳥を何本かお任せでお願いできますか。あとウーロン茶をふたつ」

「あいよっ」

　腕うでまくりしてウインクする会長さんにあとは任せて、空いてる席に座った。

　ありさもちょこんと僕のとなりに座り、「えへへ」とこちらを見上げてくる。

　その頭を約束どおり撫なでてあげながら、

「しかしまあ、これをデートってことにするのは心苦しいものがあるなあ」

「？　なぜですか？」

「いやだって、ちょっと特別感がないというか。ある意味これって、学生寮りようの食堂でごはん食べてるのと変わらないよね？　周りに秋あき子こも那な須す原はらさんも銀ぎん兵べ衛えも会長さんもいるわけだし」

「でも、いつもは浴衣を着ていないです」

「そりゃそうだけど」

「それに、これまでにいさまと何度もお出かけをしたことはありましたけど、デートの名目ではなかったです。だからありさにとっては、今日は特別です。これはにいさまとの初デートなのです」

「ふむふむ、そっか」

　なんともいじらしいことを言ってくれる。これはいずれ、埋うめ合わせにちゃんとしたデートをしてあげなきゃいけないかな──なんて思っていると、

「だまされてはいけませんよお兄ちゃん」

　ウーロン茶を運んできた秋あき子こがジト目で、

「お兄ちゃんはいま、ありさちゃんに同情したでしょう？　同情して、また別の機会にありさちゃんとデートしてあげよう、なんて思ったでしょう？」

「おっ、すごいな秋子。まさにその通りだよ、そんな風に思ってたよ。さすがは僕の妹だなあ、秋子にかかれば僕の考えてることなんてぜんぶお見通しなんだなあ。うーん素晴らしいね、僕はお前のことを誇りに思うよ」

「えへへそれほどでも──じゃなくてですね。わたしはお兄ちゃんに警告してるんです」

　むむむううっ、と顔を近づけてきながら、

「ありさちゃんは見た目よりずっとしたたかな子です。人じん畜ちく無む害がいな顔をして、心の中では何を考えているか知れたものではないんです。間違いありません」

「そう考える根拠は？」

「女の勘です」

「うわー。説得力ねえー」

「そんなことはありません。わたしの動物的な勘は、ありさちゃんが危険人物であることを声高に告げています」

「それは僕にとっての危険人物なんじゃなくて、お前にとっての危険人物、って意味じゃないの？」

「とにかく！」

　むぬぬぬぬうううううう
 っ、とさらに顔を近づけながら秋子。

「場所が場所なので滅多なことはないと思いますが……あからさまな生徒会長や、とことん意味不明な那な須す原はらさんや、明らかに恋愛初心者の銀ぎん兵べ衛えさんなんかより、ずっとずっとありさちゃんの方が要注意なんです。重ね重ねにも用心してください」

「いやだから。それってお前のごく個人的な『要注意』だろ？」

「とにかく伝えましたからね？　かわいい妹の親身な忠告を、ちゃんと心しておいてくださいよっ？」

　ぴしゃりと言い置いて、急いで仕事に戻っていく秋あき子こだった。

「……だ、そうだけど」

　ウーロン茶のコップに口を付けながら訊きいてみる。

「目の前でさんざん批判された側のコメントを、どうぞ」

「はい。秋子ねえさまの言うとおりです」

　ありさは笑いをこらえながら、

「実はありさ、ものすごい肉食獣なんです。隙すきあらば秋あき人とにいさまのことを食べてしまいたいと思っているので気をつけないといけませんよっ。がおー、がおーっ」

　うむ。

　実にかわいい。そしてあしらいが上う手まい。

　これじゃあどっちがお姉さんか分からんよな……秋子はもうちょっと大人げというものを覚えるべきじゃないかな？

　そんなことを考えながら、焼き鳥が焼き上がってくるのを待つ。

　つらつら店の様子を見ていると、仲間たちの動きにそれぞれ個性があって、眺ながめているだけでもけっこう新鮮なことに気づく。

　会長さんは手際よく串くしを炙あぶり、炭火を調整し、暇を見つけては土ど砂しや降ぶりの中でも客引きの声をかけ、首尾よく引っかかったお客さんに如才なく対応し、威勢のいい冗談で笑わせたりもしている。どうみても素人とは思えない芸幅の広さであり、頼り甲が斐いのありっぷりが半端ない。

　銀ぎん兵べ衛えは料理の腕うで前まえを生かし、主に会長さんのサポートに回っている。肉に串を打つ、炙った肉を返す、肉に塩をふる、といった手際は、学生寮りようのメインシェフを張っているのが伊だ達てではないことを物語っている。もちろん手が空いたのを見てはテーブルを片付けたり、洗い物をしたり、肉やドリンク類の補充をしたりと、小さな身体を大きく使って小まめに働いているようだ。

　那な須す原はらさんに目を転じると、どうやら彼女は自分の適性を正しく把握しているらしい。調理や片付けには一切まわらず、ひたすら接客に徹している。那須原さんの突飛なキャラクターで果たして接客など務まるのか、という不安はまったくの杞き憂ゆうで、むしろ彼女の口調や性格はお客さんに大受けしているみたいだ。あちこちのテーブルを回っては、老ろう若にやく男なん女によを問わず自分の話術に引き込み、引っ張りだこになっている。

　一方で秋子はどうかというと、これはもう完全にオールラウンダー。銀兵衛の守備範囲をさらに広げた感じで、時に焼き手に回り、時に仕込みに回り、時に客の相手になり、時に洗い物をし、時にお勘かん定じようをしたりと、八面六臂の大活躍。かゆいところに手が届く、というのはまさにこのことで、よく視野を広くし、よく仲間を補佐しているようだ。その気になればこういう振る舞いもできるんだよなあ……僕が絡むことじゃなければ。

「お待たせしました、お兄ちゃんっ」

　その秋あき子こが焼き上がった串くしの皿を持ってきた。

　レバー、砂すな肝ぎも、ねぎま、せせり、手て羽ば先さきの五本。どれもほどよく焦げ目がついていて、脂の焼ける芳ほう香こうをたっぷりと纏っている。すべてタレではなく塩。タレはどうしたって専門店には負けるからね、消費者として注文するなら断然塩がいい。

「とりあえずこれだけです。残りはいま焼いてるところです」

「うんうん、ありがとね。すっごいおいしそうだ」

「お兄ちゃんも知っての通り、うちは味優先で、時間をかけてゆっくり焼いてるものですから。残りのお品は遅れてしまう可能性があります」

「だね。そこは仕方ないね」

「ですが心配は無用です。スタッフであるわたしの権限を駆く使しして、他のお客さんより優先して調理しますから」

「そういうことを堂々と言うなよ他のお客さんがいる前で」

「あと、オマケのサービスもたくさんつけます。具体的には、串をあと五十本ほど持ってくる予定です」

「本来の注文より多いだろそれ」

「それだけ飲んで食べてして、お代は百円ぽっきりです」

「……こっちは店の経営を助ける意味も兼ねてここで飲食してるのに、それじゃ完全に台無しだよね？」

「ではごゆっくりどうぞ！」

　僕の苦言をことごとく聞き流して、秋子はテーブルを離れていく。『いいことした』感たっぷりのドヤ顔で。

「やれやれ。相変わらずアレだなあいつは……」

「でも、とても楽しい人です」

　ありさは串をバラして取り分けてくれながら、

「それに裏表がなくて、とても心がきれいな人です。すごく真まっ直すぐで、感情を素直に出してくれるので、たとえけんかをしても、意地悪をされても、ぜんぜん嫌な気持ちになりません。これはすごいことだと思います」

「まあそうだね。あいつの特技だよなそのへんは」

「あまり言いたくないですが、ありさの周りには、秋あき子こねえさまと正反対な人たちもたくさんいたので。だから秋子ねえさまのそばにいると、いつもすごく穏おだやかな気持ちになります」

「……ふむ」

　その言葉で僕は久方ぶりに思い出した。

　ありさは小さいころからとても利発な子で、見目も愛らしく、しかも鷹たかノの宮みや家けの息そく女じよだったから、彼女を利用しようとする輩が後を絶たなかったのである。優しくて親切な子だけに、ありさはそういう連中をあまり無下にできなくて……それで僕が間に入って壁役になることも多かったんだよね。

　おかげでありさから見た僕の印象がよくなったというか。親が勝手に乗り気になっている婚約話なんかにも、ありさはまんざらでもない様子だったりとか。うれしくもあり困りもする状況が生まれちゃったんだよなー。

「なので、ありさはいつも思ってるんです」

　串くしをバラし終えて、ありさは微笑ほほえむ。

「ありさは秋子ねえさまのことが大好きなので、いつの日かありさの本当のお姉さんになってくれるといいな、って」

「そうだねえ、でも残念ながらありさは鷹ノ宮家の子だからなあ。秋子の妹になるのは難しいんじゃないかな」

「だいじょうぶです。近い将来ありさと秋あき人とにいさまが結婚したら、自然にそうなりますから。えへ」

「……そういう話はあいつの聞いてるところでしないでくれよ？　面倒になるから」

「心配ご無用です。秋子ねえさまは今お仕事がいそがしそうですから、こちらの話を聞いている余裕はないと思います。ところで──」

　にっこにっこ笑いながら、

「今日はありさにとって、待ちに待った、にいさまとの初めてのデートです」

「ん、そうだね。そういうことになるかな」

「にいさまがありさとデートをしてくれるのは、とてもめずらしいことです。なのでぜひ、今日はデートらしいことをしたいと思います」

「というと？」

「ありさ、にいさまと『あーん』をしたいです」

「ほほう……」

　気のせいかその瞬間、テント内の空気が変わったような。

「そっか。あーんがしたいのかありさは」

「はい、したいですとても」

「だけどねありさ、それはけっこうハードルが高い行為だと思うわけだ。他の人の目がたくさんあるわけだし」

「でもこれは、デートなので。ちゃんとデートらしいことをしないと、デートをしたとは言えないと思います」

「また別の機会にしない？　たとえば寮りように帰った時に、とか。何なら今日の祭りが終わった後とかさ」

「それだとお祭りの空気が味わえないです。今ここでやらないと、夏祭りデートとは言えなくなってしまいます。雨が降っているので外には出られないですし、ありさとのデートの時間は、残念ながらあまり長くはないです」

「まあそうなんだけどねえ」

　劣れつ勢せいを自覚する僕だった。

　理屈としてはありさの方が正しいんだよな……それに秋あき子こならもっと無む茶ちやな要求をしてきそうなところを、割と妥だ当とうなラインで収めてくれてるし。

「ささ、にいさま。冷めないうちにぜひぜひ」

　照れ照れしながらも、ぐいぐい押してくるありさ。

　こうしてちゃんと自分の希望を口にするあたり、海外経験の長かった賜たま物ものだろうな。留学の経験は彼女にとって確かなプラスになってるわけだ……できれば今この場では成果を発はつ揮きしてほしくなかったけど。

　やむをえない。

　可愛かわいい妹分の頼みだし、ここは聞いてあげるとしよう。ありさにはたくさん不義理もしてるから、そのくらいはサービスしても罰ばちは当たらないはず。

「よしわかった。今日はありさの言うことを聞く、いいお兄ちゃんになろうじゃないか」

「わあ、ありがとうございます！　わあい！」

「そんじゃ口を開けて。──あーん」

「あーん♡」

　砂すな肝ぎもを箸でつまんで口に運ぶと、うれしそうにパクリとするありさ。

「おいしい？」

「はいっ、おいしいです！」

「レバーもいっとく？」

「はいっ、いっておきます！」

「そんじゃはい、あーん」

「あーん♡」

「おいしい？」

「はいっ、おいしいです！　にいさまが食べさせてくれるので、ただでさえおいしいものが、世界でいちばんおいしくなります！　ありさ、こんなおいしいものを今まで食べたことがないです！　世界遺産に登録してもいいと思います！」

「さすがに大げさだと思うけど、おいしいなら何よりだ」

「はいっ、なによりです！　──では、次はにいさまの番ですね」

「え。僕？」

「はい。にいさまにも、ありさがあーんをしてあげます」

「いや、それはちょっとさすがに……ねえ？」

「でも、ありさからお返しのあーんをするのとしないのとでは、デートらしさがぜんぜんちがってくると思います。あーんをしあってこそ、本物のデートです。ささ、口を開けてくださいにいさま」

「……まあしょうがないか。あーん」
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「はい、どうぞ♡」

「ふむ。うまいね。コリコリしてて脂がじゅわっとしみ出てきて」

「はい、とてもおいしいですよね。次は何をあーんしましょうか」

「じゃあねぎまをいただこう」

「はい、よろこんで。ねぎとお肉を、いっしょに食べますか？　それとも別々に？」

「いっしょに食べようかな。あとお塩もちょっと足して」

「はい、それじゃあどうぞ。あーん♡」

「あーん」

　うーむ、気のせいだろうか。

　さっきから妙に視線を感じるな。それも複数かつ、見知った気配が多い気がする。なかでも肉親っぽい視線と、長年の友人っぽい視線が、特に鋭するどいような。

「それではにいさま。ありさ、次はせせりを食べさせていただきたいです」

「え。まだやるの？」

「はい、せっかくですから。今日は秋あき人とにいさまが、いつも以上に良いにいさまになってくれるそうなので、ありさもたまには甘えさせてもらいたいな、って思います」

「それを言われると弱いな。それじゃあ……はい、あーん」

「あーん♡」

「つくねとナンコツとハツお待たせですッ」

　僕とありさの間を割って入るようにして焼き鳥の皿が置かれた。

　見れば、ジト目の秋あき子こが口をへの字に曲げて、

「だから言ったじゃないですかお兄ちゃん」

「……う？」

「ありさちゃんは見た目よりずっとしたたかな子だから気をつけてくださいね、って警告したでしょう？　なのにお兄ちゃんはあっさり策略にはまってしまって……正妹としてわたしは大変に情けないです」

　憤ふん然ぜんと腕うでを組み、なおも糾弾してくる。

「もちろん敵ながらあっぱれだとは思いますよ？　ありさちゃんはその人じん畜ちく無む害がいさでもって見事にお兄ちゃんを籠ろう絡らくし、公衆の面前であーんをさせるという、誰も成なし遂とげたことのない快挙を果たしました。ですがお兄ちゃんもお兄ちゃんです。物事の筋というものを通していません。まったくもってわたしは恥ずかしいです」

「まあ……確かにね、あんまりみっともいいことじゃないのは認める。どこぞのバカップルじゃあるまいし、いろんな人の見ている前であーんをするのはちょっとアレだよね。その点は反省しよう。でも今回は例外的な──」

「そんなことはどうでもよくて！」

　どんっ、と机を叩たたき、秋あき子こが吠える。

「あーんをするなら、かわいい妹であるわたしが先でしょうっ!?
 」

「……それのどこが『物事の筋』なわけ？」

　正義のせの字もない、単なる私し利り私し欲よくからくる私怨だと思います。

「とにかく、ありさちゃんが危険人物であることが、これでいよいよ証明されました」

「そうかなあ。どうかなあ」

「それぞれのデート中はお互いに手も口も出さない、という密かに結んだ紳士協定がありますし、これだけ監視の目がある中ではやれることも限られるとみて、この場は引きますが。どうぞ気をつけてくださいお兄ちゃん。無毒な妹キャラの態をしておいて、ありさちゃんはぜったいにとんでもない子ですから」

「……ありさからしたら、明らかに有毒なリアル妹のお前にだけは言われたくないセリフだと思うんだけど？」

「では伝えましたからね？　ちゃんと忠告しましたからねっ？」

　何度も念押ししつつ、なおも未練たらたらに、秋子は仕事に戻っていく。

「……いやー。ごめんなありさ」

「？　なにがですか？」

「せっかくのデートなのに、こんなノリになっちゃってさ。やっぱ場所が悪いよなあ……いずれまた、どこかで埋うめ合わせをしなきゃな」

「それはちがいますよにいさま」

　ありさは首を振って、

「またデートしてもらえるのはとてもうれしいですし、ぜひぜひお願いしたいですけど。でも、にいさまが謝ることなんて何もありません。そもそもありさは、このデートをとても楽しんでいます」

「うーん。とはいえ、ねえ？」

「むしろありさとしては、にいさまがそんな困った顔をすることの方が、ずっとずっと気になってしまいます。だから、どうか」

　そこまで言われてしまうとぐうの音も出ない。

　何歳も年下の女の子に気を遣わせてしまって、己の不明を恥じるばかりである。

「あと、もうひとつ言いたいことがあるのですが、いいですか？」

「ん？　なに？」

「まず、ありさは危険人物ではありません」

「そりゃそうだ。ありさが危険人物だったら、他の人間はみんなスネに傷のある前科者ってことになる。そんなの分かりきってるよ」

「それと、ありさはいつだって、秋あき人とにいさまがいちばん大事ですから。なので、なにをするにしても、にいさまのことをいちばんに考えて行動します」

「ありがたいな。ありさにそこまで言ってもらえるのは冥みよう利りに尽つきる」

「でも、ありさだってオンナなのです」

　ぺろりと。

　一センチだけ舌を出して、ありさは悪戯いたずらっぽい表情をつくる。

　新鮮な驚おどろきが僕の脳のう髄ずいを一撃し、それを見たありさがいっそう目を細めて、

「ですから、にいさまのおそばにいるためなら、にいさまのおそばにいちばん近い存在でいるためなら、たくさん頭を使って、いろんなことをします。なのでにいさまは、ちゃんと覚悟をしておかないといけないのです。なぜならありさだって、にいさまのことが、誰よりも大好きだからです」

「────
 」

　そっか。

　いやそうだよなあ。

　小さいころから成長を見守ってきたし、彼女にとっていちばん近い存在でいたという自じ負ふはあるけれど。近ければ近いだけ近きん眼がんになりやすい、というのもまた事実。

　今日の今日まで気づかずにいたよ。

　いや。わかってたはずで、見えてもいたはずなのに、頭がついていかなかったんだ。

　誰しも、どんな偉人や聖人君子でも、未来永劫に変わらないままではいられない、ということに。

　僕の知らない海外留学の間に、あるいは僕もいっしょにいたはずの学生寮りようでの暮らしのうちに、ありさも少しずつ、だけど確実に変わっていたんだ。

　ましてや彼女は十二歳。人生でいちばん変化の大きい時期のまっただ中にいる。おまけに彼女の周りに群がっているのは、指折りの個性的な連中ばかりなのだ。

　ありさだけじゃない。

　秋あき子こも、那な須す原はらさんも、銀ぎん兵べ衛えも、会長さんも。そして間違いなく僕も。いっしょに暮らし始めてから数すうヶか月げつ、いろんな変化があった。

　これからもきっと変わり続けていく。

　それらの変化を成長と受け取るのか否いなか、あるいは吉とみるか凶とみるかは、僕の度量次第なのだろうけど、

「ところでにいさま」

「ん？　なに？」

「久しぶりに、ひざの上だっこをしてはもらえないでしょうか」

「え、なんでまた急に？　しかも今この場で？」

「むしろありさとしては、ずっと長いことひざの上だっこをしてもらえなかったことに、不満を感じています。なのでぜひ、今この場で」

「いやそりゃね、昔はよくやってあげたけど。今はもうありさも大きくなったし」

「それはおかしいと思います。なぜならにいさまは、いつもありさのことを子供あつかいするからです。なのにこういう時だけ大人あつかいするのは、ちょっとずるいのではないでしょうか」

「む、いや、うん。むう……」

「それでもだめだと言うのでしたら、ありさはさらなる必殺技を使います」

「必殺技って？」

「父さまと母さまに、秋あき人とにいさまからひどい目にあったと報告します」

「いやそれはちょっと……ていうか僕はひどい目になんかあわせてないでしょ？　いつもありさに優しくしてるでしょ？」

「ではそのことを父さまと母さまに報告してください。にいさまご自身で」

「いやいやいや。それはもっと具合が悪い。あの人たちにはあんまり顔を合わせたくないんだ……わかった、わかったよ。望みどおりにしてあげるからこっちにおいで」

「わあい♡　ありがとうですにいさまっ」

　ぱあっと表情を輝かせ、いそいそとひざの上に乗ってくるありさだった。

　それと同時、さっきから複数の方向より刺さってきていた視線が、さらに鋭するどさを増したような気がする。心臓をえぐるようなこの感じは、いやあじつに刺激的だね。有り難すぎて涙が出てくるよ。





　──という次第で。

　ありさとのデートは、終始彼女がリードする流れで進んでいった。

　僕が世話になっていた鷹たかノの宮みや家けの息そく女じよであり、良くも悪くも関係が深く、なおかつお互いにやや微妙な立場同士であるからして、そのあたりをチラつかせられるとかなり不利なネゴシエーションを強いられるというか。そもそも僕はありさに弱いので、ちょっとでも押しを強く出られると、あっさり白旗をあげてしまうというか。

　僕の婚こん約やく者しやであると公言しながら、これまでその点を強くはアピールしてこなかったありさだけど。彼女が本気で大攻勢をかけてきたら、たぶん僕はきりきり舞いさせられるんだろうな──そしてどうやらそんな日が来るのも、そう遠いことではなさそうだな──なんて考えつつ、

「それではにいさま、あーんをまたお願いします」

「はいはい。あーん」

　さっそく手玉に取られている僕なのだった。

　雌し伏ふく状態の長かったありさだけに、いったん動き出すとたいへん押しが強そうだ。どうにも先が思いやられそうである……。
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八月十三日（アナスタシアの場合）









　いささか時間は要したものの、ようやく夕立が収まったのは午後五時を過ぎたころ。

　雨雲が途切れ、雲の切れ目から西日が差し込み、遠のいていた客足がぽつぽつと戻りつつある。

「よっしゃよっしゃ。これでようやく商売になりそうだねェ」

　文字どおり夕立に水を差され、不運を託かこっていた会長さんが（とはいえ僕とありさがちょくちょく注文してたこともあり、決してヒマではなかったはずだけど）、腕うでまくりをして身を乗り出し、

「もし仮に雨が続くようだったら、さすがのあたしもお手上げなところだったけどよ。こうなりゃどうにかノルマ達成も見えてくるってもんだ。いよーっし、焼くぞお、売るぞお、稼かせぐぞお」

「……前々から思ってたんですけど。そして口にもしましたけど」

「ん？」

「会長さん、なんか今回気合入ってますねえ」

「おうよ。あたしゃお祭り女だからな」

　袖そでをまくり、意外なほど白い二の腕に力こぶをつくってみせながら、

「大勢の人間が集まって、騒いで、一日中楽しむってのは、理屈抜きにいいもんだ。その助けになり、助けになることでこっちも楽しめるなら、なおさらいい。いっそのこと祭りの最中に生まれて祭りの最中に死ねるなら、世の中にこれ以上の幸せはねえだろうな」

「ははあ。ほんとにお祭り好きなんですねえ」

「んだな。つーかよ、そもそもあたしは今回の企画の言い出しっぺだし。あたしが先頭に立ってやらなきゃ誰もついてこねえってもんよ。部下どもに自分の背中を見せつけて、以てお手本とするのが、リーダーにあるべき姿ってもんだ」

「ふむふむ、さすがは会長さん。男前ですねえ」

「というわけでデートは後回しだ」

　包ほう丁ちようと串くしをふるって追加の仕込みをしつつ、会長さんはあっけらかんと言った。

「え？　後回しって？」

「お前さんとあたしのデートだよ。順番でいえば今の時間はあたしの番だったはずだが、この際はしょうがねえ。商売に徹して今回はパスしよう」

　ちょっと予想外の展開である。

　冷静に考えればどうということのない話なのだけど、僕はついあわてて、

「いや、でもいいんですか会長さん？　そんなあっさり権利を放ほう棄きして」

「おうおう、言うじゃねえかお前さん。まるでなんだ、誰しもが無条件でお前さんとデートしたがってると、信じて疑ってねえみてえじゃねえか。ん？」

「あーいや。そういうわけじゃないんですけど」

「いつも言ってることだが」

　会長さんは僕の反応を面白がりながら、

「あたしゃな、あくまでも自分の器量でお前さんを口説きたいと思ってる。誰かから与えられた権利をきっかけにお前さんをゲットしたところで大した面白みもねえ。そういうのは奥手な部下どもにくれてやりゃあいい」

「は、はあ。なるほど」

「それに今は店の仕事が最優先だ。夕立でロスした分を取り返したいし、そのためにはメイン戦力のあたしが外れるわけにはいかねえな。……ま、祭りのピークが過ぎたころに少しはヒマもできるだろう。もしそうなったら、その時にゆっくりお前さんとふたりで過ごすのも悪くねえ」

　そっか。そうだよな。

　こういうところがあるんだよな、この人って。妙に責任感が強いというか、自分のことは二の次にして大たい局きよくを優先しようとする傾向があるというか。だからこそ名門の学園で、クセのある部下を率いながら生徒会長をやれてるんだろうけど。

「というわけで繰り上げだ」

　会長さんは僕の肩を叩たたきつつ、後ろを振り返って、

「おーい副会長。話は聞いてたよな？　お前さんの出番だぜ」

「……相変わらず勝手に決めてくれるわね」

　お客さんとのトークに花を咲かせていた那な須す原はらさんが、無表情ながらも鼻白んだ様子で、

「見事なまでに自分の都合ばかりで、まったく他人の都合を考えていないわ。出番だと言われてすぐさまハイそうですかと登場できるものではなくてよ。お笑いはもっと繊細なものなのだから」

「かっかっか、そいつは悪かった。確かにお前さんのお笑いは細かな準備とか儀式が必要かもなあ。神事の前に禊みそぎをするシャーマンみたいに、手順をこなさなきゃならないんだろうぜ、きっと」

　何の話だよ、ていうかんなわけあるか、と心の中で突っ込む僕をおいて、

「なんなら長めにデートしてきてもらっても構わねえ。あたしの分をお前さんにくれてやる、ってことでさ。単純計算で他の連中よりも倍の時間を楽しめるんだぜ？　しかも店がいちばん忙しくなるであろう時間帯に。悪くない話だと思うが」

「先ほども言ったばかりよ、それはあくまでも生徒会長の都合であると。わたくしの都合にとってははた迷惑なばかりだわ」

　それを聞いてすかさず「だったらわたしが！」と手を挙あげた秋あき子こは全員から黙殺され、那な須す原はらさんはあごに手を当てて考える。

　結論が出るまでそう長くはかからなかった。

「いいわ。提案を受け入れましょう。……あっきー」

「うん？」

「聞いての通りよ。さあ行きましょう」

　決断すれば行動は早かった。

　浴衣のたすきを解ほどき、私物を入れたポシェットを持ち、すたすたとテントを出て行く。

「何をぐずぐずしているのあっきー。愚図はわたくし嫌いよ」

「あ、うんごめん、ちょっとまって」

　早歩きで先へ行ってしまう那須原さんをあわてて追いかける。

　彼女のとなりに並びかけるころにはもう、僕らは参道の雑踏の一部となっていた。

　夏祭りのコアタイムをひかえて、神社の境内は刻一刻と人影を増していっている。夕立に冷やされた空気が頬ほおを撫なでていき、そのひんやりとした感覚が心地よい。

「ええと。とりあえずどこ行こうか那須原さん」

「…………
 」

「まずは腹ごしらえかな？　ずっと働きづめだったろうし、せいぜいつまみ食いぐらいしかできなかったろうし。おすすめのたこ焼き屋があったから、そこ行ってみようか？」

「…………
 」

「あ、それとも甘いものの方がいいかな？　糖分を摂取するとすぐにエネルギーに変わるから、お腹なかが空いてるならそっちのが効果的かもだし」

「…………
 」

「いやいやちがうな、そうじゃないか。そもそも働いて疲れてるんだったら、何よりもまず休息が必要だよね？　よしきた任せといて、いい場所知ってるからそこに連れてくよ。あそこならゆっくり休めるし、見晴らしもいいし」

「…………
 」

「えーと。那須原さん？」

　無言でどんどん先へ行ってしまう副会長のあとを、僕はひたすらついていく。いったいどこに向かっているのやら──というか彼女、ずっと無言だけど機嫌悪いのかな？　自分の意に沿わぬ形でデートが始まったことに異を唱えてたし、現在おかれてる状況に不満を抱いているのだろうか。

　いや、そもそも今回のローテーションデートについて、那な須す原はらさんはどう思ってるんだろう？　彼女以外のみんなは光栄なことに、僕とのデートに積極的な様子だったけど、那須原さんはその点について特にコメントすることも、意思表示することもなかった気がする。ローテーションの提案を最初にしたのは確かに彼女だけれど……。

「お腹なかがいっぱいでしょう」

「え？」

「ブラコン妹と、ぎんぎんと、ありささん。この三人とデートして、デートするたびに何か食べていたのでしょうから、まさか現時点で空腹ということはないはずだわ。ちがうかしら」

「あーいや」

　ご明察のとおりだ。おっしゃるように、実を言うとかなり食欲は満たされてしまっている。秋あき子こと銀ぎん兵べ衛えのデートでは露店をハシゴして食べ歩き、ありさとは焼き鳥をずっとつまみ食いしてたから、お腹が空いているはずもない。

「そんなコンディションのあっきーと食事をしたところで、楽しい時間を過ごせるとは思えないわ。それにわたくしも十分に食事はとっているから気にしないで結構よ」

「でもせいぜいつまみ食いができた程度でしょ？」

「そんなことはないわ。接客中にいろいろと食べたから」

「接客中に……？」

「わたくしのトークを気に入ったお客さんが、あれこれと食事をおごってくれたのよ。むしろ食べすぎで浴衣の帯を緩ゆるめたいくらいだわ」

　なんと。そんなことになっていたのか。

　ていうかお客さんに気に入られておごってもらうとか、なんかキャバクラみたいだな、と思わなくもない。

「でもよかったよね、そんなに気に入ってもらえたなら。正直なところ那須原さんって、今回は肩身の狭い思いをするんじゃないかって心配してたんだけど」

「ふ。わたくしが本気を出せばざっとこんなものよ。わたくしのトークにめろめろになった男性たちにたっぷりおねだりして、お店の売り上げをずいぶんと上げたわね。おそらくそういう意味の貢こう献けん度では、わたくしが仲間内でナンバーワンではないかしら」

「ほんとにキャバ嬢だねそのやり口」

「シャンパンのボトルでもあれば、もっと搾り取れたでしょうね」

　同意だけど、名門の高校生が水商売をやるのはさすがに問題だろう。

「そしてもうひとつ重要なことには」

　なおもすたすた歩きながら那な須す原はらさん。

「お客さんからおごられることによって、仕事中に栄養補給を済ませたこと。これには重要な示唆が含まれているわ」

「と、言いますと？」

「なぜなら今回は、わたくしにとって一世一代の舞台になるでしょうから──事前に十分な栄養をとっておき、本番のために備えるという深遠な計画があったことを、ここで強く主張しておきましょう。後々になって、すべてがわたくしの計画通りであったことをドヤ顔で誇るために」

「な、なるほど」

　そんなに僕とのデートに期待してくれてた、ってことだろうか。だとすれば身の引き締まる思いである。最善を尽つくして期待に添えるようにせねば。

「それはそうとしてさ那須原さん」

「なにかしら」

「これ、どこに向かってるのかな？　さっきからあてもなく歩き続けてるように見えるんだけど」

「…………
 」

　また黙だまってしまった。

　どころか、足の回転がさらに速まり、ほとんど駆かけ足みたいな有様になってしまった。

「えーと……」

「あっきーに伝えておかねばならないことがあるわ」

　不意に那須原さんが背中で語る。

　少し早口気味に、

「わたくし実は突発事態に弱いのよ」

「はあ」

「この時間に、あなたとこうして出歩くのは予定になかったから。なのでこうして歩き回って間を取りつつ、今後どうするかの作戦を練っているのだわ」

　なにを言ってるのかよくわからない。『え、今さら？』という感がありありだ。もっともこの人の言ってることを正確に理解できたためしはほとんどないが。

　でも言われてみれば、彼女のうなじのあたりが、ほんのり赤く染まっているように見えなくもない。もちろん西日に照らされた影響だと言われたらそれまでなんだけど。

　ふむ。

　なんか意外だな。

　というかデートそのものについては彼女、どうやら否定的でもないようで。その点についてだけはちょっとホッとするよ。でなきゃ責任感じちゃうしさ。

「作戦がまとまったわ」

　胸をなで下ろしている僕へ、那な須す原はらさんが言う。

「この作戦であればどうにかなるでしょう。最良の策、最善の策であり、なおかつ唯一の策であると断言して憚はばからないわ」

「へえ。自信ありそうだね」

「当然でしょう。このわたくしは生まれてこのかた自信がなかった瞬間などないし、常に確信に満ちた人生を送っているのだから」

「まさに大した自信だ──って素直に褒めたいところだけど。そもそも作戦って何の話？」

「決まっているわ。降って湧わいたこのデート時間を、いかにして過ごせば有意義になるのか、そのプランを綿密に練っていたのよ。ふふ、これだけ脳内でシミュレーションをこなせば、決してミスをすることはないと自信をもって断言できるわ」
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「……そう言ってる時点で自信がないことが証明されちゃってる気がするけど突っ込まないでおくとして。けっきょく君の作戦によれば、この先僕らはどうすることになったのかな？」

「このまま歩き続けましょう。このままのルートで、このままのスピードで、特にあてもなくぶらぶらと。そうしてトークに花を咲かせるのが、今のわたくしたちにとって最大限に有意義な時間の過ごし方よ」

「…………
 」

　それ、ほんとに熟慮した結果なの？

　と思ったけど、これも腹に飲み込んでおくことにする。

「いやーそれにしても」

　話題を変えよう。

　トークに花を咲かせるのがベストだというならご要望にお応えして、可能なかぎり全力でおしゃべりに付き合うのがいい。

「よくよく考えればさ、これって初めてのことだよね」

「初めてとは何のことかしら」

「君とふたりでお出かけするのが、だよ」

　秋あき子こ、銀ぎん兵べ衛え、ありさ、と連続してデートしてきたけど。この三人とは実は、何だかんだでふたりきりで外出したことがある。秋子は妹だから言わずもがな。ありさも妹同然だからそれに準ずる。銀兵衛も長年の親友だから、デートかどうかはともかくとして、ふたり連れだって出歩いたことは何度もあった。

　だけど那な須す原はらさんとはそういう経験をしていない。あとは会長さんともしてないかな。

「なのでこう、これまでとはちがって、ちょっと緊張するよね。何をしゃべって何をしたらいいのか迷うというか」

「異なことを言うわねあっきー。わたくしとあなたがふたりきりの時間を過ごすことなんて、過去を遡れば何度もあったでしょう」

「まあそうだね。けっこうあったよね」

「たとえばあっきーが風邪で寝込んだ時。わたくしはあなたに付きっきりで熱心な看病をしたものだわ」

「うん、そんなこともあったね。熱心だったかどうかには疑問符がつくけど。あと、あの看病によってどのくらい僕の体調不良が改善したかは疑問だけど」

「たとえば学生寮りようの大掃除をしている時に、わたくしとあっきーはふたりきりで庭の掃除をしたこともあるわ」

「なつかしいね。もっともあの時は那な須す原はらさんがずっと居眠りしてて、掃除らしい掃除を何もしてなかったように記憶してるけどね」

「たとえばとある郊外型のショッピングモールにおいては、わたくしとあっきーが運命的な邂かい逅こうを果たしたこともあったわ。まさにあの時こそ『アナとあっきー』の伝説が歴史に名を刻んだ瞬間だったわね」

「あれって別に君と出かけたわけじゃないし。たまたま偶然あそこで出会っただけだし」

「ともあれ」

　強引に流れをたぐり寄せる那須原さん。

「それだけふたりきりの時間を過ごしていれば、もはや初デートかどうかなんて些細な問題よ。むしろ夫婦も同然と言っても過言ではないわ」

「いや過言だと思うよ？　これ以上ないくらいに」

「夫婦めおと漫まん才ざいもいいものよ」

「一体なんの話をしてるんですか」

「つまりわたくしが言いたいのは、初デートだからといって緊張する必要はない、ということなのよ」

「……ん、それは確かにそうかもね。やっと同意できるところが見つかったね。緊張してると楽しい時間を過ごせないしね」

「まあもっとも、わたくしはさっきから緊張で心臓が喉のどから飛び出そうになっているけれども」

「って、けっきょく緊張しとるんかい！」

　全力で突っ込む僕だった。

　ほんとこの人は天の邪鬼というか、流れをひっくり返すのが好きだなあ！

「緊張のあまり、先ほどからつい変なことばかり口走ってしまうわ」

「君が変なのはいつものことだよ！　出会ったその日から全力疾走で変だったよ！」

「さらに告白すると、今のわたくしは緊張のしすぎでおもらしをするのを必死でがまんしているところだったりするわ」

「ちょっとやめてよ君はいちおう美少女キャラで通ってるんだから！　学園にもそれ以外にも君のファンはたくさんいるんだからその人たちの夢を壊さないでよ！　あと緊張すると普通は逆にお小水が引っ込むものじゃないの!?
 」

「万が一の場合はあっきー、わたくしのおしめを取り替えてもらえるかしら。あなたが手ずから」

「さらなる重大発言がきたねこれ！　君っておしめしてるの!?
 　さすがにうそだよね!?
 　うそだと言ってよ！」

「おしめはいいものよ。なにしろお手洗いに行くという、人生において決して無視できない割合の時間を、すべて削減することができるのだから。もちろん非常事態においてはわざわざお手洗いを探す手間も省けるし、たとえ最後の一線を越えたとしても周りから囃し立てられる屈くつ辱じよくを味わわなくて済むわ。これだけのメリットがあるのだから、もっとその存在を見直されるべきだとは思わないかしら」

「なんか意外にも正論!?
 　言われてみると確かにメリットは大きい！」

「そしてわたくしは家事全般が苦手だけれども、パンツを穿はき替えるのも苦手なのよ。なのでおしめの存在にはとても助けられているわ」

「いやおしめだって穿き替えは必要だからね!?
 　あたかも滅多におしめを穿き替えていないかのような発言は慎んでね印象わるいから！」

「ごちゃごちゃうるさいわね。それ以上わたくしの性癖に不寛容な態度を示し続けるようだと、わたくしがいま着用しているくまさんプリントのパンツを、黒いシルクのレースのパンツに上位互換してもらうわよ。ふふ、これこそまさに現代版のわらしべ長者というわけね」

「もはやどっから突っ込んでいいか分からないけど、久々にきたねお気に入りのネタ！　ていうかパンツちゃんと穿いてるじゃん！　あとほんとにくまさんプリントのを穿いてるんだったら逆に見てみたい気がする！」

　って何の話をしてるんだ一体。

　どうも彼女と話していると、こんな風に乗せられちゃうなあ。ボケよりもツッコミの方だっていう自覚はあるけど、ここまで腹の底から突っ込む相手は那な須す原はらさんぐらいなものだよ。

「──いいわ。悪くないコンディションのようね」

　苦虫をかみつぶしている僕を見て、那須原さんが満足げにうなずいた。

「その調子であれば十分に資格はあるでしょう。わたくしとしてもホッと一安心というところよ」

「？　なんの話？」

「さすがのわたくしもごく微量ながら硬さがあるのを覚えていたけれども、それなりにほぐれてきた感はあるわ。お互いにこれだったら十分にポテンシャルを発はつ揮きできることでしょう」

「いやごめん。だから何の話？」

　僕の問いには答えず、「こっちよ」と那須原さんは歩く方向を変えた。

　山頂へ向かう参道へと足を向け、露店と人混みを縫ぬって進む。もう何度もここらを行き来した僕はもちろん知っている。この方向は神社の本ほん殿でんへと向かう道筋であり、祭りの中心へと向かう道筋でもある。

　時計の針はさらに進み、西日は夕日へと転じ、あたり一帯を燃えるような茜色と、東の空を映す藍色に染め上げつつある。山頂が近づくほどに浴衣姿と法被はつぴ姿が増えてゆき、祭りの本番がいよいよ間近であることを教えてくれる。

「ねえ那な須す原はらさん」

「なにかしら」

「お腹なかがいっぱいなのはともかくとして。金魚すくいとか射的とか輪投げとかさ、そういうのはやらなくていいの？　せっかくの夏祭りだけど」

「問題ないわ。これからわたくしたちを待っていることに比べれば、どうということのないイベントだから」

「……なんかだんだん不安になってきたんだけど。いったい何が僕らを待ってるの？」

　やはり問いには答えないまま、人混みの中心へ、祭りのど真ん中へと進んでいく。

　ほどなくして僕らは本殿のすぐ真ん前にまでやってきた。

　地方の、それもけっこうな大型の神社らしく、境内の中でもここはひときわ広く場所を取っている。あちこちにでっかい楠くすのきや樫が植わり、玉砂利が丁寧に敷き詰めてあって、普段であればいかにも神域らしい雰囲気が醸し出されているのだろうけど。いまはハレの日であることを前面に押し出した空気に浸食されているのだった。もちろん僕はしゃちほこばった普段の姿よりも、こっちの姿に好感を抱くクチである。

「あ」

　そうだ。ひとつ特筆すべき点があった。

　というのもこの神社には、ちゃんとした神楽かぐらの舞台がある。神々に奉納する舞を巫女さんが踊ったりする場所で、それなりに格の高い神社にしか設えられていない。

　見れば、どうやら今日は何らかのイベントがあるらしい。パイプ椅い子すが並べられ、照明なんかも複数が設置されている。なんせお祭りだし、これだけの規模で催もよおされているのだから、当然と言えば当然だろう。

「立派な舞台だよね。ちょっとした劇場ぐらいの人数は座れそうだ」

「ええそうね。なかなか小こ粋いきな感じに仕上がっているし、神さまに演芸を捧げるだけの格式は十分にそろっていると言えるのではないかしら」

「何時から始まるのかな？」

「そうね、まだあと一時間と半分ほどあるかしらね」

「へえ。くわしいね」

　そんな会話を交わしつつ、那な須す原はらさんは人混みを割って舞台の方へ近づいていく。

　近づくにつれ、思ったよりも本格的な舞台らしいことがわかってきた。照明なんかはいかにもお金が掛かってそうな感じだし、周囲で設営を担当しているスタッフも妙に玄人っぽい動きをしている。さらにはどこかのテレビ局のものと思おぼしきカメラまで設置され、ディレクターっぽい人がアシスタントにあれこれ指示を出してるのも確認できる。

「なんだろうね。どっかの局で放送するのかなひょっとして」

「ええそうよ。全国ネットでね」

「ほんとに？　そりゃすごいなあ、そんなに有名なのかなここの神楽かぐらって。初耳の話だけど、これだけお客さんが来てるお祭りなら別に不思議でもないのか」

「ちなみに生放送よ」

「ええええ
 ？」

「おまけに全国ネットよ」

「おおおお
 ？」

　すごいなあ。一体どれだけ期待されてるんだ……そんな大きな祭りなら存在ぐらいは耳にしたことあってもいいはずなのに、まったく聞いたこともなかったよ。勉強不足を恥じなきゃいけないねこれは。

「こっちよ、あっきー」

　そんな風に感心しつつ、なおも那須原さんの後をついていくのだけど……んんん？　なんか様子がおかしいな。玄人っぽいスタッフの人たちが、那須原さんの顔を見るや腰こしを低くしてあいさつしてるんだけど。これはどういうことなんだ？

「えーと。ひょっとして那須原さんの知り合いの人だったり？」

「まあそんなところね」

「へえ。大したもんだ」

　こんなところにまで知己がいるなんて、どれだけ顔が広いんだという話である。言っちゃ何だけどここって地方の田舎だよ？　普通なら完全にアウェーだよ？　ひょっとして那須原家の別荘がこのへんにあって、夏になるたび避暑に訪れていたとか？　まあなんせ彼女は那須原重工のご令嬢なわけだし、並の人生は送ってないんだろうけど。

　ひとしきり感心する僕だけど、驚おどろきの本番はまだこんなものではなかった。

　なんと那須原さん、舞台の裏手に設えられた控ひかえ室と思しき場所へ、堂々と歩み入っていくのである。

　だけでなく、即席で用意したと思しき革製のソファーに腰を沈め、テーブルにあったデキャンタの水まで飲み始めたのを見て、さすがにこれは尋常の事態ではないと悟さとった。

「……えーと。那な須す原はらさん？」

「わたくしとのデートの内容を発表するわ」

　悠ゆう然ぜんと足を組みながら、翌日の授業の予定でも読み上げるみたいな調子で。

　彼女はこう言った。

「本日ここ音おと羽わ山やま神社にて、漫まん才ざいコンビ『アナとあっきー』のデビューを華々しく飾ること。それがあなたにお願いする今日のデートよ」

　……。

　…………
 。

　………………
 。

「はい？」

「本日、ここ音羽山神社にて、漫才コンビ『アナとあっきー』のデビューを華々しく飾ること。それがあなたにお願いする今日のデートよ」

「いや一字一句リピートしなくていいから。理解したくはないけど聞こえてるからちゃんと」

「それはよかったわ。ではよろしくね」

「いやいやいやいや」

　ちょっと待ってくれ。

　いったいどゆことなの？

　なんで今ここで漫才コンビのデビュー？

　ここって神社の神楽かぐらの舞台じゃなかったっけ？

「神楽というものは」

　那須原さんは淡々と、

「読んで字のごとく、本来は神さまを楽しませるものであるべきなのよ。巫女が舞い、楽器を奏でるのはあくまでもその一環──わたくしたちがお笑いを披ひ露ろうし、奉納することは、神楽の本意からいささかも外れたことではないわ」

「いやそうだけど。理屈としてはそうだけど」

「知ってのとおり、那須原重工は世界的な企業であり、そのコネクションは津々浦々に根を張っているわ。当然ながらこの地域の有力者にもツテはあるし、お金も十分に用意できたから、交渉に大した手間は掛からなかったわね。この神社も近々大改修を控ひかえて金策に苦労していたそうだから」

「いやね、そういう政治的で大人の事情的な成り行きを訊きいてるんじゃなくてね？」

「だいじょうぶよ。漫まん才ざいではなくてトークショーにするから、事前のネタ合わせやネタ作りはいらないわ。普段どおりのわたくしとあなたを披ひ露ろうすれば」

「いや待って。それだったらまだしも、時間をかけて練り上げた漫才の方がプレッシャー少なかったんじゃないかな？　それってつまり、まったくの手ぶらのぶっつけ本番で舞台に立てってことだよね？」

「それとトークショーの中で『しらはま』の宣伝もする予定よ。もともと客寄せ目的で、ということであっきーはコンビ結成をオーケーしたのだものね」

「いや確かにオーケーしたけどさ。あれはこういうきっちりした舞台で、って意味じゃなくてさ、あくまでも海の家での余興としてのつもりでさ。ていうかこんな急に言われてもさ、心の準備ってもんが──」

「このくらいは強引に事を推し進めないと、あっきーはまた忙しさにかまけてわたくしとの約束を後回しにするのではないか、という危惧があったのよ」

「うぐ。それを言われると弱い……っ！」

「心配いらないわ。伝説とはえてしてこんな風に始まるものだから。きっと十年後、二十年後に、あなたは懐かしげに振り返ることでしょう。『あのとき那な須す原はらさんの強引なセッティングがなかったら、歴史に燦さん然ぜんと輝く漫才コンビが生まれる可能性は永久に摘まれていただろう。ゆえに僕がその時を境に、彼女に対して絶大なる感謝の念を抱き始めるようになったのは、想像に難くあるまい。そして僕から見た彼女の存在が、単なる仕事上、生活上の仲間というだけでなく、ひとりの異性として、ひいては恋愛の対象として格上げされていったこともまた、自然な成り行きだったのである──』というような感じで」

「やけに具体的かつ一歩踏ふみ込んだ想像ですねえ!?
 」

「ついでに回顧録で一儲けすることもできるでしょうね。印税がっぽがっぽよ」

「印税がっぽがっぽという単語にちょっと反応した自分が情けないけど、そんなに業界は甘くないってことを僕はよく知ってるから！　儲かってるのはホントに一握りの人だけで、たいていの文筆業の人はヒィヒィいってるから！」

「やけに具体的かつ一歩踏み込んだ想像ね」

「あはは気のせいさ何を言ってるんだい!?
 」

「ちなみに舞台に上がるための衣装も用意してきたわ。ほらこれよ」

「ほうほう、どれどれ……へーえなるほどね、紫のラメでデコレーションされたスーツに、金色のネクタイ、そして同じ色の靴ときたか。ふむふむ、これさえ着ればお茶の間の話題を独占するのは間違いないよね──って着れるかー！　なんだよこの『いつの時代からタイムスリップしてきたんですか？』的な漫才師風の衣装は！　歴史を作るとか言っておきながら思いっきり時代錯誤だよ！」

　動転のあまり思わず乗り突っ込みをしながら、僕は思う。

　そうかそういうことか。那な須す原はらさんが『予定が狂った』とか言ってたのは、こういうことか。彼女としてはたぶん、デートが始まった直後に舞台に立つ、ぐらいの気持ちでいたにちがいない。会長さんの計らいで時間が繰り上げになっちゃったから、きっと計画が狂ったんだな……って危機一髪だったよ！　マジで一歩間違えたら、ほんとのほんとにぶっつけ本番でトークショーを繰り広げる羽目になってたのか。いやーあぶなかった──って、安心してる場合じゃないよ！　今でも十分にあぶないよ！　全国ネットの生放送でリハーサルもなしで素人が舞台に立つなんて致死量級のやばさだよ！

　あーもう。

　ほんと、何でこんなことになっちゃったんだか。

「ちっくしょう。わかったよ、観念したよ」

　両手を広げ、お手上げのポーズをする僕。

「乗りかかった船というか、毒を食らわば皿までというか、身から出たさびというか。とにかくわかった、やるよ。やらせていただきますよ」

「承知してもらえるのかしら」

「ああ承知するさ。『アナとあっきー』のデビュー公演、謹んで、全力でやらせてもらおうじゃんか」

　那須原さんが時おり口にするような才能が、僕にあるとは思えないけど。こうなったら僕も男だ。及ばずながら堂々と取り組み、最善を尽つくそうじゃないか。

「そう。よかったわ」

　と言って。

　僕の相方になった金髪の副会長は、うっすら微笑ほほえんだ。

　その表情を見て、やれやれ感たっぷりだった僕の心境が晴れやかになっていく。

　ずるいよなー。

　彼女にこういう顔をされると、なんだかぜんぶ許せる気になってしまうんだ。

　無理難題を出されるのも、振り回されるのも、ぜんぶ納得できてしまう気がするんだ。

　僕でさえそう思うのだから、彼女の信者をやってる人からすればたまらないだろう。まさしく女神からの託宣を受けるがごとく、那須原さんの言葉には唯々諾々と、ほとんど反射で、ヒマワリが太陽の方角を向くように、付き従うにちがいない。

　やれやれ。

　彼女と出会ってしまったのが運の尽き、ということで、諦めるしかないんだろうな。恨うらむならそれこそ神を恨うらむより他はない。

　さっきも口に出して言ったけど、乗りかかった船であり、毒を食らわば皿までであり、身から出たさびでもある。かくなる上はせいぜい腹を据すえるしか──

「ああ。それともうひとつ」

　覚悟を決める僕に、那な須す原はらさんは重ねて、

「あなたに言っておかねばならないことがあるから、おどろかずに聞いて頂戴」

「んんん？」

　彼女の発言に一瞬だけ身構えたけど、それもほんの一瞬。

　すぐに開き直り、大いに胸を張って、

「オーケーオーケー。こうなったらもうなんでも言ってくれよ。君がどんな無理難題を通してこようと、僕はがっつり受け止めてみせるさ。そうそう何度も君におどろかされてたら、こっちだってメンツに関わるんだから」

「そんなに身構えなくてもいいわ」

　と、那須原さんは大おお嘘うそをついた。

　その事実は直後に判明するのだけど。この瞬間の僕には知るよしもない。

「大したことではないの。今回のデビュー公演に対する、わたくしなりの意気込みなり所信表明なりを、形ある言葉にしておこうと思ったまでのことよ」

「ふむふむ、そっかそっか。わかったよ、だったらどうぞ言ってみてちょうだいよ。僕としてはもはやなんでもござれの心境だからね。何を言われたってハイソウデスカと頷うなずくだけだからさ」

「ではお言葉に甘えて言わせていただくわ」

　……後々になって考えてみれば、僕はこの時点に至いたってもまだ、那須原アナスタシアという人のことを把握しきっていなかったようである。

　徹底した無表情で、天の邪鬼で、トリッキーで、変化球を投げることしか知らない。

　そう。

　彼女はこういう時にこそ、でっかい爆弾を落としていくのだ──。

「もしも、今回の初舞台が成功したら」

「成功したら？」

　問い返す僕に向けて。

　那須原さんは、いつかみたいにぺこりと頭を下げて。淡々とこう言った。





「その時は、わたくしと結婚を前提にお付き合いしてください」






あとがき







　こんにちは、鈴すず木き大だい輔すけです。『お兄ちゃんだけど愛さえあれば関係ないよねっ』の九巻をお届けいたします。





　早いもので、この九巻が世に出るころにはもう、アニメのＤＶＤもシリーズ半ばを超えております。あとがきを書いている時点ではまだ、ＤＶＤの最新巻は手元にありませんが、視聴された感想など聞かせていただければ幸いです。ちなみに書き下ろしの短編小説も同梱されていますので、そちらも是ぜ非ひ是ぜ非ひ。





　それと今回は最初にお詫わびを。

　ここ数年は締め切り的に極めて優秀だった鈴木ですが、この九巻では諸事情により、作家人生で最大級のぎりぎりまで原稿を引っ張ってしまいました。スタッフのみなさまホントすいません。次回はこんなことにならないように……。





　ピンナップについても今回はだいじょうぶかと。前々回はありさを入れ忘れるという失しつ態たいを犯おかしましたが……秋あき子こ、アナスタシア、銀ぎん兵べ衛え、会長、ありさ、うん、ちゃんと主要メンバーは全員入ってますね。今後もミスのないよう、しつこいぐらい点呼をとって確認していきたいと思います。





　九巻の内容についても少し。

　前回のラストであんなことになった銀兵衛ですが、今回こういうことになりました。スマートなものではないかもですが、ともあれ一歩を踏ふみ出させることができて、作者としては一安心です。

　彼女の不器用さはそう簡単に直るものではなさそうですけど、むしろ一生直りそうにないですけど、そんな彼女が自分自身と上手に向き合いつつ、二歩め三歩めを進んで行ければと思います。どれほど長い時間が掛かるかはわかりませんが。

　さて。次回は銀兵衛に輪を掛けて不器用なあの人の番、ということになりそうですが。果たしてどんなお話になるか、『おにあい』十巻にどうぞご期待ください。






　　　　＊







　今回もいくらか紙幅を余してしまいました。

　というわけでだんだん恒例になりつつあるお酒の話でも。

　前巻のあとがきでは『そろそろ瓶の数が二百を超えそうに』とか言ってましたが、どうやら順調に二百本を超えたようです。

　ようです、というのはつまり、近ごろでは本数が多くて数えるのが面倒になってきたということでもありまして、大して広くもない収納スペースのキャパシティがいよいよ怪しくなりつつあります。

　先月は二十本ほど買いました。

　先々月も同じくらいの本数を買った気がします。

　それもすぐに封を開けるためのものばかりでなく、十年後二十年後に開けるためのストックにまで手を出し始めていて、ぼちぼち実家の空きスペースでも利用しようか、と考え始めています。

　ちなみに『ずいぶん金が掛かってるな』と思われる向きもあるかもしれませんが、おそらく本数からすればそれほどの金額には達していないはずです。というのも僕は『コスパがいい』という言葉を世界でいちばん愛しているので、『この酒すっごいおいしい！　でも死ぬほど高い！』よりも『この酒けっこうおいしい！　なのに思ったほど高くない！』方を選ぶ傾向があるからです。

　というわけで、今回紹介するのはそんな一本。





　モートラック１９９８（モリソン＆マッカイ社　ビジュアルフレーバーシリーズ）





　スコットランドはスペイサイドにある蒸留所のウイスキー。

　加水してない原酒ですので、アルコール度数が57
 ・４％ありますが、度数の高さを感じさせない口当たりの軽さ。はちみつを思わせる薄い黄金色の液体は甘口でフローラル、ミックスフルーツのキャンディを舌で転がしてるような趣おもむきがあります。

　聞き慣れない蒸留所かとは思いますが、値段と味のバランスが非常にいいお酒です。

　それとこのお酒は、僕のようなウイスキー初級者に特におすすめでして。というのもこのシリーズは『ビジュアルフレーバー』の名が示すとおり、飲まずとも味があるていど想像できるように工夫がしてあるのです。

　瓶の正面には、切手のようなデザインのステッカーが三種類貼ってあり、それぞれには『Fruity』『Floral』『Toffee』と記されていて（Toffeeはバターと砂さ糖とうと小麦粉で作った西洋のお菓子です）、実際に飲んでみるとそれらのキーワードを連想させる味がします。僕の知る限り、この手法を採用しているウイスキーはこのシリーズだけです。

　また特筆すべき点として、このシリーズはデザインがとても可愛かわいらしい！　女性の部屋にインテリアとして飾っても、おそらくそんなに違和感がないでしょう。味も女性に向きそうなタイプですし、ちょっと変わったプレゼントにしてもいいかもしれません。

　トータルで数百本しか生産されていないお酒なので、興味を持たれた方はお早めに。






　　　　＊







　以上、今回のあとがきでした。

　お酒に興味のない方には恐縮ですが、そしてラノベの後書きとしては浮いてる感ありありですが、しばらくはこのネタで引っ張りたいと思います。





　それではまた、近いうちにお目にかかれることを祈りつつ。






２０１３年吉日　鈴すず木き大だい輔すけ
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